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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

異形管詳細図(3/7)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-3/319

異形管詳細図(3/7)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

異形管詳細図(4/7)

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-4/319

異形管詳細図(4/7)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

異形管詳細図(5/7)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:50

A2 1:70

平成26年 3月

8-5/319

異形管詳細図(5/7)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

異形管詳細図(6/7)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

平成26年 3月

8-6/319

異形管詳細図(6/7)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

異形管詳細図(7/7)

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:42

A1 1:30

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-7/319

異形管詳細図(7/7)



第2揚水機場一般平面図

C D E F

18
 
6
0
0

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300
8-8/319

 第2揚水機場一般平面図 S=1:300

資料倉庫



第2揚水機場横断図(1/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-9/319



第2揚水機場横断図(2/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-10/319



第2揚水機場横断図(3/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-11/319



第2揚水機場横断図(4/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-12/319



第2揚水機場横断図(5/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-13/319



第2揚水機場一般図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-14/319

 第2揚水機場一般図 S=1:200



流入部工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-15/319

流入部工



洪水防止用ゲート部工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-16/319

洪水防止用ゲート部工



沈砂池工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-17/319

沈砂池工



角落し工･取付部工

2000020000

現況水路部

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-18/319

角落し工・取付部工 S=1：100



樋門ゲート部工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-19/319

樋門ゲート部工 S=1:100



取付水路工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-20/319

取付水路工 S=1:100



スクリーン部工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-21/319

スクリーン部工 S=1:100



機場下部工(1/4)

対象範囲
　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-22/319

機場下部工(1/4) S=1:100



機場下部工(2/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-23/319

機場下部工(2/4) S=1:100



機場下部工(3/4)対象範囲

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-24/319

機場下部工(3/4) S=1:100



機場下部工(4/4)

対象範囲
　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-25/319

機場下部工(4/4) S=1:100



機場下部基礎杭配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-26/319

機場下部基礎杭配置図 S=1:100



機械基礎工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-27/319

機械基礎工 S=1:100



ハンドレール・ガードレール配置図

 S=1:100

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

 ハンドレール・ガードレール配置図 

8-28/319

洪水防止用ゲート部



各種詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

各種詳細図 

8-29/319



沈殿池工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-30/319

沈殿池工



付帯工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-31/319

付帯工



機場部配管図(1/2)

対象範囲
　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-32/319

機場部配管図(1/2) S=1:100



機場部配管図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

対象範囲

8-33/319

機場部配管図(2/2) S=1:100



施設配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:300

A2 1:424

フェンス(H900)

フェンス(H900)

L=255.00m°

（調整ブロック）

N=16本

A=1131.675㎡

（調整ブロック）

（調整ブロック）

駐車場内
区画線

舗装オーバーレイ
(t=4cm)

L=41.9m

L=76.0m

t=5cm,A=36.70㎡

張りコンクリート
ΣL=13.78m

(H900,L3000)

縦格子フェンス
転落危険個所

H900,W2000

両開き門扉

照明付き

監視カメラ

（H25年度）

（H25年度）（H25年度）

（H25年度）

（H25年度）

（H25年度）

（H25年度）

（H25年度）

（H25年度）

8-34/319

マンホール嵩上げ

車止めブロック

マンホール嵩上げ

マンホール嵩上げ

施設配置図 S=1:300

資料倉庫

車庫



門扉・フェンス工(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-35/319

門扉・フェンス工(1/2)



S=1:20
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φ60.5×3.2

9
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＠150

φ21.7×1.9胴縁 t=1.6

胴縁 t=1.6

（水抜穴付）

φ60.5×3.2

3000

張りコンクリート

t=5cm

300

張りコンクリート

t=5cm

250 3000

φ21.7×1.9

＠150

φ60.5×3.2 φ60.5×3.2

蝶番

胴縁 t=1.6

φ50.8×2.3

胴縁 t=1.6

施錠装置φ16

舟形落し受付

落しφ16

W2000

15
0

90
0

7
50

□ 300

45
0

9
00

無筋コンクリート

18-8-20or25

砕石基礎

RC-40

無筋コンクリート

18-8-20or25
砕石基礎

RC-40

4
50

1
00

2300

2400

50 50

50050 50

吸水槽

一般図

断面図

断面図一般図

S=1:20

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

門扉・フェンス工(2/2)

A1 1:20

A2 1:28
8-36/319

縦格子フェンス H900×L3000

両開き門扉 H900×W2000

門扉・フェンス工(2/2)



場内排水工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-37/319

場内排水工



場内舗装工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-38/319

場内舗装工



場内施設工(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-39/319

場内施設工(1/2)



場内施設工(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-40/319

場内施設工(2/2)



付帯工

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:28

A1 1:20

平成26年 3月

8-41/319

付帯工



植生配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300

平成26年 3月

8-42/319

植生配置図 S=1:300

資料倉庫



植生工支柱参考図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-43/319-



照明設備配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300

平成26年 3月

ﾗﾝﾌﾟ、安定器更新
HST5A-250NH / T4.5

H1-9 / 中耐蓋付

電灯盤
メーターボックス ＳＵＳ製（市販標準品）

※１建物外壁に低圧引留金物取付
引込線が道路境界上にて５ｍ以上の高さを確保のこと

※２ EM-CE 8□-3C 引込支持点迄立上げ
※３ EM-CE 8□-3C 壁貫通し分電盤へ壁貫通部はPF 28

壁貫通部は耐火パテ等に貫通処理のこと

※　注　記
・低圧架空引込　ＳＢ４０Ａ契約とする。

ﾗﾝﾌﾟ、安定器更新

ｹｰﾌﾞﾙ、配管

HST5A-80CM / T3.5

地中埋設標（鉄製）
地中埋設標（ｺﾝｸﾘｰﾄ製）

（H25年度）

（H25年度）

（H25年度）

（H25年度）

H1-9 / 中耐蓋付 ﾗﾝﾌﾟ、安定器更新
HST5A-250NH / T4.5

（H25年度移設）

（H25年度移設）

（H25年度）

配管

配管
A4-1

Ｗｈ

Ｗｈ

（上記はH25年度）

8-44/319

外灯

ハンドホール

CV 5.5□-3C ( FEP 30 )

EM-CE 5.5□-3C ( FEP 30 )

ハンドホール

外灯

ハンドホール

外灯

FEP 30

FEP 30×2※２

※１

※３

照明設備配置図 S=1:300

資料倉庫

車庫



照明設備姿図･参考図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-45/319

ＦＥＰ30

照明設備姿図



発生材処理施設図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-46/319

発生材処理施設図(1/2)



発生材処理施設図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-47/319

発生材処理施設図(2/2)



軌道整備工(1/2)

7

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-48/319

軌道整備工(1/2)



軌道整備工(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-49/319

軌道整備工(2/2)



第2導水路 進入路平面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:353

A1 1:250

平成26年 3月

8-50/319

 第2導水路 進入路平面図 S=1:250



第2導水路 進入路縦断図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-51/319

 第2導水路 進入路縦断図 



第2導水路 進入路標準横断図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-52/319

 第2導水路　進入路標準横断図 



第2導水路 進入路横断図(1/2)

 S=1:100

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-53/319

 第2導水路 進入路横断図(1/2) 



第2導水路 進入路横断図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

 S=1:100

8-54/319

 第2導水路 進入路横断図(2/2) 



第2導水路 遮水矢板図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-55/319

 第2導水路　遮水矢板図 



第2導水路 締切堤図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-56/319

 第2導水路　締切堤図 



第2導水路 進入路側面図･断面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-57/319

 第2導水路　進入路側面図・断面図 



設備平面図

6

2000011000

4700

18000

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300
8-58/319



ポンプ据付平面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-59/319



ポンプ据付断面図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-60/319



ポンプ据付断面図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-61/319



自家発電室詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-62/319



基礎穴明図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-63/319



基礎詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:56

A1 1:40

平成26年 3月

8-64/319



ピット図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-65/319



電気室ピット図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-66/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

オートストレーナー配置図

平成26年 3月

8-67/319



配管図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-68/319-



特高設備配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-69/319



電気室機器配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月
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・ AC 100V電気室

  A 低圧照明用変圧器盤より

12 650

7
8
0

22

A + C

C

A

B

1
1
0
0

23

D

E

25

24

18

機器名称

備　考名　　　　称記号

ロギングプリンタ

CRT監視卓

監視操作卓

ITV監視操作卓

4

3

2

1

アナウンスメントプリンタ

ポンプ設備/入出力制御装置1

データ処理盤

TM親局装置盤

TM・TC親局装置盤

入出力処理盤

監視操作卓/入出力制御装置

画像警報制御盤

無停電電源装置

カラ－ハ－ドコピ－

表示記録端末卓

・第３機場画像監視端末

大型ディスプレイ （2台）

5

6

7-1

7-2

8

9

10

12

13

14

15

16

自動制御盤

ポンプ設備/入出力制御装置2

17

プリンタ装置

無停電電源装置(水管理用)

警　報　盤

20

19

18

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設電話端子箱

21

A 低圧照明用 変圧器盤 既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

22

23 映像監視端末

監視端末 H25年度

H25年度

H25年度

H25年度

H25年度

H25年度更新

11 H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

24

25

大型表示装置（50型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）

Webサーバ装置

8-70/319

操作室配置図 S=1：50



グラバネ正面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-71/319



配線図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-72/319



信号項目表

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-73/319-



単線結線図(1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-74/319-



単線結線図(2/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-75/319-



単線結線図(3/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-76/319-



洪水防止用ゲート一般図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:50

A2 1:70

平成26年 3月

8-77/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

洪水防止用ゲート水密詳細図

平成26年 3月

8-78/319-



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

洪水防止用ゲート扉体組立図

A1 図示

平成26年 3月

8-79/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

洪水防止用ゲート開閉機外形寸法図

A1 図示

平成26年 3月

8-80/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

洪水防止用ゲート可動ラックガイド詳細図

A1 図示

平成26年 3月

8-81/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

洪水防止用ゲート機側操作盤外形図

A1 図示

平成26年 3月

8-82/319



洪水防止用ゲート配線図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-83/319-



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

洪水防止用ゲート配線図(2/2)

平成26年 3月

A1 図示 8-84/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

洪水防止用ゲート単線結線図

平成26年 3月

8-85/319-



第2揚水機場上屋(特記仕様書1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-86/319-



第2揚水機場上屋(特記仕様書2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

8-87/319-



配置・案内図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-88/319



面積表

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300

平成26年 3月

8-89/319



内部・外部仕上表

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-90/319-



各階平面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-91/319



立面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-92/319



断面図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-93/319



断面図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-94/319



矩計図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-95/319



平面詳細図(1/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-96/319



平面詳細図(2/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-97/319



平面詳細図(3/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-98/319



平面詳細図(4/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-99/319



平面詳細図(5/5)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-100/319



階段詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-101/319



展開図(1/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-102/319



展開図(2/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-103/319



展開図(3/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-104/319



展開図(4/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-105/319



天井伏図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-106/319



建具キープラン

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-107/319



建具表(1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-108/319-



建具表(2/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-109/319-



建具表(3/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-110/319-



埋込金物図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-111/319



鋼製階段構造図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-112/319



鋼製階段構造図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-113/319



換気フードフィルター取付図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-114/319



事務所棟屋上樋横引図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-115/319



ルーフファン防鳥網･ハンガーレール取付図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-116/319



耐火被覆取付図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-117/319



配管跨ぎ取付図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-118/319



電気設備図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-119/319



上屋外壁立面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-120/319



上屋外壁補修図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-121/319



上屋外壁断面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-122/319



構造設計標準仕様

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-123/319-



杭、基礎、2階伏図・R階、クレーン小屋伏図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-124/319



軸組図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-125/319



軸組図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-126/319



柱芯線図･ＡＬＣ受け差し筋要領図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-127/319



架構詳細図(1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-128/319



架構詳細図(2/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-129/319



架構詳細図(3/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-130/319



雑詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-131/319



給排水衛生設備(特記仕様書)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-132/319-



機器表、器具表、凡例

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-133/319-



給排水衛生設備配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300

平成26年 3月

8-134/319



給排水平面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-135/319



空調換気平面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-136/319



給排水設備　1階平面詳細図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-137/319



給排水設備　1階平面詳細図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-138/319



給排水設備　2階平面詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-139/319



浄化槽設備図(1/7)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-140/319



浄化槽設備図(2/7)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-141/319



浄化槽設備図(3/7)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-142/319



浄化槽設備図(4/7)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-143/319



浄化槽設備図(5/7)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-144/319-



浄化槽設備図(6/7)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

8-145/319-



浄化槽設備図(7/7)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-146/319



動力・照明(特記仕様書)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-147/319-



幹線･テレビ共聴･電話系統図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-148/319-



電灯･動力盤リスト

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-149/319-



動力設備

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-150/319



照明設備(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-151/319



照明設備(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-152/319-



コンセント･TV･TEL･インターホン

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-153/319



火災報知設備(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-154/319-



火災報知設備(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-155/319



避雷針設備(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-156/319-



避雷針設備(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-157/319



受電設備・除塵機格納庫(特記仕様書1/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-158/319-



受電設備・除塵機格納庫(特記仕様書2/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-159/319-



受電設備・除塵機格納庫(特記仕様書3/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-160/319-



受電絵設備・除塵機格納庫(特記仕様書4/4)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-161/319-



案内図配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:707

A1 1:500

平成26年 3月

8-162/319



受電設備・除塵機格納庫(仕上表･面積表)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-163/319



受電設備平面図・屋根伏図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-164/319



受電設備立面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-165/319



受電設備断面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-166/319



受電設備断面詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-167/319



受電設備平面詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-168/319



除塵機格納庫平面図・屋根伏図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-169/319



除塵機格納庫立面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-170/319



除塵機格納庫断面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-171/319



除塵機格納庫断面詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-172/319



建具表

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-173/319



雑詳細図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:28

A1 1:20

平成26年 3月

8-174/319



雑詳細図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:28

A1 1:20

平成26年 3月

8-175/319



構造標準図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-176/319-



構造標準図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-177/319-



受電設備杭伏図・基礎伏図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-178/319



受電設備R階伏図・部材リスト

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-179/319



受電設備軸組図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-180/319



受電設備軸組図(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-181/319



受電設備基礎･梁リスト

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-182/319



受電設備柱脚リスト・配筋詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-183/319



受電設備鉄骨詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-184/319



除塵機格納庫伏図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-185/319



除塵機格納庫軸組図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-186/319



除塵機格納庫鉄骨詳細図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-187/319



除塵機格納庫給水設備

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-188/319



換気設備

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-189/319



電気設備(1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-190/319



電気設備(2/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-191/319



電気設備(3/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-192/319



洪水防止用ゲート上屋(特記仕様書1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-193/319-



洪水防止用ゲート上屋(特記仕様書2/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-194/319-



洪水防止用ゲート上屋(特記仕様書3/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-195/319-



構造設計標準仕様

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-196/319-



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平面図・立面図・断面図・詳細図

平成26年 3月

8-197/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

アンカープラン・小屋伏図・軸組図

平成26年 3月

8-198/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

鉄骨詳細図

平成26年 3月

8-199/319



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

電灯・コンセント設備

平成26年 3月

8-200/319



除塵機庫・取水ゲート・外灯設備系統図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-201/319-



車庫棟・塵介置場(特記仕様書1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-202/319-



車庫棟・塵介置場(特記仕様書2/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-203/319-



車庫棟・塵介置場(特記仕様書3/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-204/319-



設計概要･外部仕上表･車庫内部仕上表･案内図･面積計算表

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:707

平成26年 3月

8-205/319
A1 1:500



配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300

平成26年 3月

8-206/319



車庫 平面詳細図･屋根伏図･立面図･断面図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-207/319



矩形図･建具表

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-208/319



構造設計標準仕様

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-209/319-



屋根伏図･基礎伏図･軸組図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-210/319



部分詳細図･鉄骨詳細図･鉄骨断面リスト

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-211/319



電気設備特記仕様書

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-212/319-



電気設備配置図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:424

A1 1:300

平成26年 3月

8-213/319



車庫 電気設備平面図･器具姿図･電灯分電盤L-1結線図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-214/319



機械設備特記仕様書(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-215/319-



機械設備特記仕様書(2/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-216/319-



車庫排水設備･衛生器具表･雨水桝リスト

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-217/319



建 築 物 工 事 概 要 書 特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章

Ⅱ　建 築 工 事 仕 様

Ⅰ　工 事 概 要

第２揚水機場付帯施設設置工事

２０　　ユ ニ ッ ト 及 び そ の 他 の 工 事

１９　　内 装 工 事

１８　　塗 装 工 事

１７　　カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事

１６　　建 具 工 事

１５　　左 官 工 事

１４　　金 属 工 事

１３　　屋 根 及 び と い 工 事

１２　　木 工 事

１１　　タ イ ル 工 事

１０　　石 工 事

　９　　防 水工 事

　８　　コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板工事

　７　　鉄 骨 工 事

　６　　コ ン ク リ ー ト 工 事

　５　　鉄 筋 工 事

　４　　地 業 工 事

　３　　土 工 事

　２　　仮 設 工 事

　１　　共 通 仮 設 工 事

※　「工事種目」全てを工事範囲とする。１６.　工　事　範　囲

□　解体　　　　　　　　□　家具・什器類　　　　　　□

平成　２５　年　＊　月　＊＊　日　　～　　平成　２５　年　＊　月　＊＊　日

下記の工事は、別途工事とする。

□　搬送設備工事　　□　　　　　　　　　　　　　　　□

■　建築工事　　　　　□　電気設備工事　　　　　□　機械設備工事

設計図書に示す範囲として、工事範囲は下記による。

高　　　さ　　　　　　  最高高　４.１０ｍ　　　　　最高軒高　３.６０ｍ

階　　　数　　　　　　 地上　１　階

構　　　造　　　　　　 鉄骨造

延床面積（法定）　　　　１５９.２５㎡

建築面積（法定）　　　　１５９.92㎡

２００ ％　（法定容積率　２００ ％）

　　　 区域、地区

敷地面積　　　　　 　１２４２２.３８㎡

な　し

新　築

倉　庫 （資料用）

な　し

法第２２、２３条区域

　６０ ％　（法定建蔽率　６０ ％）

指定なし

指定なし　［都市計画区域内 （区域区分非設定）］

千葉県山武郡横芝光町寺方５１５―１

１５.　工　期

１４.　別　途　工　事

１３.　工　事　範　囲

１２.　規模及び構造

１１.　特殊工程の指定

１０.　工　事　種　別

　９.　主　要　用　途

　８.　日　影　規　制

　５.　その他の地域、

　７.　容　積　率

　６.　建　蔽　率

　４.　防　火　地　域

　３.　用　途　地　域

　２.　工　事　場　所

　１.　工　事　名　称

（6）G 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（4）特記事項に記載の、（別　　）は（５.３．７）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（3）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該票表を示す。

　　    ○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　    ○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は、○印の付いたものを適用する。

（1）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２. 特記仕様

書（建築工事編）（平成２２年版）」（以下、「標仕」という。）による。

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様

１. 共通仕様

①
 
一
般
共
通
事
項

⑥
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

⑤
 
鉄
筋
工
事

④
 
地
業
工
事

③
 
土
工
事

②
 
仮
設
工
事

      濃度測定

11　科学物質の

10　技能士

                  工法

 ９　特殊な材料の

     する建築材料等

 ８　科学物質を放散

 ７　建築材料等

 ６　発生材の処理等

 ５　条件明示項目

 ４　電気保安技術者

 ３　品質計画

　　 登録

 ２　工事実績情報の

 １  適用基準等

　 施工完了時に室内空気の中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

（１.５.９）

・　カーテンウォール施工 ・ サッシ施工 ・ ガラス施工

・　造園

・　ボード仕上げ工事作業 ・ 内装仕上げ施工

・　プラスチック系床仕上げ工事作業 ・ 表装（壁装作業）

・　塗装（建築塗装作業）

・　サッシ施工 ・ ガラス施工 ・ 自動ドア施工

・　左官

・　内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・　建築板金（内外装板金作業）

・　建築大工

・　タイル張り

・　石材施工（石張り施工）

・　塗膜防水工事作業 ・ シーリング防水工事作業 ・ 防水施工

・  アスファルト防水工事作業 ・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・　ブロック建築　　・　ALCパネル施工

・　とび

・　型枠施工　　　・　左官

・　鉄筋施工（鉄筋組立作業）

植栽工事

内装工事

塗装工事

カーテンウォール工事

建具工事

左官工事

金属工事

屋根及びとい工事

木工事

タイル工事

石工事

防水工事

ブロック・ALCパネル工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

技能検定の職種適用工事種別

（１.５.２）

る。

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とす

               ④ 旧 ＪＡＳのＦｃｏ規格品

               ③ 旧 ＪＩＳのＥｏ規格品

               ② 建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

               ① ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　　第三種

               f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

               e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

               d. ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

               c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

               b. 接着剤等不使用

          ③ 下記表示のあるＪＡＳ規格品

               a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

          ③ 下記表示のあるＪＡＳ規格品

          ② 建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

          ① ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　　規制対象外

       また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次の通りとする。

            器類等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

       ５） １）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什

            放散が極めて少ないものとする。

       ４） 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレンエチルベンゼンを放散しないか、放散

            放散が極めて少ないものとする。

       ２） 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が

            放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

            発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

       ３） 接着剤はフタル酸ジ-ｎ-プチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシを含有しない難揮

            ルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

            クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムア

       １） 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

能を有するものとし、次の１）～５）を満たすものとする。

　 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性

同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　 また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

員に提出して承諾を受けるものとする。

はこの限りでは員にない。

員に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合に

証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職

　 なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの

     （６） 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

     （５） 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

     （３） 安全的な供給が可能であること。

     （４） 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

     （２） 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　 （１） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

ものとする。

ＪＩＳ及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

（１.３.８）

　 本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

・　現場説明書による　　　　　・　構外搬出適切処理

（１.３.５）

（１.３.３）

　  ・　要　　　　　・　不要

し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　 工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐

（１.２.２）

　　　　　　　　　　　 ※ 積雪区分　　建設省告示第１４５５号　別表（　　　）

                         ※ 地表面粗度区分（ ・ Ⅰ 　・ Ⅱ 　・ Ⅲ　 ・ Ⅳ）

　　　　　　　　　　　 ※ 風速（Ｖo=　　　　　）

 ・　建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

（１.１.４） ・　適用する　　　　　・　適用しない

 ・　建築工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成２２年版）

 ・　建築工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成２２年版）

 ・　鉄筋コンクリート構造配筋要綱（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成２２年版）

 ・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

 ・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　平成２２年版）

（４.７.２） ・　深層混合処理工法　　　　　・　固化工法　　　　　・　締固め工法

（４.６.６）施工箇所　　　・　建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

 ５　地盤改良

 ４　床下防湿層

（４.６.３） ３　砂利地業  ・　再生クラッシャーラン　　　　　・　切込み砂利及び切込み砕石

（４.５.４）

セメントの種類　　　６章、コンクリート工事のセメントの種類による。

側壁測定　　　　 ・　行う（　　　　　　　　　　　　　　）  　　・　行わない

                       ・　拡底杭工法（　・　安定液使用　　・　　　　　　　）

（４.５.５）                       ・　場所打ち鋼管コンクリート杭工法

                       ・　オールケーシング工法　全回転型（孔内の水張 ・ 行う  ・ 行わない）

（４.５.４）

                       ・　リバース工法

掘削工法　　　　 ・　アースドリル工法（　・　安定液使用　　　・　無水掘削）

（４.５.３）鉄筋の種類　　　５章、鉄筋工事の鉄筋の種類による。

　   （　B　）種かつ（　　　）N/mm2以上

コンクリートの種別及び設計基準強度 （４.５.３）（表４.５.１）

　   リート杭地業

 ２　場所打ちコンク

セメントの種類　　　６章、コンクリート工事のセメントの種類による。

　　　　杭周固定液　　　　　・　使用する

　　　　 H１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

         工法　　　・　プレボーリング拡大根固め工法　　　　　・　中堀拡大根固め工法

　　 ・　特定埋込み工法

（４.３.３～５）

（４.３.６）

（４.３.２）

（４.３.７）

施工法

杭の継手　　 建築基準法に基づく指定又は、認定を受けた継手を使用してもよい。

先端部形状　　　　　・　開放形　　　　　・　閉塞平坦形

杭頭の処理　　　　　・　切断しない

本　 杭

杭長（m）及び種別 備考セット数継手数杭径（㎜）

試験杭

 ・　高強度プレストレスコンクリート杭

（４.３.１～２）種類

　　 杭地業

 １　既製コンクリート

（３.２.５）

　　 処理  ・　構内指示の場所にたい積　　　　　 ・　構内指示の場所に敷均し

（３.２.３）（表３.２.１）

 ・　現場説明書による　　　　　　　　　　 ・　構外搬出適切処理

　　　　　　・　建設汚泥から再生した処理土

種別　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

 ２　建設発生土の

 １　埋戻し及び盛土

構内既存の施設　　　・　利用できない　　　・利用できる（　・　有償　　・　無償）（２.３.１）

（２.３.１）

（２.３.１）

構内既存の施設　　　・　利用できない　　　・利用できる（　・　有償　　・　無償）

規模及び仕上げの程度は現場説明書による。

 ３　工事用電力

 ２　工事用水

 １　監督職員事務所

譲する。

　 当該建物の取得する施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移

　　 著作権

した建設機械を使用する。

   「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき、国土交通省大臣が指定

 ・　「営繕工事電子納品要領（案）（平成１４年１１月改訂版）」による。

 ・　図示　　　　　・　設計ＧＬ ＝ 現状ＧＬ

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

               取合い

18　施工図等の

17　騒音振動の防止

16　工事写真

15　設計ＧＬ

14　設備工事との

　　　　　　　　　 （ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者とする。）

撮影業者　　・　監督職員の承諾する撮影業者

電子データは、ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ形式最高画質とし、ＣＤ-Ｒにて提出とする。

１００×１２５以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。

　３００ｄｐ以上

　２００万画素以上　  ２部　外部（ 　 ）    内部（ 　 ）

　  ２部　外部（ 　 ）    内部（ 　 ）

  ・　電子データ

　　　　　　　３２４×４００（㎜）

  ・　カラー半切木製パネル

　１００×１２５以上　  ２部　外部（ ４ ）    内部（ 4 ）

　　　　 （他に外観正面１カットのみ５枚（カラーキャビネ版）提出）

           ・　べた焼

 　　　　  ・　キャビネ版

  ・　カラー

原板の大きさ（㎜）提出部数撮影箇所数分類・規格

13　完成写真

（Ａ３版第２原図及び電子媒体（ＣＤ-Ｒ））

 ・　保全に関する資料　　提出部数　　※ 各１部　　・　　部

 ・　施工図　　　　　　　　　提出部数　　※ 各１部　　・　　部

 ・　施工計画書　　　　　　提出部数　　※ 各１部　　・　　部

 ・　完成図　　　　　　　　　提出部数　　※ 各２部　　・　　部

 ・　作成する　　　　　　・　作成しない （１.７.１～３）（表１.７.１）12　完成図書

　 報告の様式等については、現場説明書による。

　 測定箇所数   　　　　　・　図示

　 測定対象室　 　　　　　・　図示

　 着工前の測定　　　　　・　行う

　 測定はパッシブ型採取機器により行う。

チレンの濃度測定をし、報告すること。

    別図参照

  ※  契約対象外の項目につては、

発」において、評価を取得したもの。

　 建築技術評価制度「鉄筋コンクリート建築物等における床型枠用鋼製デッキプレートの開

全部１２

板厚（㎜） 適用箇所

せき板の種類　　　　　・　合板　　　　　・　床型枠用鋼製デッキプレート12　型枠

気温による温度補正値（各地の生コン組合の規定による）11　配合強度

外壁（基礎立上り）  ・　A種　　　・　B種　　　・　C種

種別 施工箇所

（表６.２.３）

     種類

10　打放し仕上げの

適用及び適用箇所について　　　　　標仕１９章、内装工事１４断熱材による。 ９　断熱材兼用型枠

 ・　工事範囲は図示による。

コンクリートの増打ち厚さ　　　　　・　２０㎜（外部）　　　・　０㎜（内部）

　 しの状態は、事前に監督職員に承諾を受ける。

　 かつ、２．５分/ｍ2以上とし、施工計画書を監督職員に提出し承諾を受ける。また、目荒ら

　 上がり面を凸凹状態とする。高圧水洗工法の目荒らしを行う場合は、水圧５０N/㎜2以上

　    ＭＣＲ工法を行う場合は、せき板面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕     表面の処理

外装タイル後張り面の躯体の処理 ８　コンクリート躯体

（６.１４.３）設計基準強度　　・　１８N/㎜2 ７　無筋コンクリート

（６.３.５）（６.４.８） ・　混和剤　　　　　・　混和材 ６　混和材料

 ・　A　　　　　・　B（コンクリート中のアルカリ総量Rｔ＝３．０ｋｇ/ｍ3以下）

（６.３.３）（６.５.４）アルカリシリカ反応による区分 ５　骨材の種類

４０２Ｊ/ｇ以下２８ｄ

３５２Ｊ/ｇ以下７ｄ
水和熱

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

　 普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ Ｒ ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに

 ・　高炉セメントB種（　　　　　　　）

 ・　普通ポルトランドセメント又は、混合セメントのA種（６.３.２）（６.１３.２）（６.１６.２）（表６.３.１） ４　セメントの種類

（６.２.３）工作物のスランプ　　１５又は１８cm ３　スランプ

（６.１.５）（６.４.１～２）（表６.１.１） ・　Ⅰ類　　　　　・　Ⅱ類

     ンクリートの種別

 ２　レディ-ミクストコ

捨コン　　　無筋コンクリート

建物躯体（建物内土間コンクリートを含む）

 ・　１８

 ・　１８　　・　２１　　・　２４

施工箇所設計基準強度Fc（N/㎜）

（６.１.４）

（構造仕様書による）

     の設計基準強度

 １　普通コンクリート

出隅受け部配筋　　　・　D１０-＠１００ ダブル　　　　　・　図示

出隅部補強配筋　　　・　D１０-＠１００ ダブル　　　　　・　図示

     出隅部の配筋

11　片持ちスラブの

（５.４.９） ・　超音波探傷試験　　　　　・　引張試験

      試験

10　圧接完了後の

（別７.３）

     フック

 ・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　（　　　ヵ所） ９　機械吊上げ用

     補強形式

（別７.２）（別表７.１～３） ・　H形　　　　・　MH形　　　　・　M形　　　　・　リング型　 ８　梁貫通口の

（別４.２）（別表４.３～４）

 ・　耐震壁　　　　　・　図示

 ・　一般壁　　　　　・　A形　　　　　・　B形　　　　　・　図示 ７　壁開口部の補強

（別２.２） ・　H形（□は除く） ６　帯筋

（別２.１） ・　行う　　　　　・　行わない ５　最上階柱頭補強

（５.３.１）（別１.１） ・　A形　　　　　・　B形　　　　　・　図示

     杭の杭頭補強

 ４　既製コンクリート

 ・　１０ ・　柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

標仕表５.３.６の値に加える寸法（㎜）施工箇所

　 耐久性上、不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

（５.３.５）

     かぶり厚さ

最小かぶり厚さは目地底から算定する。 ３　鉄筋の最小

（５.３.４）

 ・　Ｄ１９以上　　　　　・　図示

 ・　Ｄ１６以下　　　　　・　図示

 ・　ＳＤ３４５

 ・　ＳＤ２９５Ａ

呼び名（㎜）種類の記号

（５.２.１）（表５.２.１）

呼び名１９㎜以上の柱、梁の主筋　　　　　・　ガス圧接　　　・　重ね継手 ２　鉄筋の継手

 １　鉄筋の種類

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-218/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)
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章 特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章
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鉄
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工
事

⑧
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・　
　
　

Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

⑨
 
防
水
工
事

10

石
工
事

⑭
 
金
属
工
事

⑮
 
左
官
工
事

⑬
 
屋
根
及
び
と
い
工
事

⑫
 
木
工
事
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タ
イ
ル
工
事

Ｒ階屋根（結露防止用）

ＪＩＳ規格による

ＪＩＳ規格による

リップ、みぞ形鋼ＳＳＣ４００

ダイアフラムＳＮ４９０Ｃ

梁、プレート

素地ごしらえは、ＪＩＳ H ９１２４溶融亜鉛めっき作業指針による。

最低板厚２．３㎜以上、３．２㎜未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚３．２㎜以上、４．５㎜未満の形鋼、鋼板

最低板厚４．５㎜以上の形鋼、鋼板

C種

B種

A種

適用部位材料亜鉛めっきの種別

（７.１２.３）（表１４.２.２）

     工法

11　溶融亜鉛めっき

材齢２８日　　　３．０ N/㎜2以上

材齢２８日　　４５．０ N/㎜2以上

練混ぜ２時間後のブリージング率　　２.０％以下

　　方法」による。

   （規定)「ﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄ中の水の塩化物イオン濃度試験

２） 塩化物量は、JIS A 5308「ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ」付属書５

　　法」３１２-１９９２による。

１） 日本道路公団規格（ＪＨＳ）「無収縮モルタル品質管理試験方

０．３０ｋｇ/m3以下

材齢　３日　　２５．０ N/㎜2以上

材齢　７日　　収縮しないこと

終結時間　　１０時間以内

凝結開始時間　　１時間以上

練混ぜ完了から３分以内の値は　　８＋２秒

試験方法

塩化物量

付着強度

圧縮強度

無収縮性

凝結時間

ブリージング

Ｊロートによる流下時間コンシステンシー

無収縮モルタルの品質及び試験方法

（セメント＋混和材）：砂＝１：１

（各重量比）

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

ンドセメントとする。

ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）による普通又は、早強ポルトラ

よって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート等に

配合比

砂

セメント

混和材

無収縮モルタル

（７.２.９）（７.１０.３）（表７.１０.２） ・　Ａ種　　　・　Ｂ種

     工法

10　柱底均しモルタ

（７.１０.３）（表７.１０.１） ・　建方用アンカーボルト（ ・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種）

 ・　構造用アンカーボルト（ ・　図示　　　・　　　　　）

     み工法

     の保持及び埋込

 ９  アンカーボルト

 ・　耐火板張り

 ・　湿式ロックウール

 ・　半乾式吹付けロックウール

 ・　乾式吹付けロックウール

     吹付け

 ・　耐火材

 ・　ラス張りモルタル塗

所要性能及び適用構造部位種別

（７.９.２～６） ８  耐火被覆

 ・　図示

 ・　標仕７.６.１１(ｂ)による完全溶け込み溶接部

 ・　マクロ試験

 ・　放射線試験

 ・　超音波探傷試験

試験方法試験箇所試験の種別

（７.６.１１）（表７.６.２）検査水準　　　  ・　第６水準　　　　　・　図示

（７.６.１１）

 ・　溶融亜鉛めっき高力ボルト

（７.２.２）（７.１２.４）

ＡＯＱＬ　　　　　・　４．０％　　　　　・　２．５％ ７  溶接部の試験

 ・　トルシア形高力ボルト　　　・　ＪＩＳ形高力ボルト ６  高力ボルト

　 切断する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鋼製エンドタブ

改良型スカラップ

 ５  エンドタブ

 ４  スカラップ

ＪＩＳ規格による

ＪＩＳ規格による

ＪＩＳ規格による

柱

梁

ＢＣＲ２９５

ＳＮ４００Ｂ

ＳＳ４００

規格等使用箇所種類の記号

（７.２.１）（７.２.１０）（表７.２.１）鋼材の材質 ３  鋼材

（７.１.４） ・　適用する　　　　　・　適用しない ２  施工管理技術者

　 適用箇所　　　・　図示　　　・　柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　　・　図示

　 適用箇所　　　・　図示　　　・　柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

入熱、パス間温度の溶接条件

     能評価基準」に定める「（ Ｒ ）グレード」として、国土交通大臣から認定を受けた工場又は、

     同等以上の能力のある工場。

　　 受けた（株）日本鉄骨評価センター又は、（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性

 ・　建築基準法第７７条の４５第１項に基づき、国土交通大臣から性能評価機関として認可を

 ・　監督職員の承諾する製作工場

（７.１.３）製作工場の加工能力 １  鉄骨の製作工場

（１０.３.２～３）（１０.５.２～３）

（１０.２.１）（表１０.２.２）

厚さ（㎜）

（１０.２.１）（表１０.２.１～２）

仕上げの種類産地・名称種　類

 １　天然石張り

外壁石張り

　　　　工法

　　　　　　・　乾式工法

 ２　テラゾ張り

 ３　壁の石張り工法

石の種類・表面仕上げ

種石の種類　　　・　大理石

施工箇所

　　　　　　・　外壁湿式工法（　・　流し筋工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

表面仕上げ　　　・　本磨き　　　　

形状　 寸法　　　・　図示

　　　　裏打ち処理　　　・　行う

　　　　ドレインパイプ　  ・　ステンレスSUS304　　

　　　　石裏面処理　　　・　行う（　・　小口共）

ポリサルファイド（１０×１０）

ポリサルファイド（２５×１５）

ポリサルファイド（１５×１０）

ポリサルファイド（２０×１０）

建具回り

基礎～ＡＬＣ取合部

庇雨切部

庇アルミ水切り部

（９.６.２）（表９.６.１）

庇

施工箇所種別

（９.５.２～３）（表９.５.１～２）

施工箇所厚さ（㎜）

（９.４.２～３）（表９.４.１）

（　　　　　）

（９.３.２～４）（表９.３.１）

　　　　　　 ・　乾式保護材　　・　押出成形セメント板（厚さ  １５㎜）

 ・　Ｄ－2

（９.２.５）

（９.２.２）

（９.２.２）

不歩行屋上

（９.２.２～３）（表９.２.３～８）

施工箇所

・　非歩行

・　軽歩行

使用分類

・カラー

・シルバー

仕上げ塗料塗り

厚さ（㎜） ・　ＡＳ－1　　・　ＡＳ－2

・　1.2　

・　2.0　

・　1.5　

・　1.5　

 ・　Ａ－2

 ・　ＢⅠ－2

 ・　ＡⅠ－2

 ・　Ｂ－2

 １　アスファルト防水

立上り部の保護

種別

 ２　改質アスファルト

     シート防水

・　Ｓ－F1

・　Ｓ－M1

・　Ｓ－F2

・　Ｓ－M2

種別

 ３　合成高分子系

     ート防水

     ルーフィングシ

施工箇所

種別

　　　　　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

アスファルト　　　　　・　３種　　　・　４種 

断熱工法の断熱材　　厚さ（㎜）　・　２５

※ 適用する　・ 適用しない

・　カラー

・　シルバー

仕上げ塗料塗り

Ｙ－2工法の保護シート

・　1.2　

シーリング材の種類（記号）

・　Ｓ－M3

・　Ｙ－1

・　Ｙ－2

・　Ｘ－2

・　Ｘ－1

 ４　塗膜防水

脱気装置

 ５　シーリング

　　　・　設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　ｍ2当たり1箇所）

施工箇所

下表以外は、標仕表9.6.1による

（８.５.２～６）（表８.５.１～２）

     セメント板

 ・　Ｅ種     パネル

・　押出成形セメント中空板　厚26（横貼）　幅600

幅（㎜）厚さ（㎜） 工法種別表面形状種類

 ・　標仕8.4.6による

 ・　Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

 ・　Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種 ・  100　

 ・  100　

 ・　100　 ・  980

 ・  2350　・ 3530

 ・  1180　・ 1960

 ・　100 ・ 150

 ・　外壁パネル

 ・  床パネル

 ・  屋根パネル

 ４　押出成形

 ・　間仕切壁

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

 ・　Ｂ種

 ・　Ａ種

 ・　Ｂ種

 ・　Ｃ種

 ・ Ｆ  ・ Ｆ－Ｒ

 ・ Ｄ  ・ Ｄ－Ｒ

 ・ Ｔ  ・ Ｔ－Ｒ

 ・  外壁パネル    （ECP）

 ・  間仕切パネル

耐火性能　　　・　有り（　　　　　）

　　　　　　　　　・　無し

取付け工法種別厚さ（㎜）単位荷重（N/m2）種類

（８.４.２～６）（表８.４.３～４） ３  ALCパネル

 ・　

 ・　１００

 ・　１５０

 ・　１２０

 ・　

２ｍを超える

２ｍ以下高
さ

 ・　衛生配管用裏積みブロック

 ・　塀

 ・　間仕切壁　　・　地下二重壁　　・　外壁

厚さ（㎜）適用箇所

（８.３.２） ・　標仕表８.３.１及び下表による

     ック帳壁及び塀

 ２  コンクリートブロ

（８.２.２）

     ブロック造

 ・　空洞ブロック１６　　　　　・　空洞ブロック１６-W １  補強コンクリート

 ・ Ｆ  ・ Ｆ－Ｒ

 ・ Ｄ  ・ Ｄ－Ｒ

 ・ Ｔ  ・ Ｔ－Ｒ

（１３.３.２～３）（表１３.２.１）

・　段葺（ヨコ） ・　0.4　

板厚（㎜）屋根葺形式

・　有り　　　・　無し

・　30分耐火　　　・　無し

 ２　折板葺

軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能

形状（mm）

長尺金属板の種類

・　重ね形　　　・　はぜ締め形　　　・　かん合形

・　有り（種別：　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　　　・　無し

　　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・　塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ150)

山高（　　　　　）　山ピッチ（　　　　　）　板厚　・　0.6　　・　0.8

・　塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

（１３.２.２～３）（表１３.２.１） １　長尺金属板葺

（１２.７.１）（表１２.７.１）

（１２.２.９）

（１２.２.８）

（１２.２.６）

（１２.２.２）

（１２.２.１）（表１２.２.３）

（１２.２.１）

 ・　物入建具枠・中棚、枕棚受け材　　　・　米栂（上小節）

 ・　造作材

 ・　棟下地、雨押さえ受　　　　　・　杉

 ・　下地は、防腐・防蟻処理材を使用のこと。

工事範囲は、屋根用下地材・宿直室物入 ７　木材

・　たも　　・　なら

芯材の種類 化粧単板の樹種

 １　木材の品質  ・　標仕12.2.1　　　　　・　市販品

規格・品質

・　一般材　　　

・　1等　・　2等　　　

・　1等　・　2等　　　

品　名

 ３　集成材等

 ４　接着剤

 ５　防腐・防蟻処理

・　構造用集成材

・　造作用集成材

・　集成材　　　

・　化粧ばり造作用集成材

 ・　規制対象外　　　・　第三種

 ・　標仕表12.2.3による　　　 ２　樹種

 ・　代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒドの放散量　　　　　・　規制対象外　　　　　・　第三種

・　1種　・　2種　・　3種

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又は、ホルムアルデヒド系防

腐剤（以下、｢ユリア樹脂等｣という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

防腐処理　　　・　行う（　・　図示　　　・　 　　　）

※  合板張り

・  板張り　

※ 無し

・　有り

床板

※　単層フローリング

・　縁甲板

（標仕19.5.2による）

 ６　床板張り

防腐、防蟻処理の種類、品質

下張り用床板

フローリング及び縁甲板張り床　　　

防蟻処理　　　・　行う（　・　図示　　　・　 　　　）

　　　　　　　　　　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

※　規制対象外　　　・　第三種

※　規制対象外　　　・　第三種

※　ひのき　　　　

（１１.２.２）（１１.４.２）（表１１.４.１）

（１１.２.１）

     工法

（１１.３.３）（表１１.３.２）

（１１.２.３）

・・・・・・・・・

（１１.２.１）

150角玄関

適用

再生材の形状寸法
施工箇所

色役物うわぐすり

特注標準なしあり無ゆう施ゆう陶器磁器 せっ器

備考

0.40以上

温冷繰返し後

長さ変化率

（％）

0.20以下

曲げ強さ

（N/㎜2）

4.0以上

・

きじ

（㎜）

 １　陶磁器質タイル タイルの種類

0.60以上

標準時

単位容積質量

（ kg/l ）

1.80程度

 ３　壁タイル張りの

 ２　張り付け用材料 既成調合モルタル

保水率

（％）

70.0以上

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　・　行わない　　　・　行う（　・　外壁タイル　　・　　　　　　　　）

内装タイル　　　・　壁タイル接着剤張り　　　・　積上げ張り

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　・　規制対象外　　　・　第三種

接着強さ（N/㎜2）

　　金属製タイル先付け用パネル

・　標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

タイル型枠先付け面のせき板

・　小口タイル

・　二丁掛タイル

・　大型タイル

適用タイル種別

 ４　陶磁器質タイル

     型枠先付け工法

下地モルタル塗り　　　・　標仕15.2.2～15.2.5

・　タイルシート法

・　目地桝工法

・　桟木法

外装タイル　　　・　密着張り　　　・　マスク張り

躯体表面の処理　　　・　行わない　　　・　行う（　・　施工範囲　　・　図示　　・　　　　　）

タイルの試験張り　　　・　行わない　　・　行う（ ・　外壁タイル　・　　　　）

躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事）

（１０.１.５）

（１０.６.２）

     石張り

（１０.４.２～３）（１０.５.２～３）内壁石張り

　　　　工法

　　　　　　・　乾式工法

 ４　床及び階段の

　　　　裏打ち処理　　　・　行う

　　　　　　・　内壁空積工法（ ・　あと施工アンカー横筋流し工法   ・　あと施工アンカー工法）

床石張りの裏面処理　　　・　行う

屋内のワックス掛け　　　　・　行う

1.４以上・　１５０形

（１５.２.２）

（１５.２.２）

     材料

（１４.５.２）（表１４.５.１）

（１４.４.２）

（１４.２.２）（表１４.４.１）

     下地

　　　　　　・　　表１４.５.１による

（１４.２.１）（１４.８.２～３）（表１４.２.２）

     タラップ

1.6以上・　２００形

（１４.７.２）（表１４.２.１）（表１４.７.１）

     笠木

（１４.６.２）（表１４.２.１）

外部に面する鉄骨部

（１４.２.３）（表１４.２.２）

                 　・　ステンカラー）

（１４.２.２）（表１４.２.１）

（１４.２.１）

     表面仕上げ

全般

・　タラップ

・　手すり

スタッド、ランナーなどの種類 ９　軽量鉄骨壁下地

断熱用インサート（床版で断熱材打込部分） ８　インサート

屋内　　・　19形　　・　25形　　　　　屋外　・　１９形　　・　２５形

野縁などの種類 ７　軽量鉄骨天井

表面処理材料の種別

施工箇所種別

固定間隔表面処理呼称肉厚（㎜）種類

種類

表面処理方法 施工箇所

 ・　Ｂ－1種（無着色）

種別

・　Ａ種

・　Ｃ種

・　Ｄ種

・　Ｅ種

・　Ｆ種

・　Ｂ種

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

 ・　Ｂ－2種（　・　ブラウン系　　・　ブラック

表面処理厚さ（㎜）寸法（㎜）

定めたもの

固定方法及び間

隔は品質計画で

製法

・　押出し

・　プレス

・　ロール

形状

・　スパンドレル形

・　パネル形

・　３００形

・　２５０形

・　３５０形

1.6以上

1.8以上

2.0以上

　（　　　　）

・　Ａ-1又は

・　Ｂ-１種

・　Ｂ-２種

材種

・　アルミニウム製

伸縮調整継手　　　　　・　設けない　　　　　・　設ける（施工箇所は図示）

・　研磨無し　　　・

亜鉛めっき　内外部　　・　Ｃ種

・　鉄

・　鉄

・　ステンレスSUS３０４

・　ステンレスSUS３０４

隅角部及び突当たり部等の役

備　　考

物は本体製造所の仕様による。

・　Ｂ-2種(　　)

・　Ｂ-1種

・　ＨＬ程度　　　・　鏡面程度　　　

亜鉛めっき　外部　　　・　Ｃ種

　　　　　　　　内部　　　・　Ｅ種

     びアルミニウム

     合金の表面処理

 ２　アルミニウム及

 ３　鉄の亜鉛めっき

 ４　金属成形板張り

 ５　アルミニウム製

 ６　手すり及び

（１３.５.２）

施工箇所

・　ＨＬ程度

種類

下記以外の見え掛かり全て

・　鏡面仕上げ

・　Ｎｏ.２Ｂ程度

 １　ステンレスの

（１３.５.３）（表１３.５.５）

（１３.５.２）（表１３.５.１）

　・　ステンレス製　　　　　・　鋳鉄製 ４　ルーフドレイン

　　　　　　　　・　ステンレス管　竪樋－６０＋０３C６

 ３　とい

掃除口　　　　　・　有り　　　　　・　無し

鋼管製といの防露　　　　　・　標仕表１３.５.５による

防露材のホルムアルデヒド放散量　　　　　・　規制対象外　　　　　・　第三種

材種　　　　　・　配管用鋼管　　　　　・　硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発砲三層管（RF-VP）（G）

 １　モルタル塗り

界面破断率（％）接着強度（Ｎ/㎜2）吸水量（ｇ）

表示値＋００B１１．０

全固形分（％）

混合割合 凝結時間 透水比吸水比曲げ及び圧縮強度比

８０％以下

５０以下

９５％以下

０．９８以上

７０％以上セメント重量の

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

吸水調整材

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

JIS R ５２０１の試験において

３０分で１ｇ以下

始発　１時間以上

終結　１０時間以内

５％以下

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

    別図参照

  ※  契約対象外の項目につては、

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-219/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

資料倉庫特記仕様書(2/4)

-

 資料倉庫特記仕様書(2/4) 



・　JIS K 6903による　厚さ ・ １.２ ・ ３.０

・　100・　Ａ－４ ・　Ｗ－５

・ 部分電動式

・ 手動式 ・ 電動式

・　壁紙張り

・　焼付け塗装

（２０.２.４）

厚さ(㎜)

（２０.２.３）

　　　　　　　　　　　　　　　以上。

１００

 ３　移動間仕切

・　８０

・ ６０００N

・ ５０００N

・ ３０００N

遮音性能はＪＩＳ A ６５１２の遮音試験に準拠する

・ 部分電動式

・ 手動式 ・ 電動式

・　壁紙張り

・　焼付け塗装・　鋼板

　　(３６db以上)

・　遮音タイプ

・　一般タイプ

操作方法表面仕上げ表面材厚さ(㎜)遮音性能による区分

・　なし

・　あり

 　樹脂焼付け

　 又はアクリル

・ メラミン樹脂

　　（０.６）

・　 鋼板

・パネル式

・スタッドパネル式

・スタッド式

防火性能遮音性能表面仕上げ
表面材種

(㎜)

の総厚さ

パネル部

構造形式

適用地震

時水平力
表面仕上げ材耐荷重性能構法施工箇所

 ２　可動間仕切り

配線用取出パネル　　　配線取出し開口:パネル１枚につき４０㎜×８０㎜程度の開口１ヵ所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　有り（・ 固定式　・ 可変式　　：施工箇所は図示）

空調用吹き出しパネル　　　　　・　無し

           　               　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　　・　２０～３０％

　　　コンセント等の取付対応　　　　・　製造所の標準仕様（コンセント本体は別途設備工事）

　　  コンセントの箇所数は図示

　　　スロープ及びボーダー　　　　　・　製造所の標準仕様　　　・　図示

表面仕上げ材の品質・規格は、１９章内装工事による。

の開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

　 耐震性能５０００Nについては､平成元年建設省告示第1322号｢耐震型フリーアクセスフロｱ

・　タイルカーペット

・　帯電防止床タイル

・ ０.６G

・ １.０G

・　溝構法

・　パネル構法

 (㎜)

仕上り高

表面仕上げの壁紙張りの品質は、１９章内装工事による

　 　フロア

（２０.２.２） １　フリ－アクセス⑳
 
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

２

特定フロンを使用

しないもの

（１９.９.２～３）

（１９.８.２）

（表１８.２.４）（表１８.２.７）

・・・・

（１９.８.２）

（表１９.７.１）

・　２５　　RW-B

ＪＩＳの記号種類

・　ロックウール吸音ボード１号

GW-B・　グラスウール吸音ボード３２Ｋ ・　２５　　

厚さ（㎜）

 12　吸音材

・　１２.５（不燃）　　・　９.５（準不燃）

・　１２.５（不燃）　　・　９.５（準不燃）GB-D・　化粧せっこうボード

・　１５　　　・　２０　　　・　２５　　

　　（木目）

　　ボード

・　１５　　　・　２０　　　・　２５　　HW・　硬質木毛セメント板

・　１２.５（不燃）　　・　９.５（準不燃）

・　９.５(不燃) ・ 化粧有（トラバーチン模様） 

・　１２.５（不燃）　　・　１５.０（不燃）

・　１２.５（不燃）　幅４４０㎜程度

・　不透明塗料塗り（しな合板程度）

０.８FK

DR

GB-R・　せっこうボード

・　ロックウール化粧吸音板

・　けい酸カルシウム板

GB-NC

GB-F

GB-S

GB-D

GB-L

・　難燃合板

・　シージングせっこうボード

・　不燃積層せっこうボード

・　強化せっこうボード

・　せっこうラスボード

・　化粧せっこうボード

NW・　普通木毛セメント板

タイプ２（無石綿）（　・　6　　・　8）

・　フラットタイプ（ ・ ９(不燃)　・ １２）

・　凹凸タイプ(・１２(不燃) ・ １５ ・ １９)

・　１２.５（不燃）　　・　９.５（準不燃）

・　模様（ ・ 柾目　・ 板目）専用下地材付き

・　生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・　無研磨板　　　・　研磨板

MDF

HB

IB

　　ファイバーボード

・　メラミン樹脂化粧板

・　ミディアムデンシティ

・　単板張りパーティクル

・　ハードボード（素地）

・　インシュレーションボード

・　３　　・　７　　・　９　　・　１２

・　１０　　・　１２　　・　１５　　・　１８

・　無研磨板(・ スタンダード ・ テンパード )

・　研磨板(・ スタンダード ・ テンパード )

・　Ａ級（　・　天井仕上　　・　内装仕上）

・　９　　・　１２　　・　１５　　・　１８

・　化粧せっこうボード（木目）

（１９.７.２）（表１９.７.１）

　　　張り

厚さ（㎜）、規格等種類 ＪＩＳの記号

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　 　・　規制対象外　　　・　第三種

　　 ・　適用する　　　・　適用しない

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

 11　せっこうボード

　　　その他のボード

（１９.６.２）（表１９.６.１）

（１９.５.２）

（１９.５.２～７）（表１９.５.１～４）

（１９.４.２）

（１９.４.２～３）（表１９.４.１～７）

（１９.３.３）（表１９.３.２）耐電性　　　・　人体帯電圧３ｋｖ以下　　　

（１９.３.３～４）（表１９.３.２）

（１９.３.３～４）（表１９.３.1～２）

（１９.２.２）

10

9

１.０×１.０  ＋０３Ａ９未満

（１９.２.２）

     タイル張り

（１９.２.２）

     張り

（１９.２.３）

（１９.２.２）

     張り

（１９.２.２）（１９.３.３）

⑲
 
内
装
工
事

高さ（㎜）　　　・　60　　・　75　　・　100

 １　接着剤

　　・　規制対象外　　　・　第三種

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　　・　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものする。

色柄

・　２.０

厚さ（㎜）ＪＩＳの記号種類

・　ＮＣ　

 ２　ビニル床シート

・　発泡層のないもの

工法　　　・　熱溶接工法　　　・　突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　）

・　柄物

・　無地　・ マーブル柄

備考

・　２.０ＣＴ

ＪＩＳの記号 厚さ（㎜）

ＨＴ

ＣＴＳ

種類

 ３　ビニル床タイル

・　コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・　ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

・　コンポジションビニル床タイル（軟質）

性能

漏えい抵抗値(ＪＩＳ Ａ １４５４による）

体積抵抗値（ＪＩＳ Ｋ ６９１１による）

１.０×１.０  ＋０３Ａ９以下、または、

・　２.０

種類

 ４　帯電防止床

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

厚さ（㎜）

・　４.０又は４.５

 ５　ビニル幅木

備考

・　無地

・　ループパイル

・　カットパイル

・　カット、ループパイル併用

パイル形状

 ６　カーペット敷き

・　Ａ種

・　Ｂ種

種別

・　Ｃ種

 ・　織じゅうたん

・　柄物（標準品）

色柄等

備考工法

・　グリッパー工法

・　全面接着工法

備考

・　6.5

総厚さ（㎜）

パイル長（㎜）パイル形状

・　４～６　 

・　５～７　 

・　４　　　

種類パイル形状

・　第一種

・　第二種

 ・　タフテッドカーペット

・　ループパイル

 ・　タイルカーペット

耐電性　　　・　人体帯電圧３ｋｖ以下　　　

・　カットパイル

・　カット、ループ併用

・　レベルループパイル

・　ループパイル

・　カットパイル

・　カット、ループ併用

耐電性　・人体帯電圧３ｋｖ以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

寸法（㎜）

・　500＋00D7500

仕上げの種類

・　防滑仕上げ　　

種別

 ７　合成樹脂塗床

　　・　規制対象外　　　・　第三種

・　弾性ウレタン塗床材

・　エポキシ樹脂塗床材

・　厚膜流し展べ仕上げ（　・　平滑　　　・　防滑）　

・　樹脂モルタル仕上げ（　・　平滑　　　・　防滑）　　

・　平滑仕上げ　　　・　防滑仕上げ　　　・　つや消し仕上げ

・　薄膜流し展べ仕上げ

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

仕上げ塗装等工法

・　塗装品

・　無塗装品

備　考樹種

・　なら

・　ひのき

種別

 ８　フローリング張り

・　天然木化粧複合フローリング ・　釘どめ工法(Ｃ種)

ホルムアルデヒドの放散量　　　・　規制対象外　　　・　第三種

畳の種別下地の種類

 ９　畳敷き

 10　ポリスチレンフォ

       ーム床下地材

ポリスチレンフォーム床下地

標仕表１２.５.１による床組　

フローリング類　　　厚さ（㎜）　　　・　80　　・　95

・　Ｃ種　　

・　Ｂ種　　

畳下地　　　　　　　 厚さ（㎜）　　　・　40　　・　65　　・　80

（１８.２.７）（表１８.２.７）

（１８.２.４）（表１８.２.３）（表１８.３.４）

（１８.１.３）⑱
 
塗
装
工
事

 １　材料 屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

　　 　・　規制対象外　　　　　・　第三種

Ａ種、Ｃ種以外

塗りの場合

Ａ種

Ｃ種

Ｂ種

 ２　素地ごしらえ

 ４　防塵用塗料塗り

 ３　床用塗料塗り

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

種別

仕上種別　　　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

仕上種別　　　・　平滑仕上げ　　　・　防滑仕上げ

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

施工部位及び塗料種別

鋼製の建具及び、２液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

　　　種別　　　・　Ｂ種　　　・　Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

材質　　　　　 　　 水性アクリル系樹脂塗料（　・　標準色　　　・　　　　　）

塗布量　　　　     主剤２回塗とし、総塗布量は０.２５kg/ｍ2以上とする。

材質　　　　　　　  ウレタン樹脂系塗料（　・　標準色　　　・　　　　　　）

塗布量　　　　　　 プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、総塗布量は０.５ｋｇ/ｍ2以上とする。

⑰
 
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

（１６.１２.２～３）

       ドア

（表１６.１１.２）

（１６.１１.４）

（１６.１１.３）

（１６.１１.２）（表１６.１１.１）

（１６.１０.２）（表１６.１０.１）

（１６.１０.２）

（１６.１０.２）

（１６.１３.３）

      及び溝

（１６.１３.２）（表９.６.１）

（１６.１３.５）

（１６.１３.２）

（１６.７.２）

（１６.３.６）（１６.４.６）

（１６.７.４）

（１６.６.２）

（１６.６.２）

（１６.９.２～３）

     引戸装置

（１６.８.２～３）（表１６.８.1～3）

     装置

（表１６.５.１）

（１６.５.５）

（１６.５.４）

     製建具

（１６.４.２）

（１６.３.２）（表１６.３.１）

（１６.２.３）

（表１４.２.１）

（１６.２.２）（１６.２.４）（表１６.２.１）

     製建具

（１６.１.４）

耐風圧性能（　　　　　）N/m2

特定防火設備の戸　　　・　適用あり

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による ４　鋼製建具

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による ５　鋼製軽量建具

特定防火設備の戸　　　・　適用あり

曲げ加工　　　　 ・　普通曲げ　 　・　角出し曲げ（補強あり）

表面仕上げ　　　・　ＨＬ程度　　　・　鏡面仕上げ　

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

 ６　ステンレス

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

開閉方法

・　スイングドア

・　スライデイングドア

 ７　自動ドア開閉

センサの種類

・　マットスイッチ　　　・　電子マットスイッチ

・　光線スイッチ　　　 ・　音波スイッチ

・　熱線スイッチ　　　 ・　光電スイッチ

　　　　　　　　　　　・　製造所標準仕様による

品質規格　　　　　・　標仕表１６.９.１による ８　自閉式上吊り

（表１６.６.３）ふすまの上張り　　

　　　　　　　 ・　規制対象外　　　・　第三種

 ９　木製建具 かまち戸の樹種　　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

　　　　　　　 ・　新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　　　・　鳥の子

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

吊金物

　　　　・　ピボットヒンジ

建具用金物

マスターキー　　　　　・　製作する　　　　　・　製作しない

　　　　　　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする。なお、

　　　　・　丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

 10　建具用金物

　　　　　　錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

表面形状 防火性能色調呼び寸法（㎜） 厚さ（㎜）

 ・　建具表による

 ・　ガラスブロック　　　標仕１６.１３.５による

 11　ガラス

 ・　クリア

 ・　有り

 ・　無し ・　正方形

 ・　長方形

材種建具の種類

 ・　シーリング材

 ・　シーリング材

ステンレス製

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

ガラス留め材

員に提出する

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

 12　ガラス留め材

 ・　シーリング材　　　・　ガスケット(ＦＩＸ部はシーリング材）

ＪＡＳＳ １７ ガラス工事「３．１納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職

　 標仕１６.１３.３ 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

性能値

飛散防止率　Ｄ1

張り面種類

第２種

名称

 ・　ガラス飛散防止フィルム

品質　　ＪＩＳ Ａ ５７５９による　　

 13　ガラス用フィルム

・ 内張り ・ 外張り

開閉形式　　　　     ・　手動式　　　・　上部電動式（手動併用） 15　軽量シャッター

耐風圧性能　　（　　　　　）N/m2

スラット材質　　　　  ・　塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　　・　鋼板

　　　　 形状　　 　　 ・　インターロッキング形　　　・　オーバーラッピング形

ガイドレール等　　・　鋼板製　　・　ステンレス製ＳＵＳ３０４(厚さ１.５㎜)

耐風圧性能（　　　　　）N/m2

危害防止機構

　　　　　　　　・　シャッターの二段降下方式

　　　　　　　　・　障害物感知装置（自動閉鎖型）

開閉機能　　　　　・　上部電動式（手動併用）　　　・　上部手動式　

シャッターの種類

 ・　外壁用防火シャッター

 ・　屋内用防火シャッター

 ・　屋内用防煙シャッター

 14　重量シャッター

一般重量シャッターのシャッターケース　　　　　・　設ける　　　・　設けない　　

・ 溶融亜鉛めっき鋼板

ガイドレール

　（ＳＵＳ３０４）

・ ステンレス鋼板

・　バランス式

開閉方式

・　電動式

・　チェーン式

・　スチールタイプ

・　ファイバーグラスタイプ

・　アルミニウムタイプ

セクション材料

耐風圧性能　　（　　　　　）N/m2

 16　オーバーヘッド

・　バーチカル形

・　ハイリフト形

・　スタンダード形

・　ローヘッド形

収納形式

 ３　網戸 防虫網

　　　形式　　　　　・　外部可動式　　・　固定式

種別 耐風圧性

Ｓ－４

Ｓ－６

Ｓ－５

・　Ａ種

・　Ｃ種

・　Ｂ種

⑯
 
建
具
工
事

・　図示　　　

・　図示　　　

・　図示　　　

施工箇所

外部に面する建具

・　70

・　100

・　Ａ－３

・　Ａ－４

・　Ｗ－４

・　Ｗ－５

屋内建具

　　　表面処理　　　・　C－１種　又は　B－１種　　　

水密性 枠見込み（㎜）気密性

 １　見本の製作等

 ２　アルミニウム

 ・　特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

表面処理　　　・　Ｂ－１種　　　・　Ｂ－２種（ ・ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

　　　　　　　　　　　　・　C－２種　又は　B－２種（ ・ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー）

 ・　一般重量シャッター

　　　網の種別　　・　ガラス繊維入り合成樹脂製　・　合成樹脂製　・　ステンレス製（SUS３１６）

（１５.５.２）（表１５.５.１）

含む

（１５.３.１～２）（表６.２.４）

     直均し仕上げ

⑮
 
左
官
工
事

 ２　床コンクリートの

特　記　事　項項　目章

　　　（図示）

資料倉庫

素地ごしらえ

　　　　　　 せっこうボード面　　　　　　　 ・　Ｂ種　　　・　Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　　　　　　 モルタル、プラスター面       ・　Ｂ種　　　・　Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　 ・　規制対象外　　　・　第三種

施工箇所

 14　断熱材

品質等

備考

・　２５

・　２５

厚さ（㎜）

・　１５

・　一般部

・　接地部分

・　一般部

・　断熱材補修部分

・　４０以下・　壁(図示の範囲)

・　２種ｂ

・　３種ｂ

（スキン層付）

・　押出法ポリ

    スチレンフォ

　 ーム保温板

・　現場発泡断熱材

種類

・　木質系

・　コンクリート系

・　プラスチック系

・　断熱材兼用型枠

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　・　規制対象外　　　・　第三種

・　１００

・　２００

幅（㎜）

・　１００

・　３００

準不燃品

性　能

・　木目調

・　塗装品

材質

市販品

・　アルミニウム製

・　硬質塩ビ製

・　焼付け塗装品

・　アルマイト処理品

表面仕上げ

特定フロンを使用

しないもの

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

断熱抵抗

難燃性 ・ ３級 ・ ２級

　　　　　　 法の開発」において、評価を取得したもの

製造所　　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工

回り縁は樋付き

とし、製造所の

標準品とする。

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

＝０.６７６以上

＝ 厚さ/熱伝導率

　（ｍ ・k/w）

 15　浴室天井材

無機質

（化学繊維）（ビニル）

その他プラ繊維

（織物）

備考防火性能

・　不燃 ・ 準不燃 ・ 難燃・

紙施工箇所

壁紙の種類

 13　壁紙張り

３ｍにつき７以下

１ｍにつき１０以下

平たんさ（㎜）

仕上げの形状等

・　砂壁状じゅらく

・　砂壁状　・着色骨材砂壁状

施工箇所

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

・　内装薄塗材Ｅ

・　外装薄塗材Ｅ

・　薄付け仕上塗材

種　　類

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

呼び名

・　防水形外装薄塗材Ｅ

・　可とう形外装薄塗材Ｅ

・　外装薄塗材Ｓｉ

・　可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・　砂壁状　

上塗材

・　京壁状じゅらく　

耐候性　　・ ３種　・ ２種　・ １種

平たん状

砂壁状

　 樹脂　　・　アクリル系　

　　　　　　 ・　メタリック

防水形の増塗材　　・　行う

　 溶媒　　・　水系　　・　溶剤系

・　外装薄塗材Ｓ

・　内装薄塗材C

・　内装薄塗材Ｌ

・　複層塗材ＣＥ

・　複層塗材Ｓｉ

・　内装薄塗材Ｗ

・　複層仕上塗材

・　複層塗材ＲＥ

・　複層塗材ＲＳ

・　軽量骨材仕上塗材

・　複層塗材Ｅ

・　可とう形複層塗材ＣＥ

・　防水形複層塗材ＣＥ

・　防水形複層塗材RS

・　吹付用軽量塗材

・　こて塗用軽量塗材

・　防水形複層塗材Ｅ

・　内装薄塗材Ｓｉ

・　防水形複層塗材ＲＥ

備考

塗料塗りの場合も

・　砂壁状　・　ゆず肌状　・　さざ波状

・　ゆず肌状　・　さざ波形　・　凹凸状

・　ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸模様

　 外観　　・　つやあり　　・　つやなし

防火材料の指定

　  ・　規制対象外　　　・　第三種

　　・　屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

 ３　仕上塗材仕上げ

    別図参照

  ※  契約対象外の項目につては、

章章 特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目章

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-220/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

資料倉庫特記仕様書(3/4)

-

 資料倉庫特記仕様書(3/4) 



・ ｵﾚﾝｼﾞ

・　手作業、機械作業の併用

・　手作業

（２３.１.１～１４）（表２４.１.１～１２）

　
 
そ
の
他
工
事

　
 
地
盤
調
査

構造設計特記仕様書による。 １　ボーリング調査

（２２.５.４）

（２２.５.２～３）

（２３.４.２）

（２３.３.２）

（２３.３.２）

：１５％以下

：１.０％以上

：０.８％以上

：５０％以下

：８.５以下

：２０以下

：３５％以上

：０.０１％以下

：０.０５％以下

：０.０３％以下

：０.０００２％以下

：０.０００５％以下

：７０meq/１００ｇ以上

：３５以下

：７０％以上

（２３.２.３～４）

（２３.３.２）

（２３.２.２～３）（表２３.２.１～２）

（２３.２.２～３）（表２３.２.１～２）

     整備

 １　樹木の植栽基盤

工法　　　　　（23.5.4）

　　　　　 かん水装置　　　・　設置する（工事区分は図示による）

　　　　　 支柱　　　　　・　設置する（種類　　　・　図示　　　・　　　　）

　　　　　 芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　・　図示

　・　屋上緑化軽量システム

植栽基盤及び材料

　　　　　 透水層、保水層及び排水層等

　　　　　 樹木の種類、寸法、株立数、寸法等　　　　　・　図示

　　　　　 植込み用土　　　　　　・　改良土　　　・　人工軽量土

　　　　　 保水・排水層　 　　　　・　軽量骨材（層の厚さ        ）　　　・　板状成型品

　　　　　 土壌層の厚さ　　　　　・　図示　　　   ・　管理型

　・　屋上緑化システム

　・　コンテナ栽培品

 ９　屋上緑化(G)

 ８　地被類

     種子等

 ７　吹付けは種用 　・　洋しば類　　　・クローザー

工法　　　　　・　目地張り　　　　・　べた張り

種類　　　　　・　こうらい芝　　　・　野芝

　・　幹巻き用テープ　・　わら及びこも

 ６　芝張り

 ５　幹巻き用材料

　・　真竹（良質な２年生以上）

　・　杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材）(G)　　　・　加圧式防腐処理 ４　支柱材

：０.００５％以下

　　　アルカリ分（現物）

　　　りん酸全量（現物）

　　　窒素全量（現物）

　　　水分

　　　ＰＨ

　　　炭素窒素比（C/N比）

　　　有機物の含有量（乾物）

　　　鉛

　　　クロム

　　　ニッケル

　　　水銀

　　　カドミウム

　　　ひ素

　 原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する

　 発酵下水汚泥コンポスト

：０.１％以上

：０.２％以下

：０.５％以上

：生育阻害その他の以上を認めない

：５５～６５％

：５.５～７.５

　　　有機物の含有量（乾物）

　　　加里全量（現物）

　　　りん酸全量（現物）

　　　窒素全量（現物）

　　　幼植物試験の結果

　　　水分

　　　バークたい肥

　　　ＰＨ

　　　陽イオン交換容量（乾物）

　　　炭素窒素比（C/N比）

・　図示

　　低木は植栽範囲）

・　50

・　６０

・　８０

・　１００

有効土層の厚さ（ｃｍ）

　　　施工箇所　　　　　・　植栽範囲　　　・　図示

　・　適用する ３　土壌改良材(G)

 ２　植込み用土 　・　現場発生土の良質土　　　　　・　客土（　・　畑土　　　・　黒土）

込み用土で盛土を行う。

らを有効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植

　 工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高か

・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

・　Ｄ種

整備範囲

・　葉張りの範囲（ただし、

工法

・　１２以上

樹木の樹高（ｍ）

・　７超～１２未満

・　３超～７以下

・　３以下

樹木

・　植栽範囲　　・　図示・　Ｂ種・　２０・ 行う　・ 行わない

整備範囲工法有効土層の厚さ(cm)適用

芝及び地被類23
　
 
植
栽
工
事

      塗料

（２２.２.８～３）

１７.０以上

±３

±３

±３

（２２.８.２～３）

（２２.８.２～３）

（２２.７.６）

（２２.７.３）（表２２.７.３）

（２２.７.３）（表２２.７.２）

       アスファルト

（２２.６.６）（２２.４.６）

       アスファルト

（２２.５.３～４）

（表２２.５.３）

（２２.５.６）

（２２.５.３）

（２２.４.６）

（２２.４.５）

（２２.４.４）（表２２.４.６）

（２２.４.３）

（２２.４.２）（表２２.４.１）

（２２.３.３）

・　図示

 16　コンクリート

 15　溶融スラグ

 14　路面標示用

・　コンクリート二次製品はエコセメント（ＪＩＳ R ５２１４）使用製品とする。

・　基層に、溶融スラグ入り再生合材　　　　　粗粒度（２０）を使用する。

・　表層に、溶融スラグ入り再生合材　　　　　密粒度（１３）を使用する。

ＪＩＳ K ５６６５（路面標示用塗料）による

粉体状

５％以下

塗料総質量に対して・　１.０・　１５０・　白液状

溶融

加熱

常温

・ ３種１号

・ ２種（G）

揮発性有機溶剤の含有率布厚さ(㎜)幅（㎜）色適用施工種類

・ １種（G）

　・　行う

（２２.２.５）

（２２.２.５）

（２２.２.２～３）（表２２.２.２）

（２２.２.２～３）

（２２.２.３）（表３.２.１）　
 
舗
装
工
事

　・　インターロッキングブロック舗装

　・　透水性コンクリート舗装は、図示及びメーカー標準仕様による。

 10　ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

注入材料　　　　　　 ・　低弾性タイプ　　　・　高弾性タイプ

早強セメント　　　　　・　使用しない　　　・　使用する

溶接金網　　　　　　 ・　有　　　・　無

厚さ試験　　　　　・　行わない　　　・　行う

　・　舗石舗装

厚さ（㎜） 基　層施工方法

・　アスファルト舗装

・　コンクリート舗装・　うろこ張り・　８０～１００

種　　類

・　小舗石（花こう岩）　　

・　透水平板（Ｗ）

 １２　排水性

 11　透水性

・　標準ブロック（Ｎ）

 13　ブロック系舗装

料

材

普通タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

寸法許容差（㎜）

０.０１以上

３２．０以上

４.０以上

３.０以上

５.０以上

透水性タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

±３

＋５～－１

±３

±３

±３

±３

厚　　さ幅長　　さ

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

圧縮強度(N/㎜2)

透水係数(cm/sec)

曲げ強度(N/㎜2)

外　　観

の品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブロック

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

着色材料

品質 ・ 性能項目

混和材料

骨材

セメント

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、

薄い石片、細長の石片を含んでいない。

白色ポルトランドセメントとする。

ＪＩＳ Ｒ ５２１２ シリカセメント､ ＪＩＳ Ｒ ５２１３ フライアッシュセメント、

ＪＩＳ Ｒ ５２１０ ポルトランドセメント､ ＪＩＳ Ｒ ５２１１ 高炉セメント、

インターロッキングブロック

・　植生ブロック（Ｖ）

・　透水性ブロック（Ｐ） 誘導注意喚起用ブロックは黄色

・　誘導注意喚起用ブロック

色彩及び表面加工等厚さ（㎜）種類

車道部　　・　８０

歩道部　　・　６０

・　標準品

・　８０　　・　１００

　・　コンクリート平板舗装

アスファルト混合物の抽出試験　　　　　・　行わない　　　・　行う

アスファルト混合物の抽出試験　　　　・ 行わない　　　・ 行う

アスファルト混合物

　　　　 　・　改質アスファルト　１型　　　・　改質アスファルト　２型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

アスファルト混合物の抽出試験　　　　・　行わない　　　・　行う

シールコート　　　　　・　行わない　　　・　行う（施工範囲　　　　　　）

・　粗粒度アスファルト混合物(２０)

・　細粒度ギャップアスファルト混合物（１３F）

・　密粒度アスファルト混合物（１３F）

・　粗粒度アスファルト混合物(１３)

・　密粒度アスファルト混合物(１３)

種別

基層

表層

区分 備考

・　カラー舗装 ・　顔料混入加熱アスファルト混合物

カラー舗装の種類車道部の基層舗装の種類

・　無　　・　有

・　無　　・　有・　アスファルト舗装

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の種類

アスファルト　　　　・　再生アスファルト(G)　　　・　ストレートアスファルト

カラー舗装の着色骨材　　　・　有色骨材（焼成）　　　・　着色骨材（樹脂被覆）

 ９　アスファルト舗装

・　普通平板（Ｎ）

目地材厚さ（㎜）寸法（㎜）種類

・　モルタル

・　砂・　６０・　３００角

種類

ＰＫＲ－Ｔ２

ＰＫＴ－Ｔ１

冬期

下記以外

適用時期

 ８　路盤の締固め度 　・　行う

     の試験

透水性アスファルト舗装にもちいる場合は、透水性の高いもの

　・　クラッシャーラン（Ｃ－４０）又はクラッシャーランスラグ（ＣＳ－４０）

　・　再生クラッシャーラン（ＲＣ－４０）　(G) ７　路盤材料 (G)

     の試験

 ５　路床締め固め度

 ６　砂の粒度試験

　・　添加材料による安定処理

　・　行う

　・　凍上抑制層　　・　再生クラッシャラン　  ・　クラッシャラン　切り込み砂利　　・　砂

     支持力比試験

　・　行う（　・　乱した土　　　・　乱さない土） ４　路床土の

　　　　　　　　　 添加量       kg/m3（目標ＣＢＲ　　・　５以上）

　　　　　　　　　　　　　　　 ・　生石灰（　　　　　　）　　　・　消石灰（　　　　　　）

　　　　　　　　　 種類　　　・　普通ポルトランドセメント　　　・　フライアッシュセメントＢ種

 ３　路床安定処理

　　　　　　　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　　　　　　　厚さは図示     上抑制層の材料

 ２　遮断層及び凍

　・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種

　　 材料

 １　盛り土に用いる

　・　遮断層　　　　　・　川砂、海砂又は良質な山砂

（２１.２.３）（表３.２.１）

・　凹凸形

・　平　形

・　凹凸形

・　細目

・　普通目

・　細目

・　T-２５用

・　T-２０用

・　T-１４用

・　T-６用

・　T-２用

・　歩行用

・　Ｕ字溝用

・　かさ上げ用

・　桝ふた用

・　溝ふた用

　　・　図示

　　・　無し

ボルト固定

・　受枠付き

・　ステンレス製

・　鋼製

（２１.２.２）

（２１.２.２）

（２１.３.１）（２１.３.３）

　 発砲三層管

（２１.２.１）（表２１.２.１）（２１.３.３）　
 
排
水
工
事

ＪＩＳ　Ｓ１０４０の規格による

ＪＩＳ　Ｓ１０３９の規格による

ＪＩＳ　Ｓ１０４０の規格による

・　鋼製物品棚

・　鋼製書架

・　鋼製物品棚

・　鋼製書架

（２０.２.１４）

形式
施工箇所

（２０.２.１４）

（２０.２.１３）

（２０.２.１２）

（２０.２.１１）

（２０.２.１０）

（２０.２.９）

・　スクリーン付け引き分け

・　平面　　・　曲面

（２０.２.８）

（２０.２.６）

（２０.２.５）⑳
 
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

１.

解体部位ごとの作業内容及び分別解体等の方法

　・　図示による

　 基づき、分別解体等適正な解体撤去工事を実施するものとする。

　・　本工事においては、建設リサイクル法、建設副産物適正処理推進要綱及び関係法令に

解体撤去工事

 ３　解体工法

 ２　解体工事内容

 １　基本事項

２.その他

・　外構関連構造物

基礎の取り壊し

その他の取り壊し

・　手作業、機械作業の併用

・　手作業

　　　・　有　　　・　無

　　　・　有　　　・　無

分別解体等の方法作業内容解体部位

製造所      　

     浸透桝

 ４　浸透管及び

　・　Ｂ種 ３　埋戻し土

・　Ｔ－２５用

・　Ｔ－２０用

・　Ｔ－１４用

・　Ｔ－　６用

・　Ｔ－　２用

　・　図示

・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル ・　ＲＦ－ＶＰ（Ｇ）

グレーチングふた

鋳鉄製マンホールふた

上面形状メンバーピッチ適用荷重種類形式材質

・　中蓋付密閉形　　

・　簡易気密形（パッキン式） 

・　密閉形（テーパー　・パッキン式）

・　水封形

種類 適用荷重

 ２　排水桝及びふた

　　　　　　　　　　 ・　砂基礎（地業厚さ２０cm以上　　材料　山砂の類）

　　　　　　　　　　 ・　図示

車道部の排水管の敷設

Ｂ形（ゴム接合）

・　ＶＰ　　・　ＶＵ

・　外圧管( ・１種　・２種)

・　硬質塩化ビニール管

・　遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

管形状（接合方法）管の種類材種

排水管用材料 １　排水管

      カーテンレール

防炎性能　　　・　有　　　・　無

材種　　　・　アルミニウム製　　　・　ステンレス製

形状　　　・　据置式　　　・　壁張り式　　　・　差込式

ＪＩＳによる種類

ＪＩＳ　Ｓ１０３９の規格による

規格等

・　移動式

・　固定式

形式

　　　物品棚

 16　鋼製書架及び

 15　天井点検口

 14　止水板

 13　カーテン及び

材質　　　アルミニウム製（　・　額縁タイプ　　　・　目地タイプ）

形式　　　・　片引き　　　・　引分け（　・　暗幕用は３００㎜以上の召合せの重掛けとする）

手引ひも電動引分片引

装置
名称品質 ひだの種類

施工箇所 備考

手引電動

装置

12　ロールスクリーン

・　ギヤ式　・ コード式

種類

・　クロススラット

・　アルミスラット

・　アルミニウム合金

・　２本操作コード

・　１本操作コード

・　操作棒式

スラットの材種

・　２５

・　８０

・　１００

・　縦形

スラットの幅（㎜）形式

・　横形

 11　ブラインド

屋外階段・　ビニル製ハンドレール（耐候性）

・　SUS304  HL仕上

階段

　・　取付位置は、建具表の指示による。

・　集成材クリアラッカー仕上げ

　（市販品）

・　図示

　　 適用安全使用温度　　　・　６５０℃　　・　４００℃

　　 適用安全使用温度　　　・　４００℃

　・　煙突用成形ライニング材

衝突防止表示　　　・　図示（市販品　　・　ステンレス製　径約３０㎜　　・　　　）

厚さ（㎜）　　　 ・　５

10．煙突ライニング

 ９　表示標識

　・　キャスタブル耐火物                 

　　 工　　法　　　・　こて押さえ

表示標識　案内用図記号については ＪＩＳ　Ｚ８２１０による。

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

　　　　　　　　　　　（ ・　両面　　・　片面）

 ８　鏡

種類 備考色彩

・　スクリーン付け引き分け

・　平面　　・　曲面

　　ボード

寸法(㎜)

・ 緑 ・ 黒・　焼付け・ 黒板

・　ホワイト ・ 白・　ほうろう

　　 ホワイトボード

 ７　黒板及び

施工箇所種別 ６　階段手すり

表面仕上げ材

材種　　　ステンレスＳＵＳ３０４

　　　　　　両端フラットエンド　　　・　有(　・　ビニル製　・ ステンレスSUS304）　　・ 無　

幅　　　　 ３５㎜

取付け工法　　　・　接着工法　　　・　埋込み工法

形状　　　ビニルタイヤ入り

 ５　階段滑止め

（材　料）

足形状　　　 ・　幅木型　　　・　足金物型

　　　　　　　　・　メラミン樹脂化粧板（標準色　　アルミ製コーナーエッジ付）

　　　　　　　　・　ポリエステル樹脂化粧板

 ４　トイレブース

寸法（㎜）　　　・　図示

特　記　事　項項　目章

    別図参照

  ※  契約対象外の項目につては、

章章 特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目章
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-221/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-222/319A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

南部幹線用水路(0312100-1100-20)

案内図・配置図

 案内図  配置図 

 案内図･配置図 



不歩行屋上

庇

そ の 他

外 壁

東 側

外部仕上

南 側

西 側

北 側

内部仕上

階 室　　名 床 巾　木 腰　壁 壁 天　　井 備　　考

１ 資料倉庫

下  足  場

同　右ビニル巾木

―

織布積層長尺ビニル床シート○2.0

(土間コンクリート○300　一発金鏝仕上下地)

土間コンクリート○150　一発金鏝仕上

ｱ

ｱ

ｱ

Ｆ☆☆☆☆ Ｆ☆☆☆☆

H=60

―

Ｆ☆☆☆☆ビニールクロス

―

化粧石膏ボード○9.5 Ｆ☆☆☆☆

―

ｱ

天井見切：塩ビ　　　天井点検口：アルミ枠〔450×450〕 3ヵ所

　　　　　　　　　　　　　　 埋込み式レール〕　　　ブラインド：スラット幅25、ワンポール式

移動ラック：ハンドル式 〔W=900×4連+130、D=456、H=2284　6段、棚板許容積載量　80ｋｇ、

上り框：集成材 〔塗装品、W=60、H=150〕

ＡＬＣ版○100 〔隅部はコーナー部材〕　　防水型複層塗材Ｅ 〔ゆず肌状〕ｱ

立上り：コンクリート○120打放し 〔H=400〕　　撥水材塗仕上（補修下地）

同　上

同　上

同　上

押えコンクリート○60（ワイヤーメッシュ入）　金鏝仕上（成形伸縮目地入、アスファルト防水、普通コンクリート○50～110（ワイヤーメッシュ入）、Ｅデッキ-50×1.2 下地）

笠木：カラーアルミ

ルーフドレーン：鋳鉄製 〔100φ、横引〕

ｱ ｱ

塗膜防水○2 〔ウレタンゴム系〕（普通コンクリート○80～90　ワイヤーメッシュ入　下地）

笠木、雨切：カラーアルミ　　　　　ルーフドレーン：鋳鉄製 〔65φ、横引〕

パラペット内壁：塗膜防水○2 〔ウレタンゴム系〕（モルタル○20金鏝下地）

出入口前：土間コンクリート○150　金鏝仕上ｱ

ｱ

ｱ

ｱ

ｱ

揚裏：けい酸カルシウム板○6　Ｅ.Ｐ塗装ｱ

竪樋：塩ビ〔100φ、65φ〕　Ｅ.Ｐ塗装　　支持金物：ＳＵＳ　＠1200

ｱ

特 記 事 項

・額縁：スプルス○25 Ｅ.Ｐ塗装。

・消火器（ABC粉末10型）、2ヶ所設置。

・石膏ボード○12.5は、不燃NM-8619号と同等とする。

・化粧石膏ボード○9.5は、準不燃QM-9824号と同等とする。

・土間下には防湿シート（ポリエチレンフィルム t=0.15）を敷き込む。

・ＡＬＣ（外壁部）下地の内壁仕上げは、ＬＧＳ　50×40、25×40 横使い（柱型）下地とする｡特 記 事 項

ｱ

ｱ

ｱ

立上り部：押出成形セメント板○15ｱ

（石膏ボード○12.5下地）ｱ

単粒度砕石敷（C-20）

・誘導標識、１ヶ所設置。

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-223/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

仕上表

-

 仕上表 
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(4列×6段×18列)

移動ラック
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-224/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:100

A2 1:141

平面図

S=1:100

 Ｒ階  平面図 

 １階  平面図 

 平面図 
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雨切:ｶﾗｰｱﾙﾐ

笠木:ｶﾗｰｱﾙﾐ

設計GL

ｱ

ｺﾝｸﾘｰﾄ○120打放し　撥水材塗仕上（補修下地）
ｱ外壁:ALC版○100  防水型複層塗材E

笠木:ｶﾗｰｱﾙﾐ
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Y2

Y1

X4X3X2

(4列×6段×16列)

移動ラック

下足場

7
50

資料倉庫

(4列×6段×18列)

移動ラック

X1

３４４６MS-D-4移動単式

 種別 備考台数連数棚段数型式

付属部品　　　  裏側板付

塗色　　　　 　 Ｆ-10（シルキーアイボリー）

　　　　　　　　　　 レール１ｍ当りの最大質量  　１，２９０kg／ｍ

　　　　　　　　　　 総質量    　 ５３，３１２kg

負荷質量　　　　本体質量    ９２kg／複式１連

建築床への　　　積載質量　　５０kg／段

レール形式　　　埋込式

                       ・ 脱線防止（フランジ車輪）

                       ・ 転倒防止装置

安全対策　　　 ・ 安全ロック（ゲートロック機構）

移動距離　　 　１００㎜／ハンドル１回転

操作方法　　　 ワンウェイクラッチハンドル（自動クラッチ内蔵）

駆動方式　　　 全輪駆動方式

積載耐荷重　 　棚板１枚当り　最大８０kg  但し、単式１連当り３００kg

総格納数　　   ８１６段×２箱／段＝１６３２箱

格納物寸法　   W３３０×D４１０×H２８０（想定）

格納物　　     文書保存箱（想定）

総棚段数       ８１６段

規模
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裏側板付

20202020

19744

4564564564564561200

(P=480)
CT-830

M８ナット(３種)

120

15454515

ﾓﾙﾀﾙ充填

1FL

ｱ長尺塩ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ○2.0
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1815.5
25

15.518

92

側 レ ー ル
(P=480)
CT-830

M８ナット(３種)

長尺塩ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ○2.0

中 レ ー ル

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-232/319A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

移動書庫詳細図

 移動ラック  ハンドル式〈書庫型〉  仕様 

 埋込式レール断面詳細図 

 側面図 

 正面図 

 平面図 

 移動書庫詳細図 
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適用は　　　　　　印を記入する。

※修正箇所は下線を引くこと。

新築 増築 増改築 改築

　　　　　　　　地下　　階 地上　　階 塔屋　　階

木造（Ｗ） 補強コンクリ－トブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ）

鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＰＲＣ）

高架水槽 kN キュ－ビクル kN 広告塔 煙突

エレベ－タ 人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式） リフト kN ホイスト kN

倉庫積載床用 N/m 受水槽 kN

門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

適　用　箇　所

捨てコンクリート

土間コンクリート

基礎・基礎梁

柱・梁・床・壁

押えコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

混和材料の種類

呼び強度を保証する材齢

種　類

普通

普通

普通

普通、

普通、

普通、

軽量

軽量

軽量

備　考
スランプ

cm

品質管理強度

Fq=N/mm
2

設計基準強度

Fc=N/mm
2

砂

砂利

水道水

ＡＥ減水剤

２８日

山砂

砕石

地下水

人工

人工

工業用水

高性能ＡＥ減水剤

５６日

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 100厚 120 150 190

異形鉄筋

丸　鋼

種　類 継手工法使用箇所径

SR235

高強度せん断補強筋

特殊継手

BCR295

種　類 使用箇所 現場溶接 備　考

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

高力ボルト

普通：Ｆ１０Ｔ

中ボルト

アンカーボルト

S10T 認定品 M16, M20, M22, M24

高力ボルトすべり係数試験

高力ボルト導入張力確認試験M12 M

頭付スタッドボルト

mm シングル、 ダブル

mm シングル、 ダブル

　　φ＝ L= mm 柱、 大梁、 小梁

　　φ＝ L= mm 柱、 大梁、 小梁

ＡＬＣ板

折　　板

デッキプレート

キーストーンプレート 型式 厚

壁厚 スライド構法 ボルト止め構法 ロッキング構法

有 敷地内 近隣

要 否

要 否

無 （　　　　　　　　　　　　　　　　）調査計画 有 無

調査計画

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験掘（支持層の確認）

スエーデン式サウンディング

資料有り調査計画調査計画 資料有り資料有り 調査項目 調査項目

物理探査

液状化判定

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験 ＰＳ検層

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

基礎・杭の位置を明記すること

土　質深

度

N

値

標準貫入試験

10 20 30 40 50 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○調査地番

注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

ベタ基礎

特殊デッキプレート

布基礎 独立基礎 試験堀 有 無

載荷試験 有 無ｋＮ／本

支持層－

m 支持層－

備　考

RC

材　料 施　工　法

PHC

鋼管

ＳＣ杭

PRC

Ｈ鋼

摩擦杭

杭　種

Ⅰ種、 Ⅱ種、 Ⅲ種

Ａ種、 Ｂ種、 Ｃ種

鋼材 SS400 SKK400

打ち込み

埋込み（セメントミルク工法）

場所打ち

コンクリート杭

コンクリートＦｃ N/mm
2

スランプ

セメント量

鉄　筋 主筋

HOOP SD

SD

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

BH

拡底杭

ミニアース

深礎 手堀

機械堀

　　　　　　　　認定

第　　　　　　号

　　年　　月　　日

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

有 無 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）打ち込み・ 載荷・ 孔壁測定 本

本標準仕様及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度

（Ｆｃ）が３６Ｎ／ｍｍ　以下に適用する。

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関しては、標準図に記載されている事項を除き

ＪＡＳＳ５による。

耐久設計基準強度

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ　５２１０　の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

Fd 一般 標準 長期

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など

必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センタ－の技術評価を

うけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を

保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて

３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリ－トについて現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T－603）は、現場水中養生、または現場

封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。、

また、打込み量が150mを超える場合は150mごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取する

供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお供試体の数量は、特別指示なき

場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリ－トの自由落下高さは

コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を

有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は

１５０分以内、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

33

鉄筋は JIS G3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、JASS5による。　

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７　に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリ－ト構造

配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」による。

D19未満は、すべて重ね継手とする。継手（D19以上）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会「鉄筋のガス　

圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を超えるときは、200

箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

外観検査

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

有 無 引張試験 有 無 超音波探傷検査 有 無

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条の試験

機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

（都知事登録　　　　　　　　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

材料

施工

型枠存置期間

合板厚　　１２ｍｍを標準とする。

ＪＡＳＳ５による。

支　柱せ　き　板

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

１５℃以上

Ａ種

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

コ
ン
ク
リ

ト
の

材
令

（日）５～１５℃

５℃未満

コンクリートの

圧縮強度

2

3

5

3

5

8

5.0N/mm
2

設計基準強度の５０％

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

設計基準強度の

１００％８５％

種 類

セメントの

種類

存

置

期

間

の

平

均

気

温

注）１　片持ばり、庇、スパン９ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。　

注）２　大ばりの支柱の盛りかえ行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材、これに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをして

　　　　はならない。

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査指針」　「鉄骨工事技術指針」

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継ぎ手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

製作工場

認定または登録工場（大臣認定

材料規格証明書または試験成績書

都登録 

製作要領書 工作図 施工計画書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

社内検査表

（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網　　（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作規準、同解説　　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

溶接部の検査　（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検　査　箇　所　 備　考

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）とする。

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査

シリカセメント

会社をいう。

（注）東京都の要綱に基づき、必要なる建築物の場合に実施する。

注１）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波深傷検査を100%行うこと。

注２）　知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

内質検査 硬さ試験 示温塗料塗布

高力ボルトは「JIS B1186 の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の

範囲でショットブラスト、グラインダ－掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態

であること。ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である場合は、

赤さびは発生しないままでよい。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着するよう

注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。　

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

錆止めのペイントは、

２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを

使用し２回塗りとする。

JIS K5621 JIS K5625 を使用して、

検査率又は検査数

部
位 基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

調　査　項　目

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

kg/m
3

●

●

●

●

●

●

● ●

●●

● ●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●●●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●●●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

● ●

18 18

18

21 24 18

●

●

SN400A,B,CSM400SS400

STKR400

SN490C

BCP325

SN490BSM490A

SSC400

STKR490

BCP235

ナット（　　　　　　　   　　　　　）

ナット（　　　　　　   　　　　　　）SS400 M16

基礎・スラブ・ＳＴＰ

基礎梁

Ｄ１０～Ｄ１６SD295A

SD295B

SD345

SD390

Ｒグレード以上

●

外観検査（※）

超音波探傷検査

内質検査（注）

マクロ試験・その他

外観検査（※）

CIW認定機関

●

検　査　方　法
社　内 第　三　者 工事監理者

完全溶込み溶接部

（突合せ溶接）

第三者検査機関名

隅肉溶接部

ＰＲＣ（　　　　　　　　　　　　　　）

ＰＨＣ（　　　　　　　　　　　　　　）

21 24 18

深さ　ＧＬ－

有 （ ） 無●

柱

○使用箇所の詳細については別途図示する。

セット

特記事項設計支持力（ｋＮ） 本数杭径（ｍｍ） 杭　長（ｍ）

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

●

●

●

●

●

●

　　　　設計変更が生じた場合は、工事監理者の承認を受けて施工すること。

　　　　地中障害又は、他の障害が発生した場合は、工事監理者に報告し指示を受けること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ５ｃｍ以上を

原則とする。

●

●

●

　　　建築設備の構造(基礎を含む)は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとし設備設計において安全性の確認を行う事とする。

●

●

　　　　天井内設備機器については、地震力等に対して十分な揺れ防止対策を行うこと。

設備荷重の変更については設計荷重以下とし工事監理者の承認を得ること。

屋内天井については、地震力等に対して十分な揺れ防止対策を行い施工を行うこと。

2

2

1

φ400

φ350

L=19.00

L=19.00500

600

F1

F1A L = 9.000m (C種)  +  10.000m(A種) 

( 杭頭 PHC杭 FC=85 ) + ( 杭脚 PHC杭　Fc=85 )

L = 9.000m (C種)  +  10.000m(A種) 

( 杭頭 PHC杭 FC=85 ) + ( 杭脚 PHC杭　Fc=85 )F2

F2A

F2,F2A

F1,F1A

9

7

● ●

砂礫層

構造設計特記仕様

L=620

（      　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用箇所（　  　　　　　　　　　　　）

使用箇所（  　　　　　　　　　　　　）

（　 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　　　　　）

重ね継手

ガス圧接継手
（Ｄ１９以上）

（Ｄ１６以下）

プレボーリング拡大根固め工法 旧大臣認定候補による

●

● ●リップみぞ形鋼

●

T1 T2 Ｔ３ランク）

梁・プレート●

ABM400 M24 L=720

●

●●

本工事の設計図書に関する疑義は、工事契約前に、質疑応答書をもって確認しておくものとする。

千葉県山武郡横芝光町寺方515-1

倉　庫

21 24

18

ダイヤフラム

間 柱

合成デッキ ● 182118

　　―（１－2） 　　―（１－2）Ｘ方向ルート Ｙ方向ルート

Ｄ１9～Ｄ22

●

● 厚　１．２㎜型式EZ50

H=177 厚　０．８㎜

●● 100

1.20 ●改良体長期許容支持力　

細 砂

細 砂

中 砂

埋　土

細 砂

細 砂

細 砂

細 砂

細 砂

中 砂

中 砂

細 砂

50

50

1

1

21

33

26

31

27

48

35

31

25

27

28

12

21

28

32

22

16

18

22

16

17

●

千葉県山武郡横芝光町

○支持地盤、地層および深さ

についてコメント

○孔内水位

○近隣データの調査地盤と

設計地盤とは約　　　　ｍの

距離がある

○備考

GL-2.40m

既存建物地盤調査データ参照

●

●

●

本建物地質地盤と異なる場合に

は基礎部の再検討を行うこと。

液状化検討は不明

の事。

設計GLと異なる場合には基礎

の再確認検討を行うこと。

●

●

●

標準貫入試験 ●

注意:地盤調査はGL-20.0mまでを予定とする。

184.0

0 0

１．　建築物の構造内容

２．　使用構造材料一覧表

３．　地　盤

４．　地業工事

５．　鉄筋コンクリ－ト工事　　（施工方法等計画書） ６．　鉄骨工事　（施工方法等計画書）

８．　その他

７．　設備関係

（１）　建築場所

（２）　工事種別

（３）　構造種別

（４）　階数

（５）　主要用途

（６）　屋上付属物

（７）　特別な荷重

（８）　付帯工事

（９）　増築計画

（１０）構造計算ルート

（１）　コンクリ－ト

（２）　コンクリ－トブロック（ＣＢ）

（３）　鉄　筋

（４）　鉄　骨

（５）　ボルト

（６）　屋根、床、壁

（１）　地盤調査資料と調査計画

（２）　土質構成（スウェーデン式サウンディング試験結果）

（１）　直接基礎

（２）　杭基礎

（１）　コンクリ－ト

（２）　鉄　筋

（３）　型　枠

（１）　鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）　工事監理者の承認を必要とするもの

（３）　工事監理者が行う検査項目

（４）　接合部の溶接は下記によること

（５）　接合部の検査

（６）　防錆塗装

（７）　耐火被覆の材料

１００％

１００％

％

３０％

％ ％

３０％

１００％

１００％ ３０％ １００％

％

GL

寺方515-1

とする。

GLについては施工時に再確認

溶接金網（JISG3551）

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-233/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

構造設計特記仕様

-

 構造設計特記仕様 



ハンチを付けた場合（ａ≧３）
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ｄ。あき ｄ。

間隔

末端にはフックが必要

異形鉄筋

図の●印の鉄筋の重ね継手の

主筋間隔の１．５倍かつ

３００以下

ａ＝Ｄ　＋２ｄの範囲

主筋間隔は２００以下

ベース筋

２０ｄ（両端） ４０ｄ（片側）

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラフ゛にならう

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。）

かぶり厚さ ２
０

ｄ
以

上

bb a

ｂの範囲

余長４ｄ

４５゜

D
捨フープ

　　但し上筋と下筋を読みかえる

1２．　　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

2３．　　の鉄筋はＤ１３以上

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする
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2

1

L
 

L 2

W 1

４５～゚６０゜

２－Ｄ１６以上

L 1

梁
端

Ｗ　1 の三角壁厚さは、２００以上または地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋、幅止め筋　ｃ．煙突の鉄筋
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鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄

筋並びにはりのせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長

さが不足する箇所」に付ける。
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○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異なる ○柱脚で斜材となる
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５ｄ以上6d

１３５゜
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4d

6d

型 目

6d

8d

　　　交互とする

注３．フックおよび継手の位置は、

　　　主筋の位置をさける

注２．Ｗ型で現場溶接する場合は

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

注２．１　の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

注１．１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

柱Ｄ柱Ｄ

１５０以上L 1

１５０以下

L

12d
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15d

とする

末端部の添巻は１．５巻以上

Ｌは中間部５０ｄかつ３００ｍｍ以上

１０ｄ以上

L
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d

は片面溶接１０ｄ

両面溶接５ｄ以上
第１帯筋

第１帯筋

継手の好ましい位置

重ね継手圧接継手

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

標
準
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０

Ｌは５０ｄ以上かつ３００ｍｍ以上とする
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※印筋は、Ｄ１０－＠２００とする

　Ｈ＜３００＊印筋は不要

H

2L 2

※
※

1L

L 2

15d15d

2
L

L 2

0

00／４ 0／２ ／４

※

2
L

2
L

※

15d 15dL 1

20d 2L

0／２／４0 0／４

外端部 内端部

0

L 2

※上端主筋の定着は、やむを得ない
場合、上向きとすることができる

D d

CL

斜め筋　３－Ｄ１３以上

３００＜Ｈ≦１０００

上端筋継手範囲　 下端筋継手範囲　 上端筋継手範囲　

鉄骨柱Ｄ

ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上 １２５以上

B.P L 下端
30~50

L1

H
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O
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30~50
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２－Ｄ１３以上

鉄骨柱Ｄ

１２５以上

主筋

主筋

地
中

梁

B.P Ｌ下端

地中梁上端筋

鉄骨柱　２Ｄ以上

（注１　計算によらない場合である） ベ－ス下の施工を慎重にする

１５０以上

地中梁の主筋と頭付スタッド

Ｈ：主筋の２５ｄかつ

ハンチ 梁幅

梁
幅

ハンチ

ハ
ン

チ２－Ｄ※

柱

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

1

６～８

D

Ｄ：１５００を超える場合

イ　の拡大図

8d

8d

イ

２－Ｄ※｛

地中梁下端筋

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

埋め込み長さｈ

Ｄ以上

注１

HOOP

（基礎梁のない例）
（基礎梁のある例）

　２－Ｄ１３以上
HOOP

２．５Ｄ以上または

計算上必要な長さ

フック付

根巻形

４０ｄ　以上

柱、梁の定着Ｌ２以上が確保されない

場合はかご鉄筋で補強、または特記

により増強する

L

主筋と同径

Ｌ
　

以
下
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2

柱頭補強かご鉄筋
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割裂防止用Ｕ字筋

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

補強筋

HOOP@150

コンクリ－ト止め板
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φ

φ 150

４５゜

基礎下端

HOOP@150

但し、　≦φ　の場合

※　　＞φ　の場合は工事監理者の指示による

コンクリ－ト止め板
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3-D16

φ

杭　径

補強筋
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６００φ
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8-D1610-D13

D10-@150

へりあき２００以上

１
０

０
以

上
８

０
０

～
１
０

０
０

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

杭
主

筋
４

０
ｄ

φ

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

スペ－サ－

フラットバ－＠３．０００

（各４ケ所）

主筋のかぶりは

１００以上とするφ

ＬＣ

杭頭処理

斫り部分

重
ね

継
手

４
５

ｄ

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

杭間隔は２×φかつφ＋１０００以上

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

ｄ－異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　　　　　　　Ｄ－部材の成　　　　　　　　Ｒ－直径

ＳＴ－あばら筋　　　　　　　　ＨＯＯＰ－帯筋　　　　　　　　Ｓ．ＨＯＯＰ－補強帯筋　　　　　　　　φ－直径又は丸鋼

※修正箇所は下線を引くこと。

折曲げ角度 １８０° １３５° ９０° 折まげ角度９０°はスラブ筋・壁筋

の末端部またはスラブと同時に打

ち込むＴ形およびＬ形梁のキャッ

プタイにのみ用いる。

キャップタイ

８
ｄ

以
上

ｄ

ｄｄｄ

RRR

余
長

余
長余長

＊片持スラブ上端筋の先端

折り曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５のＤ１６以下は、３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上

図

鉄筋の余長 ４ｄ以上 ６ｄ以上（＊４ｄ以上）８ｄ以上（＊４ｄ以上）

図 鉄筋の種類 鉄筋の径による区分
鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の折り曲げ

内のり寸法（Ｒ）

R

ｄ

R

ｄ

SR235,SD295A

SD295B,SD345

SD295B,SD345

３ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上上記以外の鉄筋

あ　ば　ら　筋

帯　　　　筋

スパイラル筋

１６φ
以下

１９φ
以上

１６φ
以下

Ｄ１９～Ｄ２５

１９φ～２５φ

８ｄ以上
Ｄ２９～Ｄ３８

２８φ～３２φ

鉄筋の種類
一般（Ｌ　）

下ば筋　（Ｌ　）

小梁 スラブ

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

（Ｎ／ｍｍ　）

特別の定着及び

重ね継手の長さ

（Ｌ　）1

３５ｄ　フックつき ２５ｄ　フック １５０ｍｍ　フック ３５ｄ　フックつき

SD295B

SD345

SR235

定着の長さ

２１～３６

１８以下

２１～３６

１８以下

SD295A ３５ｄ　または
２５ｄ　フックつき
４０ｄ　または
３０ｄ　フックつき

つき

２５ｄ　または

つき
１５ｄ　フック

つき

１０ｄ　かつ

１５０ｍｍ　以上

４５ｄ　フックつき

４０ｄ　または
３０ｄ　フックつき
４５ｄ　または
３５ｄ　フックつき

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

ガス圧接形状

ｄ

圧接面 圧接面 圧接面

１．４ｄ以上

ｄ／４以下
１．１ｄ以上

＞８０°

ｄ／５以下

３ｍｍ以下

圧縮継手 重ね継手（下図のいずれかとする）

L L1 1

ａ≧４００ 約０．５Ｌ１．５Ｌ　以上1 1

４．Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

５．鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない

かぶり厚さ

［注］

設計かぶり厚さ

（ｍｍ） （ｍｍ）

最少かぶり厚さ

土に接しない部分

土に接する部分

屋根スラブ
床スラブ
非耐力壁

柱
は　　　り
耐　力　壁

擁　　　　　　　　　　壁

柱・はり・床スラフ゛・耐力壁

基　　礎　。　擁　　壁

部　　　位

屋　内

屋　外

屋　内

屋　外

30

40

50

50

50

70

20

30

40

40

60

（４）

（４）

（２）

（３）

（単位：ｍｍ）

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

厚さが部分的に減少する箇所についても

最少かぶり厚さを確保する。

を受けて４０ｍｍとすることが出来る。

（３）コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

４０ｍｍとすることが出来る。

（２）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

３０ｍｍとすることが出来る。

（１）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

40
（１）

（１）

（５）（　）内は仕上げがある場合

（６）土に接する場合のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする

（４）軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。
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帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本
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ａ＝１．５×（呼び名の数値）
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40
0

6d
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15d
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６φ　－＠１０００

ｅ＞Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６

６．柱

５．地中梁

３．　杭

１．　一般事項

２．　鉄筋加工、かぶり

４．基　礎

柱

梁

（６）鉄筋のフック

（５）鉄筋のあき

フック無しフック付き

（１）　柱主筋の継手 （２）　柱主筋の定着

Ｈ型（タガ型）イ

（３）

（４） 斜め柱・斜め梁

Ｗ型（溶接型）ロ Ｓ型 ハ

帯　　筋

（５）せいの高い梁の

あばら筋加工要領図

（１）　ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（２）　現場打ちコンクリ－ト杭

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

継　手

（４）かぶり厚さ

（スパイラル型）

（１）　直接基礎

（２）　杭基礎

（３）　べた基礎

（４）　基礎接合部の補強

（１）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

（２）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

（３）　小規模鉄骨造柱脚固定の配筋

（４）　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

（６） 二段筋の保持
（５）　絞り

}
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２） ※修正箇所は下線を引くこと。

　　がとれる場合でも柱中心線をL 2

以上又は１８０゜フック付とする

こえて中間折曲げテ－ル長１５０

柱幅が大きい場合

柱幅

１
５

０
以
上

L 2

※
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あばら筋
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平面
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梁
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/ 315d

先端

L 1

基端部

つり上げ筋

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻とする

印は幅止め筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

15dL 2

斜めでもよい

15d

/6
20d

/4

B

20d斜めでもよい

下向きでもよい

θ＝４５゜

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

正
面

連続端

25
d

小梁外端
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つりあげ筋

（梁主筋を折り曲げるとき）

L
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L   + 5d2

L 2

最上階

一般階

　／４ 15d

折曲げ起点は、３／４・Ｄを超えることを

原則とする

注：点線は下端筋の曲下げ定着　　　を示す
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0
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短　辺　方　向 B
上端筋
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短辺・長辺方向下端筋 Ａ・Ｃ
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出隅部

L
1

出隅受け部

（出隅部分補強配筋）

出隅部分の補強筋

一般床版配力筋

（開口の径５００程度の場合）

（出隅受け部配筋）

1

25d

ハ゛－サポ－ト

※出隅受け部補強筋は

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する
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強
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ａ　補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一

ｂ　※の個所（入隅）は各階補強する。

径で　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する。

※

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。
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注）設備の小開口が連続してあく場合
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を開口をさけて補強する。
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（設計図に記入のあるとき）

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

●印は補強筋

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示すａおよび　ａ’≦２００
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Ａｃｍハッチ部分の面積　

補強タテ筋
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注）ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く
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注）継手部は必ずモルタルを充てんすること

シーリング材使用
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ｔは、階高の１／１００程度

シーリング材使用

ｔは、階高の１／１００程度

Ｄ１０＠４００程度
Ｄ１０＠４００程度
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※柱と同径、同ピッチとする
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a 大梁

b 小梁の定着

c 片持梁の定着

a 片持床スラブ
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a 梁に b 柱に（平面図）

c 床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

d 壁と壁（平面図）

Ｌ＝本構造配筋標準図（１）の　２　－（３）による。
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腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合せる。

梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

増打コンクリ－ト補強と同様とする。

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。
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打合せのこと
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寸法によらなくて良い。
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ウェブレン、ダイヤレン等　　日本建築センター評価取得品とする。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。
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将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

1

1（ロ） フックの位置はａにあっては交互、ｂにあってはスラブ側とする。

両側床版付（Ｔ型）梁でｃ又はｂとすることができる。

（イ） 原則としてａのフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁でｂ、

4
d

（注、床版がない場合は１３５゜以上のフックとする）
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腹筋
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Ｄ＜６００　　不要

６００≦Ｄ＜９００

９００≦Ｄ＜１２００

１２００≦Ｄ

腹　筋

幅止め筋

２－Ｄ１０（９φ）１段

４－Ｄ１０（９φ）２段

Ｄ１０（９φ）＠３００以内

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける

a b c d e

７．　大梁、小梁、片持梁 ８．　床　板

９．　壁

１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強

１１．梁貫通孔補強

１２．増築予定

（２） 大梁主筋の継手

（３） あばら筋、腹筋、幅止め筋の配置

正面平面

（１） 定着及び継手

片持ちスラブ出隅部補強（３）

（４） 床板開口部の補強

（５） 床板段差

（２）　屋根スラブの補強

（８）打継ぎ補強

（６）土間コンクリ－ト （７）釜場

（１） 柱

手摺 パラペット

一般の場合 下部防水立上りのある場合

（１）　定着

（２）　スリット部

（３）　手摺・パラペット

（４）　コンクリ－トブロック帳壁

（１）　定着

梁（２）

（１）　設置可能範囲

（２）鉄筋標準配筋

（３）　既製品 （使用する際には、設計者又は工事管理者と打ち合わせのこと）

（１） 柱、梁 地中梁（２） 床版、壁（３）

（４） あばら筋の型 

（５） 幅止め筋の本数、加工
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3

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない
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Ｔ形突合せ継手余盛
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f=t/4

溶接姿勢

（平継手　Ｔ形継手）
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７

４

※ １

※１

４

４

１

１

１

１

４

４

７

１

１

４

１

１

回し溶接する

スカーラップ部分は

１

４

４

θ

θ＝７５゜～１０５゜

ｔ＞柱フランジのプレート厚

●柱が途中で折れる場合

フランジが柱のＲに

通しダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とすること。

通しダイヤフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ同等以上の鋼材を使用する。

＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞

１　※：ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は　２　・又は　３　～　５　とする

７　※：はりフランジは、通しダイヤフラムの厚み（ｔ）の

1

７

内ダイヤフラム

パス間温度（℃）

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＷ－１１、１５

ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４

ＪＩＳ　Ｚ３２１１、３２１２、３２１４

４９０Ｎ級鋼

４００Ｎ級鋼

鋼材の種別

４０以下

３０以下

４０以下

溶接材料

４０以下

入熱（ｋＪ／ｃｍ）

根巻の場合

１
５

０
以
下

８０以下

4

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

３５０以下

２５０以下

３５０以下 t

３５０以下

内部で溶接すること。

Ａ　断面A

４

２５以上

２５以上

ｔ

１
０

０
以

上

４

φ＝２０
ガス抜き

（通しダイヤフラムの場合）

の角のＲに接しないこと

平面詳細図

７

７

側板に注意のこと

は溶接と添板の内

大梁が斜めの場合

エンドタブが交互に
２５以上かつ

あたらぬこと

1

回し溶接する

Ａ　－　Ａ　断面図

７

スカラップ部分は

※

４

１

※※　印は設計者が記入すること

※ ※

４

4

１

4

４

１

4

４

AA 断面

１

４ ４

４４

１

Ａ　－　Ａ　断面図

２　※：ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は　３　～　５　とする

１　※：ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は　３　～　５　とする

３５゜

４５゜

４５゜６＜ｔ＜１２

１２≦ｔ≦１９

６＜ｔ≦１９ｍｍ

１２＜ｔ≦１９

４＜ｔ≦１２

ｔ≦４

F,V

6<t<19mm

t t>16mm

ｔ≦１６ｍｍ

※ １

※ ※

※１

※１

※１
※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※
※

※

接しないこと

２

２ ※

※

及　梁成が異なる場合

※

※

※

※

※

※

内ダイヤフラムの場合は柱

平面詳細

溶接姿勢

t mm

６≦ｔ＜１２

１２≦ｔ＜１６

１６≦ｔ

MC  NGC

θ Ｇ Ｌ θ Ｇ t Ｌ

GC

8

5

8

F,V

9

9

6

9

6

6

３５゜

４５゜

４５゜

8

5

8

9

9

6

9

9

6

３５゜

３５゜

４５゜

1t 1

t

※※

鉄骨構造標準図（１）

１．一般事項 ２．溶接規準図

, , 型 

●ＢＯＸ型 

●Ｂ．Ｈ方式●

（５）　塗装

（４）　フレアー溶接

（３）　高力ボルト接合

（４）　溶接接合

（１）　材料及び検査

（２）　工作一般

（３）　完全溶け込み溶接

（２）　部分溶け込み溶接　

（１）　隅肉溶接

●鋼材種別による溶接条件

８

７

６

５

4

3

2

１

（ａ）　構造設計仕様による

（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（ｃ）　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ホ）　溶接電流を測定する電流計

（ヘ）　溶接棒乾燥器

（ニ）　炭酸ガスアーク半自動溶接機（イ）　交流アーク溶接機　　３００Ａ～５００Ａ

（ロ）　アークエアーガウジング機（直流）

（ハ）　サブマージアーク溶接機一式

（ｂ）　溶接機器

の溶接技能検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ　Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ　Ｚ３８４１（半自動溶接）

（ａ）　溶接技能者

（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

上向　Ｏ立向　Ｖ 横向　Ｈ

（イ）　仮付位置

（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

下向　Ｆ

アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）

ガスシールドアーク半自動溶接　（ＧＣ）

（ｃ）　溶接方法

アーク手溶接　（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）

（ｄ）　溶接姿勢

かつ２ｔ以上

３５ｍｍ以上

又は工事監理者の承認を得る

母材より１０ｍｍ程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

ＮＧＣ，ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

スカラップは　ｒ＝２０ｍｍとする

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

（ｆ）　溶接施工

（イ）　エンドタブ

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶

但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満の場合の

（ロ）　裏当て金

　　エンドタブを取り付ける

接で６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする

Ⅰ）　完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

（ハ）　スカラップ　半径は３０～３５ｍｍと、１０ｍｍのダブルアールとする

開先面
裏はつり側にする

仮付溶接

（ロ）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

良仮付不良良仮付不良

スカラップ
ｒ＝３０～３５ｍｍ

（ホ）　裏はつり

を行う

マークをつける

（ヘ）　現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗付する。又、開先部をいためない様に、養生

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認

（ニ）　ノンスカラップ工法

裏当て金 θ：開先角度

Ｇ：ルート間隔

仮溶接
ｒ＝１０

Ｇ

θ

r=35r

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長
（単位ｍｍ）

※修正箇所は下線を引くこと。

●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする

ｔはｔ１，ｔ２の小なる方とする

●但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

　とすることが望ましい

１１～１３１４～１６８～１０t ７以下

SS t1

S

t2

ｔ≦ｔ１

ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍ
Ｒ≦２

D1

θ＝６０° θ＝６０°

D1

SS

t

G=0

（使用箇所に注意）

●両側に補強隅肉溶接を付加する

F,V溶接姿勢

Ｇ＝０～２

θ＝６０°

Ｒ≦２

θ＝４５°（５５゜）

t
2/3t

f

f

●ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ、Ｈの場合

●両側に補強隅肉溶接を付加する

1/3t

Ｒ≦２

２５ｍｍ以上

t

f
G

θ

L

●補強隅肉溶接を付加する

t

θ＝４５°

Ｒ≦２

f

f

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

●両側に補強隅肉溶接を付加する　　ＡＡＧ

t1

●両側に補強隅肉溶接を付加する

t1

ｆ≧０．５ｍｍ

Ｇ＝０～２

（裏はつり後裏溶接）

θ＝４５°

Ｒ≦２

１
５

ａ＞４ｍｍの場合

（平継手で板厚が異なるとき）

t2

a

削り面

t

Ｇ＝０～２

（裏はつり後裏溶接）

f

（ただし、ｔ≧１５ｍｍのとき　４ｍｍとする）

t

θ＝４５°

f

Ｒ≦２
t1

L
G

２５ｍｍ以上
L

Ｋ形の場合

S

t

プレート
B

θ
φ

●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

●９ｍｍ～１６ｍｍは１バス以上、１９ｍｍ以上は２バス以上とする

溶接棒角度θは３０°～４０°とする

○溶接記号番号を○の中に記入のこと

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-236/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)
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 鉄骨構造標準図(1/2) 



Ｂ１＝３００

L

L

45

Ａタイプ

Ａタイプ使用は

柱Ｄ＝２５０㎜以下とする

ＣタイプＢタイプ

（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０・・・１９８２／５５４１・５５４２・・・２００３）

<TYPE-2><TYPE-1>

1

1

1

L

4

アークスポット溶接

16

水平ブレース

e e e

e

50

6
3050

e

PL-1.6

1
Ｌ形鋼

50-400

PL-3.2
e

50-400

1

ee

Ｌ－５０×５０×６

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

スタッド材の標準形状・寸法

D

T

d L

形状

(JIS 1198)

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄板） 折曲加工

梁上切断の場合

補足受材

あて板（非金属）あて板（鉄板）

@ 600≦

φ＝ ２００@

Ｂ１≦２５０

Ｄ≦３００

３５以上

３５以上

ＰＬ－（２）
（両面）

Ｎ（片側）
N

ＰＬ－（１）

<TYPE-3>

1

N

ＰＬ－（１）

10

ＰＬ－（１）

Ｎ　（片側）

10

e e e e

eP Pe e

e
P

P
e

2

ＰＬ－（２）

Ｎ　（片側）1 ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による Wt1-Wt2

Ft1-Ft2
　　１ｍｍ　フィラプレート併用のこと

リブプレート

ハンチ起点は避けた方がよい

Wt1 Wt2

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

ｒ＞８ｔ以上

　ｒ：半径 　ｔ：板厚

Ft 2

Ft 2

e
e

e
e

P
P

P
P

10

B2

B1

B2

N 1

L

e
e

e
e

45
45

45
10

〃
〃

e
P

P
e

e e e e
10

e e10 e e10

e
e

e
e

P

N 1 N 1

B2

B1

B2 B2

B1

B2

e
e

e
e

P
P

P
P

(90) (90)

40 40150

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（２）

44

4

1

e
e
e

e
P

P
1
0

1

エレクションピース

e e

e eP P

e
e

e
e

P
P
1
0

N 2 N 2

  
  
 
 
 P

L-
(
1
)

  
 
  

  
PL

-(
3)

PL
-
(1

)
PL

-
(3
)

PL
-(

2)

2

Bg

L

1

1

ｅ≧３５ｍｍ

1

スラブ端部の補足材

ＰＬ－５０×６

1

ＰＬ－５０×６

1

1

1

1

≒
＠
６
０
０

３０°

PL-6

N

1

1

形鋼ブレース

長さ

s e3

ｄ
１

　ｄ
R

e1

e2

8

t

長さ

s

ｄ
１

　ｄ

e2

8

t

P

P

10

鉄骨構造標準図（２）
※修正箇所は下線を引くこと

ボルト穴径・最小縁端距離 (mm)

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

B2B1

60150

70175

80200

100250

110300

140350

170400

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％を行う

部材符号
アンカーボルト

L 本数径

ベースプレート

A B厚 g
備考

mm
呼び名

軸径ｄ

スタッド材

溶接後の長さＬ

φ１３ｍｍ

φ１６ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ２２ｍｍ

mm

50,80,100,130

80,100,130

80,100,130,150

100,130,150

mm

頭径Ｄ

mm

頭高さＴ

12.7

13.0

15.8

16.0

19.0

19.0

22.2

22.0

25.4

22.0

31.7

29.0

31.7

32.0

34.9

35.0

7.9

10.0

7.9

10.0

9.5

10.0

9.5

10.0

（ａ）Ｈ形鋼　（ピン接合）

2

2

2

2

2

2

2

2

2

縁端距離（ボルト孔の径に

応じ表に示す数値以上）

アンカーボルト断面積の

総和≧柱断面積×０．２

ベースプレート厚≧１．３ｄ座金

A

L

Ｄ≦１５０

羽子板ボルト

≧

e

ＰＬ－（３）

［注］端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

アンカーボルト径（ｄ）

70

60

60

60

最大

ピッチ（Ｐ）

60

55

50

40

最小

45

40

40

40

4d/3

40

36

32

28

26

22

(3)(2)

最小縁端距離（ｅ）

60

55

50

40

(1)

呼び＋５

35

32

26

24

22

18

ボルト穴径

M30

M27

M22

M20

M16

呼び

M24

28

34

38

44

49

54

9d/5

ア
ン
カ
｜

ボ
ル
ﾄ

2-M16

2-M16

2-M16

2-M16

6

6

6

6

6Ｈ－１２５・６０・６・８

2

2

2

3

3

3-M20

4-M20

4-M20

5-M20

4-M20

9

9

9

9

9

Ｈ－１５０・７５・５・７

Ｈ－１７５・９０・５・８

Ｈ－２００・１００・５．５・８

Ｈ－２５０・１２５・６・９

Ｈ－３００・１５０・６．５・９

Ｈ－３５０・１７５・７・１１

Ｈ－３５０・１７５・７・１１

Ｈ－４００・２００・８・１３

Ｈ－４００・２００・８・１３

2

2

1

2

1

6

9

符　号 タイプ 部　材 ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ　－　径

符　号 部　材
Ｎ　－　径ＰＬ－（３）Ｎ　－　径ＰＬ－（２）ＰＬ－（１） 1 2

ウェブフランジ

符　号 部　材
Ｎ　－　径ＰＬ－（３）Ｎ　－　径ＰＬ－（２）ＰＬ－（１） 1 2

ウェブフランジ

14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

16.11 18.11 20.11 21.77

140 150 165 175

21.5 21.5 23.5 21.5

50 50 55 50

34 34 38 38

9 9 9 9

32.5 32.5 37.5 37.5

12.65

12.46

115

17.0

40

28

6

25.0

10.64

100

13.0

35

22

4.5

19.0

9 9 9 964.5

66 66 73 705247

60 75 85 855040

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

1 1 1 211

M12 M16 M20 M20 M22 M20

軸径ｄ１

切板製

平鋼製

M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

10.81最　　大

最　　小

S調整ねじの長さ

R
取付けボルト穴径

許容差　＋０，　－０．５ｍｍ

はしあき（最小）　　　　（２） e1

へりあき（最小）（１）

板厚

へりあき（最小）（１）

板厚

e2

t

t

e2

e3
ボルト端から取付ボルト

穴芯のあき　（最小）

溶接長さ　　（最小）

取付ボルト

（２） 種　類

ねじの呼び

本　数

14.46

125

17.0

45

28

6

25.0

6

59

55

1

M16

（注）

符　号 部　材 ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）

ねじの呼び　（ｄ）

Ｎ　－　径

100

100

100

100

100

100

120

100

100

120

180

180

180

180

180

185

210

235

260

310

210

255

180

200

180

180

200

160

185

210

12

16

16

12

16

12

12

12

12

16

Ｈ－１２５・６０・６・８

Ｈ－１５０・７５・５・７

Ｈ－１７５・９０・５・８

Ｈ－２００・１００・５．５・８

Ｈ－２５０・１２５・６・９

Ｈ－１４８・１００・６・８

Ｈ－１９４・１５０・６・９

Ｈ－１００・１００・６・８

Ｈ－１２５・１２５・６．５・９

Ｈ－１５０・１５０・７・１０

16

20

16

16

16

16

16

620

620

620

620

620

620

730

620

730

730

16

20

20

外
Ｐ
Ｌ

－
（
１

）
　
内

Ｐ
Ｌ
－

（
２

）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

Ｂ１＝３５０（４００）

2-M20

及びＨ－１５０ｘ７５の場合H-100x50

Ft 1

Ft 1

7070 140

15

PL-(1)

ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６

e3

R R
e1

50-400

50-200

50-200

e
PL-1.6

50-400

50-400

アンカーボルト孔径≦ｄ＋５ｍｍ

二重ナット等の戻り止め

アンカーボルト径（ｄ）

1 1

1

1

1

プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

２φ
10

D

 10 10

D 1

1

貫通孔の間隔

φ１ φ２

（φ１＋Φ２）×３／２以上

10

φ

２
φ

’

φ
’

φ
’

φ φ
’

φ

パイプ補強（小径の場合）

スリープ径

φ≦０．１５Ｄ 補強板不要

φ≦Ｄ／４

φ≦Ｄ／３

φ≦０．４Ｄ

Ｗｅｂ板厚以上（片面）

Ｗｅｂ板厚×１．２倍以上（片面）

Ｗｅｂ板厚以上（両面）

プレート補強の板厚

補　強　板

1

1

リブプレート補強

３．継手規準図、その他

（７）　一般デッキプレート

梁との溶接およびコネクター

受梁へのかかり寸法及端部処理　　　　　　　　　　

（１）　ボルトピッチ（Ｐ）　

（２）　ピン接合梁継手リスト

（３）　剛接合梁継手リスト

（４）　ハンチ部の継手

（５）　柱継手リスト

（６）　鉄筋ブレース

（ａ）羽子板ボルト

（ｂ）形綱ブレース （８）　露出柱脚

（９）　頭付きスタッド

（１０）　梁貫通補強

(２) (３)の標準

300以下 600以下

Ｍ34以上

（注）

（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（２）　羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付けボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

（１）　ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

注）表は３。（１）の（ｅ）欄に示す

（ｂ）固定・半固定　（許容応力度等計算を行わない場合）

アンカーボルト（定着長さ≧２０ｄかぎ状に折り曲げる等の措置）

φ’は補強筋の穴径を示す。

梁端部（スパンの　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける。

φ　≦　０．４Ｄ

計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-237/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

鉄骨構造標準図(2/2)

-

 鉄骨構造標準図(2/2) 



  SS400材質：一般構造用圧延鋼材

以上JIS B 1052 8強度区分：　

ms

75

22

19

16

12

9

ta

5095

4485

38

32

26

d

75

65

50

Ba

P5

P4

P3

P2

P1

品番

112.345.3M48

3875

3465

29

24

19

m

55

46

36

s

M48

M42

M36

M30

M24

呼び径

溶接例

裏当て金

鋼管外面

本ボルトタイプ12本ボルトタイプ8本ボルトタイプ4

溶接肉盛り下面

上面

溶接肉盛り溶接肉盛り 下面

上面

下面

上面

中心マーク中心マーク中心マーク

tc

t
7

D
t

C1
C2

D
t

C1

D
t

C1
C2

⑧⑧ ⑧

⑥⑥

⑤⑤⑤

捨てコンクリート

②

③

角形鋼管

④

⑨

⑦

①

AA

捨てコンクリート

②

③

角形鋼管

④

⑨

⑦

①

捨てコンクリート

AA

②

③

角形鋼管

④

⑨

⑦

⑥

①

A A

を行う。
されない場合は、弛み止め
土間コンクリート等で被覆

ベースモルタル厚

L
a

L
u

H
c

b
c

A-A

AA

フーチング上端
基礎梁上面か

B
a

Ba ta

d
b

tw

d
2 d
1

LsLs

L

●

ﾎﾞﾙﾄ
ｱﾝｶｰ 座金 定着板

本ボルトタイプ12本ボルトタイプ4 本ボルトタイプ8

ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄ

カットV中心

ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄ

カットV中心

ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄ

カットV中心

ベースプレート

°
35

tc/4

2※１

アンカーボルト据付図

柱　　　部（標準）ベースプレート

品番品番品番 LaLu Lx帯　筋Hc bc 主　筋tdhC2C1品番 Dタイプ

ボルト

用

採
柱脚記号

325295235
N/mm  )の基準強度（柱材

適用柱サイズ

) シリーズ(SベースIS 同等品柱脚工法設計・施工標準図

A-AA-A A-A

規格品または大臣認定品とする。JIS※１　柱材は、指定

2

）SMnC443-R, ISB740A-R, ISB740B-R材料：ＩＳベース専用材（

  SS400材質：一般構造用圧延鋼材

JIS G4305 SUS304
またはJIS G3101 SS400 材質：　

JIS B 1181種六角ナット　1種　　　類：　

本ボルトタイプ8本ボルトタイプ4 本ボルトタイプ12

（捨てコンクリートの打設）5-2.

平成２１年５月作成

イダリング3-3.

定着板3-5.

座金3-4.アンカーボルト3-1.

ナット3-2.

2

基礎立上りがある場合4-3.形状・配筋4-2.

使用材料4-1.

以下とする。250mm）はhf　　　基礎立上り高さ（
柱形の配筋が、標準の場合

以上とする。

％0.2％以上、帯筋比は、0.8コンクリートの断面積の

を拡げた場合、主筋の断面積の和は、(bc)柱形の幅

主筋、帯筋の径・本数は、標準柱形の場合を示す。

以上に適用）                   SD345 (D19
以下に適用） SD295 (D16：筋鉄　　　

　以上  Fc=21N/mmコンクリート：

許容範囲内にあることを確認する。

により、｣チェックシート｢施工は、施工マニュアルに準じて行い、施工後

アンカーボルトの締付確認

（充てん型枠脱型・廃棄）5-10.

（鉄骨建方・アンカーボルトの本締）5-8.

（コンクリート打設）5-7.

（コンクリート打設前検査）5-6.

（配筋・型枠）5-5.

（墨出し）5-3.

アンカーボルト据付5-4.

施工打ち合わせ5-1.

ベースモルタルの充てん5-9.

)シングルナット(③一種ナット

Lx

ti
di

形状と寸法2-2.

SN490B 建築構造用圧延鋼材：

　（使用制限なし）TMCP325B 建築構造用認定鋼板：

以下）295N/mm   を超える場合は、柱材の基準強度が40mm　ベースプレート厚が

以下または40mmベースプレート厚がさ (

)底面(のある面が下面"溶接突起"

)鋼管取付面(のある面が上面"中心マーク"

ベースプレートは

に準じる。

｣鉄骨工事 JASS 6 建築工事標準仕様書

日本建築学会；｢溶接施工に関しては、溶接施工

◆注意◆

材質2-1. 角形鋼管との溶接要領2-3.

⑤イダリング

②ベースプレート

④座　　　金

⑥定　着　板

⑦セットフレーム

⑧セットアンカー

⑨モルタル

①アンカーボルト

2

３２５
２９５
２３５

(N/mm )基準強度

□１５０×１５０～

適用柱材

□５５０×５５０用

孔dhφ8- 孔dhφ12-孔dhφ4-

h
f

mis

33.2～33.0

33.2～33.0

33.2～33.0

施工5.

施工管理  6.

コンクリート柱形4.

アンカーボルト・ナット・座金・定着板3.

ベースプレート2.

構造概要1.

65

55

46

36

s

19

19

16

12

9

tw

5090

4378

37

31

25

d2

68

58

52

d1

C5

C4

C3

C2

C1

品番

9

8

7

5

mi

2.339.6

2.0

2.0

1.5

ti

33.9

28.5

22.5

di

M42

M36

M30

M24

呼び径
A53

A52

16045.0～44.6M48 5.0

16045.0～44.6M48 5.0

14538.9～38.8M42 4.5

14538.9～38.8M42 4.5

1115

1015

16096545.0～44.6M48A51 5.0

945A43

845A42

14574538.9～38.8M42A41 4.5

130775

130725

130

115

100

Ls

675

605

595

L

28.0～27.6

db

22.0～21.9

M36

M36

A33 4.0

A32 4.0

A31 M36 4.0

A2 M30 3.5

A1 M24 3.0

呼び径 ピッチ品番

P4

P4

P4

P4

P4

P3

P3

C4

C4

C4

C4

C4

C3

C3

A43

A43

A43

A43

A42

A32

A32

250

220

220

20-D25680 D13@100900以上800

680 D13@10020-D22840以上800

680 D13@10020-D22800以上800

175

175

175

680175 D13@100 22020-D22780以上800

580175 D13@100 25020-D25750以上700

490

490

155

155

D13@150 22016-D22730以上600

D13@150 22016-D22650以上600

410 5058580700

340 4558510610

300 5058470620SP352

SP351

SP451

290 4058460560

SP401

250 5058420550SP304

4050400 250500SP302

200 4050350460SP253

9×450×450　□

9×400×400　□

9×350×350　□

以下12×350×350　□

本8

本8

本8

S 4 5 1

S 4 0 1

S 3 5 2

本8S 3 5 1

本8S 3 0 4

＊

本8S 3 0 2

本8S 2 5 3

S 1 5

S 1 5 1

S 1 7

S 1 7 1

以下6×250×250　□

P3C3A31 440155 D13@150 16012-D16530以上5503250240340

P2C2A2 400135 D13@150 16012-D16490以上5003242210310

SP171

SP151

P3

P3

P5

P5

P5

P5

P5

P5

P5

P5

P4

P4

P4

P3

P3

P2

P1

C3

C3

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C4

C4

C4

C3

C3

C2

C1

A31

A31

A53

A53

A53

A52

A52

A52

A51

A51

A42

A41

A41

A31

A31

A2

A1

440155 D13@150 19012-D19600以上550

440155 D13@150 19012-D19550以上550

250

250

250

250

250

250

250

250

28-D25

28-D25

24-D25

24-D25

24-D25

20-D25

24-D25

20-D25

以上950

以上950

以上950

以上850

以上850

820 D13@1001050

820 D13@1001000

820 D13@100920

720 D13@100920

720 D13@100900

720 D13@100850以上850

670 D13@100800以上800

670 D13@100800以上800

195

195

195

195

195

195

195

195

580175 D13@150 22020-D22730以上700

480

480

440

440

400

410

175

175

155

155

135

125

D13@150 22012-D22680以上600

D13@150 19016-D19620以上600

D13@150 19012-D19600以上550

D13@150 19012-D19550以上550

D13@150 16012-D16500以上500

160D10@1508-D16以上500 460

2850310SP250 400

3250260350SP200

520 7066710840

470 6566660800

410 5566600730

410 6566600740

350 5566540710

330 5066520650

290 5566480640

280 5066470620

SP354

SP353

SP454

SP453

SP452

SP404

SP403

SP402

240 4558410510SP303

3658360460SP301

3658310430SP252

36

32

50

50

260

310

360SP201

SP251 420

2542230320SP17

2536210290SP15

以下9×450×450　□

以下19×450×450　□

以下16×450×450　□

以下12×450×450　□

以下9×400×400　□

以下19×400×400　□

以下16×400×400　□

以下12×400×400　□

以下9×350×350　□

以下12×350×350　□

以下19×350×350　□

以下16×350×350　□

以下16×300×300　□

以下12×300×300　□

以下9×300×300　□

以下12×350×350　□

以下22×450×450　□

以下19×450×450　□

以下16×450×450　□

以下22×400×400　□

以下19×400×400　□

以下16×400×400　□

以下12×450×450　□

以下12×400×400　□

以下22×350×350　□

以下19×350×350　□

以下16×350×350　□

以下9×200×200　□

以下19×300×300　□

以下16×300×300　□

以下12×300×300　□

以下9×300×300　□

以下16×250×250　□

以下12×250×250　□

以下9×250×250　□

以下12×200×200　□

＊

＊

以下12×175×175　□

以下6×175×175　□

以下12×150×150　□

以下6×150×150　□

以下12×175×175　□本4

本4 以下12×150×150　□

以下12×350×350　□

以下22×450×450　□

以下19×450×450　□

以下16×450×450　□

以下22×400×400　□

以下19×400×400　□

以下16×400×400　□

以下12×450×450　□

以下12×400×400　□

以下22×350×350　□

以下19×350×350　□

以下16×350×350　□

＊以下6×250×250　□本4S 2 5 0

＊以下9×200×200　□本4S 2 0 0

本8

本8

本8

本8

本8

本8

本8

本8

S 4 5 4

S 4 5 3

S 4 5 2

S 4 0 4

S 4 0 3

S 4 0 2

S 3 5 4

S 3 5 3

以下19×300×300　□

＊

以下16×300×300　□

以下12×300×300　□

以下9×300×300　□

以下16×250×250　□

以下12×250×250　□

本8S 3 0 3

＊

＊

＊

＊

＊

本4S 3 0 1

本4S 2 5 2

以下9×250×250　□本4S 2 5 1

以下12×200×200　□本4S 2 0 1

以下9×175×175　□本4

以下9×150×150　□本4

)平成１８年７月６日(２号-，国住指第５８０)平成１８年７月６日(－００６６MBLT国土交通大臣認定及び指定　
０３　（平成２０年１１月２１日）-ＢＣＪ評定－ＳＴ０１１２日本建築センター鋼構造評定委員会評定　

30mm

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-238/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)
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 ベース柱脚法設計・施工標準図 



デッキプレート

例）補強筋（Ｄ１３）

ひび割れ

45
d

10
0m
m

例）補強筋　Ｄ１０＠２００

４００ｍｍ以上

４００ｍｍ以上

ひび割れ

庇□ 50～110  ［　屋 根　　］  □ 80～90  ［　　　　　　］

合成スラブ設計・施工標準仕様書（日鐵スーパーＥデッキ同等品）

図１

図２

・柱廻りの補強（例）・大梁上の補強（例）

D22 or 2-D16

（イ，ロ共通）

行う。

形鋼による補強を

ａ

ｃｃ

ａ

b

ａ

ｃ

ａ

b

ｃ

b

ｂ；Ｄ１３（上端）

ａ；Ｄ２２（上・下端）

ｃ；Ｄ１０（上端）

b

ｂ；Ｄ１３（上端）

ａ；Ｄ１６（上・下端）

ｃ；Ｄ１０（上端）

合成スラブの開口部補強 ★スーパーＥデッキとＥデッキで合成スラブの開口補強方法が異なる。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（Ｄ１０以上）を施す。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

ｃ；１３（下端）

ｂ；１３（上端）

２，ｂ）開口部と同様の補強案とする。

ｃ）□６００×９００程度

ｂ）□３００程度
900mm

それ以外はＤ２２

いる。

を大きくする。

（図１，２）

行い、充分な養生期間を設ける。

６．　　　ひび割れ拡大防止のための留意点（参考）

ａ

ｃ

Ｌ≦

ｃｃ

ａ

ｃ

ｃ

b

ｃ

ｂ）開口群

２．開口が連続している場合

ｃｃ

ａ）φ１５０ｍｍ程度

イ）開口間の内法寸法≧３×開口径

ｃ

b

ａ

b

b
b

ｃ

ａａ

ｃｃ ｃ

ａ；Ｄ１３（上・下端）

ｂ；Ｄ１３（上端）、ｃ；Ｄ１０（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｃ；Ｄ１０（上端）

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ

ｃ

ｃ

ａ）φ１５０ｍｍ程度

ｃ

ｃ；Ｄ１０（上端）

ａ；Ｗ，Ｌ≦３００の場合はＤ１６

Ｗ≦６００ｍｍ

１．開口が独立している場合

を切断

則的耐火指定による条件に留意する。

ｃ）開口の大きさが幅（ｗ）６００ｍｍ、奥行き（Ｌ）９００ｍｍ程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続支持条件などの通

　　（Ｗ　はデッキ幅方向を、Ｌ　はデッキスパン方向を示すものとする。）

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｄ

D19

2

D16

1

ａｄ

n

ａｄ　：　所要鉄筋サイズ

ｎ　：　切断された耐火補強筋の本数

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｂｃ

ａ

ａ
ｃ

開口（Ｗ）

ｂ

ｄ

ａ；かぶり３０ｍｍ以上

ａｔ又はａｄの大きい方

耐火補強筋

　　・所要配筋量は、ａｔ　又は　ａｄ　の大きい方。

ａ

≧４０Ｄ

・かぶり　；３０ｍｍ以上

ａ）溝配筋方法

ｃ

ａ

≧４０Ｄ

ｂ

ｃ

ａｔ＝

ｃ ａ

≧４０Ｄ

Ｌ

ｂ

W

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

　　　　ｄ；耐火補強筋、Ｄ１３以上

　　増加曲げモーメント

・耐力補強筋の所要断面積；

ｆｔ・ｊ

M

　　　　ｃ；開口補強、Ｄ１０以上

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、Ｄ１３以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

・定着長さ；開口端より４０Ｄ以上

3

５．　　　　開　　口　　部　　補　　強　（例）

レートのウェブに

レートあるいは山

かかる場合は、プｃｃ

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

１．φ１１０ｍｍ程度で開口が独立している場合

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、ウェブに

　　かからない場合は補強の必要はない。

注：合成スラブの補強として、開口補強（ｃ；Ｄ１０）は行う。

ロ）開口部がデッキプ

（Ａ）設計上の留意点

１．小梁の剛性を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。

３．スパン～スラブ厚比を小さくし、配筋量

（Ｂ）施工上の留意点

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

mm

mm

３．０～４．０３．５～４．０ ４．０～４．５３．５～４．５

2

2
2

□　Ｄ１０－２００　　□　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

１．　　　設　　　　計

異形鉄筋(ＪＩＳ Ｇ３１１２,３１１７)

溶接金網　（ＪＩＳ　Ｇ３５５１）

1.6mm1.2mm

7,350

7,350

11,025

10,290

□　［　　　　　］ｍｍ

2

耐火区分

□　床１時間

□　床２時間

異形鉄筋

梁との接合形式

デッキプレート端部仕様

スーパーＥデッキ用システム部品

溶接金網または

コンクリート

デッキプレート

タログ及び設計・施工便覧による。
会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鐵デッキプレ－トカ
様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

合成スラブの設計・施工は（社）日本鉄鋼連盟編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準－２００４」
（社）日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、（社）日本建築学会編「建築工事標準仕

＊７　この耐火条件に適合しない場合は，ＦＰ０６０ＦＬ－９１２８あるいはＦＰ１２０ＦＬ－９１２９（吹付けロックウール被覆耐火構造）を適用すること。

＊４　デッキプレートの梁へののみ込み代を３０ｍｍ以上とすること。端部補強（Ｄ１３以上，Ｌ＝１ｍ）を梁への定着長さ１５０ｍｍで配しすること。

　　ただし，耐火補強筋（＊６　参照）を用いる場合は端部補強筋は不要。

＊６　耐火補強筋（Ｄ１３）をデッキプレートの各溝中央にかぶり４０ｍｍで配すること。

＊５　スパンが３．４ｍを超える場合は，梁との接合を頭付きスタッド（径１６ｍｍ以上，ピッチ３００ｍｍ以下）を使用すること。

＊２　許容荷重は，スラブ自重（デッキプレート＋コンクリート＋鉄筋）を差引いた数値である。

＊３　鉄筋比は，０．２％以上としなければならないので，同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

　　であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

ＳＲＣ造

ＲＣ造
Ｓ造

はり構造

○ -

○ ○

○ -

○ ○

○ -

○ -

○ -

○ -

○ -

○ -

○ ○

○ -

○ ○

○ -

○ -

○ -

○ -

○ -

-

φ６－

D10-

または

１００×１００

２００×２００

＜式１＞

＜式２＞

（接合部で幅調整をしてはならない。）

（単位：Ｎ）

デッキ板厚

SPW

PW･APW

（図２）焼抜き栓溶接１個所当りせん断耐力

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

スーパー

Ｅデッキスーパー

ＥデッキＥデッキ

スーパーＥテ゛ッキ

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

梁耐火被覆
５０ｍｍ以上

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

は異形鉄筋

＊１　許容スパンは，鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，ＲＣ梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の条件

異形鉄筋

異形鉄筋D13

普通・軽量）

必要に応じて行う。

合成デッキ
スーパーＥデッキ

異形鉄筋D13

（普通・軽量）

○

φ６－

１５０×１５０

または

２００×２００

D10-

１５０×１５０

φ６－

または

２００×２００

D10-

φ６－

D10-

２００×２００

または

１００×１００

D10-

２００×２００

D10-

φ６－

-9102

-9096

-9114

-9108

厚さ（ｍｍ）プレート2

認定番号

＜式２＞

３．６　以下 5.4

断面仕様使用条件

連続支持
FP120FL

EZ75

EZ50＜式１＞

３．４　以下 ２００×２００

または

１００×１００

２．７　以下

EZ75

＜式１＞２．７　以下

単純支持

EZ50

FP120FL

３．４　以下

EZ75

３．０　以下

＜式２＞３．４　以下

連続支持

EZ50

FP060FL

＜式２＞３．４　以下 EZ75

＜式１＞２．７　以下

単純支持

EZ50

FP060FL

　　　　　また，Ｗが９．８を超える場合は９．８とする。

），「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。　（注）　式中の「Ｗ」は許容荷重（ｋＮ／ｍ

Ｗ　＝　５．４×（３．４／Ｌ）

Ｗ　＝　５．４×（２．７／Ｌ）

認定条件

※注意

＜式２＞

＜式１＞

軽量８０以上

普通８０以上

軽量８０以上

普通８０以上

普通９０以上4.4３．６　以下

軽量８０以上

普通８０以上

軽量８０以上

普通８０以上

軽量８５以上

普通９０以上

軽量８５以上

普通９５以上

軽量９０以上

普通９５以上

軽量８５以上

普通９０以上

軽量８５以上

普通９５以上

拡大防止筋

ひび割れコンクリートデッキ

(kN/m )

許容荷重

(m)

許容スハ゜ン
支持条件

10.2907.3511.0257.35

1.61.2

（単位　ＫＮ）

１箇所当りのせん断耐力

50

鉄骨梁

＊梁の耐火被覆は、

　　必要に応じて行う。

スパン

鉄骨梁

150

＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁
鉄筋コンクリート梁（鉄骨鉄筋コンクリート梁）

150

3050

ｺﾝｸﾘｰﾄ

（普通・軽量）

溶接金網又は

スパン

耐火補強筋

30

50
鉄骨梁

＜ＦＰ１２０ＦＬ－９１０８又はＦＰ０６０－９０９６（連続支持）＞

150

30

40

＜ＦＰ１２０ＦＬ－９１１４又はＦＰ０６０－９１０２（単純支持）耐火補強筋タイプ＞

合成デッキ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

スパン

耐火補強筋

スパン

コンクリート

150

40

30

3050
鉄骨梁

溶接金網又は 溶接金網又は

４－１．　　　溶接金網又は異形鉄筋の納り（共通）

ピッチ１．０ｍ以下

溶接金網又は

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

切欠き

以上

異形鉄筋

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

梁耐火被覆

梁耐火被覆

梁

柱

ａ

デッキ受材

柱止りデッキ

デッキ

梁耐火被覆

壁壁

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

（２）建物外周部デッキスパン方向

梁耐火被覆

小口ふさぎ

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

壁

（１）建物外周部デッキスパン方向

50mm

小口ふさぎ

コンクリート

５０ｍｍ以上

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又

（４）デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

梁耐火被覆

スーパー

溶接金網又は

又は頭付きスタッド

（７）柱廻り

ａ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、
２００ｍｍ以下

幅調整金物

溶接金網又は

（６）デッキ幅方向デッキ振り分け

発射打込みびょう

又は頭付きスタット゛

コンクリート

異形鉄筋

溶接金網又は

柱

現場切断

（デッキ）

ＦＢ６５×６等

デッキ受材

ｺﾝｸﾘｰﾄ

テ゛ッキ受材

ＦＢ６５ｘ６等

ａ－ａ断面図

（幅調整金物）

現場切断

梁耐火被覆

ＦＢ６５ｘ６等

溶接金網又は

コンクリート

（９）デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

（５）デッキ幅方向デッキ連続

又は頭付きスタット゛

コンクリート

（８）デッキスパン方向梁継手部

デッキ受材

小口ふさぎ

溶接金網又は

梁耐火被覆

（１０）耐火補強筋の納まり（ＦＰ１２０ＦＬ－９１１４，ＦＰ０６０ＦＬ－９１０２）

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

コンクリート

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

（３）建物外周部デッキ幅方向

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

30

40

（デッキ各溝）

耐火補強筋：Ｄ１３

１５０ｍｍ以上

又は頭付きスタッド
壁

５０ｍｍ以上D13

耐火補強筋

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による

梁耐火被覆

１５０ｍｍ以上

又は頭付きスタッド

D13 ５０ｍｍ以上

耐火補強筋

梁耐火被覆

スペーサー：

スーパーＥデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

重ね代４５ｄ以上

＜異形鉄筋＞

スーパーＥデッキ

30mm

スーパーＥデッキ

異形鉄筋　Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

＜溶接金網＞

溶接金網

30mm

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

又（　）内寸法はφ６－１００ｘ１００を示す

横筋

寸法はφ６－１５０ｘ１５０を示す

２００ｍｍ以上

（１５０ｍｍ以上）

４－２．　　　標準納まり：Ｓ造（鉄骨造）の場合

えたりしない。

（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

ヤで傷つけないようにする。

デッキ山部

大梁

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株），日本ドライブイット（株）

（図１）

□　６００ｍｍ

（溶接ピッチ）

※（図２）項のせん断

耐力／個を参照

発射打込みびょう

焼抜き栓溶接又は
ﾋﾟｯﾁ

中間１個所

各谷１箇所（小梁）

接合部２個所

デッキプレートスパン方向

９　以上

1.6

３４～３６

３００～３２０

９　以上 ６～９未満

焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）

ＪＩＳ　Ｚ　３８４１基本級以上

ＪＩＳ　Ｚ　３８０１基本級以上又は

低水素系溶接棒φ４ｍｍ

３００～３２０

３３～３５

６～９未満

又はエンジン溶接機２３０Ａ以上

交流アーク溶接機ＡＷ２５０Ａ以上

１９０～２３０

６　以上

ワイヤ：ＹＧＷ１１、１２　φ１．２　ガス：ＣＯ

ＪＩＳ　Ｚ　３８４１　基本級以上

専用溶接機（３５０Ａ）

1.2

自動焼抜き栓溶接（ＡＰＷ）

1 割付け計画

2

3

4

（図２）

項目

溶　接　機

標

準

溶

接

条

（ｄ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図１）

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

デッキ板厚（ｍｍ）

溶接方法

溶接棒及び溶接材料

溶接　電流（Ａ）

溶接　電圧（Ｖ）

梁フランジ板厚（ｍｍ）

（ｅ）焼抜き栓溶接の溶接条件及び溶接機器仕様

溶接作業者資格

（大梁）接合部２個所

デッキプレート幅方向

工法・工程・割付け計画をたてる。

デッキプレートと梁との接合

（ｂ）頭付きスタッドの施工は　ＪＡＳＳ６　による。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

敷込み・仮止め

EZ50

ＳＥスヘ゜ーサー等

１度打ち２度打ち

２５±３

２度打ち１度打ち

１８　以上

８～１２

（図３）

ｽｰﾊﾟｰE

（図４）

30

（図４）

溶接金網又は異形鉄筋

重ね代　２００又は１５０ｍｍ以上

５０ｍｍ以上

（図５）

件

溶接径（ｍｍ）

6 開口部補強

7

8

5

9 養　生

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（５．開口補強を参照。）

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。（図５）

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与 

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

溶接金網又は異形鉄筋

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

コンクリ－ト打設

アークタイム（ｓｅｃ）

３．　　　施　　　　工

２．　　耐　火　設　計

□　その他

□　びょう打ち

システム部品デッキプレート形状・寸法

設計基準強度　（Ｎ／ｍｍ　）

ｽｰﾊｰE
EZ50

50

※溶接位置等は特記による

（焼抜き栓溶接は不要）接等による。

□　ＰＷ・ＡＰＷ：標準溶接径　２５ｍｍ

注　　　　　記種　類

デッキ山上厚さ　（ｍｍ）

種類

表面処理

板厚　（ｍｍ）

種類

□　焼抜き栓溶接

□　頭付きスタット゛

□　エンクロ　　　　　　　　　　　　□　小口フサキ゛

□　ＳＥスヘ゜ーサー　　　　　　　□　ＳＥハンカ゛ー

□φ６－１５０　　□φ６－１００　　□　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□　７０　　　　　　　□　８０　　　　　　□　８５　　　　　　□　９０

□　１８　　　　　　　□　２１　　　　　　　□　［　　　　　　　　　　］

□　普通　　　　　　□　軽量１種　　　　　□　軽量２種

□　塗装（ＪＩＳ　Ｋ５６２１　３種相当品／一次塗装：裏面のみ）

□　Ｚ１２　　　　　　□　Ｚ２７　　　　　□　無し　　　　　　□　［　　　　　　　］

□　１．２　　　　　　　□　１．６

□　ＳＰＷ　　　：標準溶接径　１８ｍｍ以上

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

75

幅調整板

SEF

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEﾊﾝｶﾞｰ SEｸﾛｰｻﾞｰ

ＥＺ５０

SEﾒﾝﾄﾞ

EZ50

EZ75

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合はアークスポット溶

□　ＥＺ５０　　　　□　ＥＺ７５　　

2

185115

175125

120180

125175

600

600
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剛接合

小梁仕口ボルト2列接合部

特記無記限り

C1 C1 C1 C1

C1C1C1C1

特記無記限り

: 土間コンクリート

SN490C(ダイヤフラム等)

φ700　 有効長さL=3.20m

φ800　 有効長さL=3.30m

LRa=141.0(kN/本)

LRa=184.0(kN/本)

φ700

φ800

柱状改良体(土間スラブ下)

地盤改良工法

直接支持による独立基礎

SSC400　(リップみぞ形鋼)

S10T (高力ﾎﾞﾙﾄ)

Fc=21 N/mm2

SD345 (D19-D22)

SN400A (小梁,プレート類)

Fq=21 N/mm2 + S 

SN400B (大梁・片持ち梁)

BCR295　(ボックス柱)

SD295A (D10-D16)

柱状改良体(柱下)

柱状改良体支持力

(財)日本建築センター発行に従い検討、施工を行う。

尚、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」

スリーエスG-cube工法設計・施工資料参照とする。

柱状改良体支持力

注 1 ) 地中障害については別途検討し監督員の承認を得る事。

(スリーエスG-cube工法)

基　礎　工　法

調合管理強度

設計基準強度

ﾎﾞ ﾙ ﾄ
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■　参考文献　：　鉄骨構造基準接合部委員会ＳＣＳＳ－Ｈ９７

■　設計　：　保有耐力継手

■　梁鋼種　：　ＳＳ４００、ＳＮ４００

■　ボルト　：　ＨＴＢ－Ｆ１０Ｔ、ＨＴＢ－Ｓ１０Ｔ鉄骨構造梁継手標準リスト表 (ピン接合部)鉄骨構造小梁仕口標準リスト表

2(4)-M16

PL-16

2-M20

2-M16

2-M16

2-M16

2-M16

2-M16

Ｃ-100×50×20×2.3

2Ｃ-100×50×20×2.3

[-150×75×6.5×10

[-125×65×6×8

[-100×50×5×7.5

PL-12

PL-9

採 用

ＰＬ-320×170×9

Ｈ-582×300×12×17

Ｈ-482×300×11×15

M22 ＰＬ-440×170×9M22 ２列（千鳥）４本 ７本ＰＬ-440×110×16ＰＬ-440×300×12 60mm40mm150mm １列

※　＊寸法はボルト配列を外側に半ピッチずらすことを表す。

M22 ＰＬ-620×290×16M22Ｈ-918×303×19×37 ２列（千鳥）７本 １０本ＰＬ-710×110×28ＰＬ-710×300×25 60mm40mm150mm ２列

M22 ＰＬ-620×290×16M22Ｈ-912×302×18×34 ２列（千鳥）７本 １０本ＰＬ-710×110×25ＰＬ-710×300×25 60mm40mm150mm ２列

M22 ＰＬ-740×170×12M22Ｈ-900×300×16×28 ２列（千鳥）６本 １２本ＰＬ-620×110×22ＰＬ-620×300×19 60mm40mm150mm １列

M22 ＰＬ-740×170×12M22Ｈ-890×299×15×23 ２列（千鳥）５本 １２本ＰＬ-530×110×19ＰＬ-530×300×16 60mm40mm150mm １列

M22 ＰＬ-620×170×12M22Ｈ-800×300×14×26 ２列（千鳥）５本 １０本ＰＬ-530×110×19ＰＬ-530×300×19 60mm40mm150mm １列

M22 ＰＬ-560×170×9M22Ｈ-700×300×13×24 ２列（千鳥）５本 ９本ＰＬ-530×110×19ＰＬ-530×300×19 60mm40mm150mm １列

M22 ＰＬ-440×170×9M22Ｈ-588×300×12×20 ２列（千鳥）４本 ７本ＰＬ-440×110×16ＰＬ-440×300×12 60mm40mm150mm １列

M22M22 ２列（千鳥）４本 ５本ＰＬ-440×110×12ＰＬ-440×300×1240mm150mm 60mm１列

M22 ＰＬ-320×170×12M22Ｈ-488×300×11×18 ２列（千鳥）４本 ５本ＰＬ-440×110×12ＰＬ-440×300×1240mm150mm 60mm１列

M22 ＰＬ-320×170×9M22Ｈ-440×300×11×18 ２列（千鳥）４本 ５本ＰＬ-440×110×12ＰＬ-440×300×1240mm150mm 60mm１列

M22 ＰＬ-260×170×9M22Ｈ-390×300×10×16 ２列（千鳥）３本 ３本ＰＬ-350×110×12ＰＬ-350×300×12 90mm１列40mm150mm

M22 ＰＬ-200×170×9M22Ｈ-340×250×9×14 ３本 ２列 ３本ＰＬ-410×100×12ＰＬ-410×250×12 60mm１列―150mm

M20 ＰＬ-200×170×9M20Ｈ-294×200×8×12 ３本 ２列 ３本ＰＬ-410×80×9ＰＬ－410×200×9 60mm１列―120mm

M20 ＰＬ-170×140×9M20Ｈ-244×175×7×11 ２本 ２列 ２本ＰＬ-290×70×9ＰＬ－290×175×9 60mm１列―105mm

M16 ＰＬ-350×50×9M16Ｈ-100×100×6×8 ２本 ２列 １本―ＰＬ-290×100×16 * 60mm２列―56mm

M16 ＰＬ-230×140×6M16Ｈ-194×150×6×9 ２本 ２列 ２本ＰＬ-290×60×9ＰＬ-290×150×9 * 60mm１列―90mm

M16 ＰＬ-290×80×6M16Ｈ-148×100×6×9 ２本 ２列 １本―ＰＬ-290×100×16 60mm２列―56mm

ボルト径梁サイズ ＧＰＬ

PL-9

PL-6

PL-12

5-M20

5-M20

4-M20

4-M20

3-M20

3-M20

2-M20

2-M16

6-M20

6-M20

5-M20

5-M20

4-M20

4-M20

4-M20

4-M20

3-M20

3-M20

3-M20

3-M20

2-M20

2-M16

2-M16

2-M16

2-M16

Ｈ-488×300×11×18

Ｈ-482×300×11×15

Ｈ-440×300×11×18

Ｈ-390×300×10×16

Ｈ-340×250×9×14

Ｈ-294×200×8×12

Ｈ-244×175×7×11

Ｈ-194×150×6×9

Ｈ-148×100×6×9

Ｈ-596×199×10×15

Ｈ-600×200×11×17

Ｈ-500×200×10×16

Ｈ-496×199×9×14

Ｈ-450×200×9×14

Ｈ-446×199×8×12

Ｈ-400×200×8×13

Ｈ-396×199×7×11

Ｈ-350×175×7×11

Ｈ-346×174×6×9

Ｈ-300×150×6.5×9

Ｈ-298×149×5.5×8

Ｈ-250×125×6×9

Ｈ-248×124×5×8

Ｈ-200×100×5.5×8

Ｈ-198×99×4.5×7

Ｈ-175×90×5×8

Ｈ-150×75×5×7

Ｈ-125×60×6×8

ＰＬ-410×199×12

ＰＬ-410×199×12

５本ＰＬ-410×199×12

ＰＬ-410×199×9

ＰＬ-290×174×9

ＰＬ-290×149×9

ＰＬ-410×124×12

M22 ＰＬ-440×170×9M22 ３本 ２列 ７本ＰＬ-410×80×12ＰＬ-410×200×12 60mm１列120mmＨ-600×200×11×17 ―

Ｈ-596×199×10×15 M22 ＰＬ-440×170×9M22 ３本 ２列 ７本ＰＬ-410×80×12 60mm１列120mm ―

M20 ＰＬ-320×170×9M20Ｈ-500×200×10×16 ３本 ２列 ５本ＰＬ-410×80×12ＰＬ-410×200×12 60mm１列―120mm

90mm

105mm

120mm

120mmＨ-298×149×5.5×8 M20 ＰＬ-200×170×6M20 ２本 ２列 ２本ＰＬ-290×60×9 １列

３本 ２列

３本 ２列 60mm５本 １列Ｈ-496×199×9×14 M20 ＰＬ-320×170×9M20 ＰＬ-410×80×12

M20 ＰＬ-320×170×9M20Ｈ-450×200×9×14 ３本 ２列 ５本ＰＬ-410×80×12ＰＬ-410×200×12 60mm１列―120mm

Ｈ-446×199×8×12 M20 ＰＬ-320×170×9M20 ＰＬ-410×80×12 60mm１列―120mm

M20 ＰＬ-260×170×9M20Ｈ-400×200×8×13 ３本 ２列 ４本ＰＬ-410×80×9ＰＬ-410×200×9 60mm１列―120mm

Ｈ-396×199×7×11 M20 ＰＬ-260×170×9M20 ３本 ２列 ４本ＰＬ-410×80×9 60mm１列―120mm

M20 ＰＬ-260×170×6M20Ｈ-350×175×7×11 ２本 ２列 ３本ＰＬ-290×70×9ＰＬ-290×175×9 １列

Ｈ-346×174×6×9 M20 ＰＬ-260×170×6M20 ２本 ２列 ３本ＰＬ-290×70×9 90mm１列―105mm

M20 ＰＬ-200×170×6M20Ｈ-300×150×6.5×9 ２本 ２列 ２本ＰＬ-290×60×9ＰＬ-290×150×9 120mm１列―90mm

―

M16 ＰＬ-290×170×6M16Ｈ-250×125×6×9 ３本 ２列 ２本ＰＬ-410×125×12 90mm２列―75mm ―

Ｈ-248×124×5×8 M16 ＰＬ-290×170×6M16 ３本 ２列 ２本 90mm２列―75mm ―

M16 ＰＬ-170×140×6M16Ｈ-200×100×5.5×8 ２本 ２列 ２本ＰＬ-290×100×16 60mm１列―56mm ―

―

90mm―

梁サイズ
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ボルト径 ピッチ（ｐ） 添板ボルト径 本数 配列 ゲージ(ｇ１) ゲージ(ｇ２) 内添板 本数外添板 配列

( 屋 根 、 小 梁 B 2 の 2 配 列 )

4-M16 ＧＰＬ-6
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注) PL-16以上のダイヤフラム材については、SN490C使用の事とする。
注) PL-16以上のダイヤフラム材については、SN490C使用の事とする。
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ス リ ー エ ス G - cube 工 法  特 記 仕 様 書

　　　　この工法は、セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し、現地盤をコラム状に固化する地盤改良を行うものである。

　　　　本地業は、セメントスラリーを用いたスラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良地業である。

１．工　事　概　要

２．一　般　事　項

　　　　本地業は、本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（平成14年11月30日　財団法人 日本

　　　　建築センター、以下指針という）による。

　　　　（６）　品質及び施工管理は、スリーエスＧ工法品質・施工管理マニュアルに基づいて行うものとする。

　　　　（５）　工法の選定は、(財)日本建築総合試験所において下記の性能証明を有する工法を選定する。

　　　　（２）　コラム設計基準強度はFc=1100kN/㎡とする。

３．特　記　事　項

　　　　（１）　コラムの径、掘削深度（改良長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。但し、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの

　　　　　　配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認の上に変更することができる。

　　　　（３）　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理、施工管理および品質検査を実施する。

　　　　（４）　セメントスラリーを用いた機械攪拌式深層混合処理工法のスリーエスＧ工法協会に所属する会員とする。

　　　　　　　　　①変動係数25％が砂質土、粘性土、ローム地盤で採用できること。

　　　　　　　　　②小規模建築物に対する品質管理が規定されていること。

　　　　　　　　　③材齢７日強度で合否判定が可能であると認定されていること。

　　　　（４）　工事要領（使用固化材・配合・攪拌翼の昇降速度・吐出量等）。

　　　　（８）　その他、必要事項。

　　　　（３）　工事期間及び工程。

　　　　（７）　建築技術性能証明書。

　　　　（２）　工事内容（コラム径・コラム長・空掘り長・コラム数・設計基準強度）。

　　　　（６）　配合管理・施工管理・品質管理の方法。

　　　　（１）　地盤概要。

　　　　（５）　施工機器及び仮設設備と配置。

　　　　工事に先立ち、施工計画書を監査員に提出する。施工計画書は次の事項を明記する。

４．施　工　計　画

　　　　（５）　ミキシングプラントは所定吐出量を十分供給できる能力を有していること。

５．施　工　機　械

　　　　（４）　改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したものでリーダー付及び自走式タイプであること。

　　　　（３）　所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること。

　　　　（１）　攪拌翼はセメントスラリーと原位置土を確実に攪拌混合するための共回り現象を防止する攪拌装置を装備すること。

　　　　（２）　攪拌翼は上下にセメントスラリー吐出口を設け、掘削時に下吐出口から引上げ時に上吐出口からセメントスラリーを吐出可能な吐出切替構造であること。

　　　　（１）　固形材　　　　　セメントまたはセメント系固化材とする。

６．固形材の配合及び配合量

　　　　　　　　　　　　　　　　　 土質サンプリング及びpH試験、含水比試験又は湿潤密度試験を実施する。これらの試験で問題がないと判断した場合はスリーエスG

　　　　（２）　配合　　　　　　 水/固化材比    Ｗ/Ｃ=70％

　　　　（３）　配合量　　　　　３００kg/ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　工法品質・施工管理マニュアルに従い、配合量を決定すると共に事前配合試験を不要とすることができる。

　　　　　　　　　　　　　 　　　  ただし、基準値を外れた場合や必要と判断される場合はこの限りではない。

3

　　　　　　　　　②　設計対象層(最弱層)の深度は、GL-(2.00m)付近とする。

　　　　　　　　  ①　設計対象層は最弱層とし、砂質土、粘性土、ロームの土質区分では（埋土（シルト、シルト質粘土））とする。

　　　　（１）　設計対象層及び調査箇所数

７．品　質　検　査

1箇所

3箇所

材齢  7日

材齢  7日

備　考採取箇所数

　　　頭部モールドコアの抜き取り数は、改良体100本に1箇所以上とする。

　　　　　　　　 ②　改良部の連続性、土塊混入状況、及び不良率の確認をフェノール試験、指圧試験により行う。

　　　　　　　　 ①　設計対象層に対しメーターサンプラーにてサンプリングを行う。

　　　　（２）　メーターサンプラーによる品質管理

おける品質検査

小規模建築物に

深部モールドコア

頭部モールドコア

採取部位項　　目

表１．調査箇所数

注)　深部モールドコアにおいて、Xi7＜Fcの場合は、材齢28日強度を確認する。

　　　　　　　　 ⑤　これらにより、健全な品質を確認しモールドコア試験を実施する。

　　　　　　　　 ④　高温養生（60℃）による材齢1日圧縮試験を行う。

　　　　　　　　　　　でサンプリングすることによりメーターサンプラーの代用を行う。

　　　　　　　　 ③　ただし、現場状況等によりメーターサンプラーによるサンプリングが困難な場合は、深部モールドコアを1箇所追加し、計2箇所

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ ： 個々の供試体

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ ： コアの抜き取り個数

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆｃ ： 設計基準強度（kN/㎡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（もしXi7＜Fcの場合は、Xi28≧Fcを確認する。）

　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｘｉ ： 検査対象層より採取した個々のコアの一軸圧縮強さ（材齢7日）（1 ≦ i ≦ n）（kN/㎡）、

　　　　　　　　　　　　　Xi ≧ Fc

　　　　　　　　 ②　合否の判定はn個(コアの個数)の一軸圧縮試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

　　　　　　　　 ①　抜き取り１箇所に対して３個の供試体を採取する。

　　　　（３）　合否の判定（小規模建築物に_おける品質検査）

　　　　　　③　コラムの径及び改良長

　　　　　　②　コラムの施工日

　　　　　　⑥　モールドコア圧縮強度試験結果

　　　　　　⑤　固化材の配合と使用量

　　　　　　④　掘削深度

　　　　　　①　コラム伏図及び番号

　　　　 工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

８．工　事　報　告

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-245/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

柱状改良特記仕様書(参考)

-

 柱状改良特記仕様書(参考) 



分岐　　　　　単相　　　　２線式　　　　200V

分岐　　　　　単相　　　　２線式　　　　100V

幹線　　　　　単相　　　　３線式　　　100/200V　　　50Hz
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平成２５年度　両総農業水利事業　第２揚水機場付帯施設建築工事
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　・　高圧交流負荷開閉器(ＬＢＳ)はストライカ式とする　　　・　製造所は、評価名簿による

　・　第２種接地線は、漏電警報器(ＥＬＲ)を設置する　　　・　絶縁ゴムマット（　　　　　　　　　　）

 ７　その他

 ５　進相コンデン

 ６　電力監視装置

自動力率調整　　　・　する　　　・　しない

　・　高圧側設置　　　・　低圧側設置　　　・　高調波対策設置

　・　変圧器単相　　　・　油入　　　・　モ－ルド　　　容量　　　　KVA

　・　変圧器三相　　　・　油入　　　・　モ－ルド　　　容量　　　　KVA ４　変圧器容量

　・　ＰＦ・Ｓ形　　　・ＣＢ形　　　（低格遮断電流　　　　ＫＡ） ３　主遮断装置

　・　キュービクル式配電盤　　　・　高圧開閉配電盤

　・　屋外形（　・　鋼板　　　・　SUS）　　　・　屋内形（　・　鋼板　　　・ＳＵＳ） ２　配電盤

　・　低圧動力　　・　三相 ３ 線式 ２００Ｖ　　低圧電灯　　・　単相 ３ 線式 100Ｖ/200Ｖ

　・　高圧　　　　　・　三相 ３ 線式 ６ｋＶ １　電気方式

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

身
障

者
用

〃

〃

〃

1500（上端2000以下）

動
力

1000～1300地上～中心〃　　　　　（屋外）

300

1300

〃

床上～中心

コンセント （資料倉庫）

スイッチ （資料倉庫）

1500（上端2000以下）床上～中心分電盤

電
灯

取付高（㎜）測点機器
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　 否を判定した報告書を提出する。

　　 設備

　・　増幅器　　　Ｗ

　　 網設備

　　 アウトレット

　・　一般電話用　　　個（　・　納入する　　　・　取付ける）

　・　接地極埋設　　　・　建築構造体利用 ３　接地極

　・　引下げ導線　　　・　建築構造体利用 ２　避雷導線

　・　突針　　　・　むね上導体　　　・　笠木（別途）　など １　受電部

回線数　　　・　内線　　／　　回線　　　・　局線　　／　　回線　　　・　専用データ(　　回線)

　・　本工事　　　・　別途工事 ５　保安器用接地

　・　銅合金製　　　・　アルミ製

    (亀甲形)

 ４　ローテション

　・　ＥＭ-ＢＴＩＥＦ　０.４-２P（　・　　２０ｍ　　・ 　　　　m）

　・　ＥＭ-ＴＩＥＦ　０.６５-２Ｃ（　・　２０ｍ　　　・　　　　m）

電話機1台につき、次のものを見込む。 ３　電話機への配線

　・　ボタン電話機　　　・　多機能電話機　　　・　内線電話機

　・　本工事　　　・　別工事 ２　電話機

　・　主装置等の撤去（支障時の取り扱い：　　　　　　　　　　）

形式　　　・　ボタン電話装置　　　・　PBX　　　・　電子交換 １　電話交換機

　　 押釦

本、５個以上の場合（２５）を２本、天井まで立上げる。

　　 アウトレット

記による。

溶融亜鉛メッキ製またはステンレス製とする。　　 金具等

　　 の仕上げ

による。

―

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

する。装柱機器用接地極の埋設標は不要とする。

　　 養生

　　 線器具の蓋

用する。

監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。　　 管路など

　　 可とう管

ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。

　けについては、取付け下地を入念に施工し、機器メーカーの指定する方法で確実に取付

　　　材取付床の階(当該階の上階)を適用する。

０.６（１.０）

１.０（１.５）

１.０（１.５）

０.６（１.０）

１.５（２.０）

１.０（１.５）

０.６（１.０）

一般の施設

２.０（２.０）

０.４（０.６）

１.５（１.５）

特定の施設

上層階、屋上及び塔屋

一般機器

１階及び地下階

設置場所

重要機器 一般機器

耐震安全性の分類

１.５（２.０）

１.０（１.０）

中間階

重要機器

同解説」　(建設大臣官房官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針」（建設省住

　　　　　 ・　建築工事特記仕様書による

　 ものを監督職員に提出する。　　(工事写真)

防犯性の向上については「防犯に配慮した設計ガイドライン」を遵守すること。

　 屋外に設置する機器付属金物・ボルトナット類及び外壁等への取付用配管支持金具は、

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=14又はW=40）×3連-1組

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=10又はW=30）×2

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-　組

EP×1

 10Ω以下

 10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

 10Ω以下

 10Ω以下

100Ω以下

 10Ω以下

   Ω以下

 10Ω以下

 10Ω以下

   Ω以下

 10Ω以下

避雷器用（高圧用）

避雷器用（低圧用）

測定用

防犯装置用

拡声増幅器

電話引込口の保安器

本配線盤の保安装置

構内交換機（陽極用）

Ｄ種接地

Ｃ種接地

Ｂ種接地

Ａ種接地

共同接地

避雷設備用接地

避雷設備用接地

ELH

ELL

E0

EK

EDa

EDt

EAt

Et

ED

EC

EB

EA

EA ED

EL

EL・

接地極の規格、数量接地抵抗値記号接地の種別

　けを行うものとするが、監督職員の承諾を受ける。

　　　持される機器は当該階を適用し、天井面より支持(上階床より支持)される機器は支持部

注２）　設置場所の区分は機器を支持している床部分にしたがって適用する。床又は壁に支

宅局建築指導課監修)　による。

19　耐震措置

18　試験

17　完成写真

　　 及び位置表示

29　接地極の種別

28　再使用機材

27　ＯＡフロア用配

26　フロアプレート

25　フラッシプレート

24　呼び線

23　インサート

22　電線本数、

21　合成樹脂製

20　保温、結露防止

34　その他

33　屋外部の支持

　・　屋外　　　・　居室（　　　　　　　　　　）　　 等のキャビネット

下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとする。32　分電盤･制御盤

　 既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッター31　はつり

　・　屋外　　　・　居室（　　　　　　　　　　）　　　・　ＥＰＳ等

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。30　塗装工事

6）　重要機器類

3）　地域係数は1.0とする。

4）　重量が１００kg以下の比較的軽量な機器(共通仕様書の適用を受けるものは除く)の取付

共通仕様書に定める試験を行い、試験成績表を監督職員に提出する。

　・　写真(電子媒体によるものを含む)はカラーサービス版でＡ４版スクラップ帳にし、下記の

　 耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画及び

　・　指定機材（　　　　　　　　　　）　　　・　特別清掃（　　　　　　　　　　）

水平調整付プレート(空転防止リング付)とする。

　・　金属製(ステンレス、新金属も含む)　　　・　樹脂製

　 長さ１m以上の入線しない管路には、1.2㎜以上のＥＭ-ＩＥ電線を挿入する。

　 鋼製とする。なお、床板で保温打込み部分は、断熱材用インサート(亜鉛めっき製品)を使

　 分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、

合成樹脂製可とう管は、ＰＦ管(一重管)とし、温度による分類は、タイプ-２５とする。

　 外部に面する壁、天井で建築工事でＦＰ版(スタイロホーム等)打込み箇所に取付ける位置

　 接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１５００㎜とする。ただし、Ｗ=３０は１２００㎜と

　・　アルミ製　　　・　樹脂製

5）　配線・配管及びダクトの支持　　　・　共通仕様書及び標準図による

2）　本施設は(　・　一般の施設　　　・　特定の施設)とする。

注１）　(　)内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

1）　局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度(Ks)

　　　　　ハ） 写真の撮影業者　　　監督職員の承諾する撮影者

カラーサービス版　　・　４部

　　　　　ロ）　工事写真 カラーサービス版　　・　１部

　　　　　イ）　完成写真(改修においては、着工前を左･完了後を右に入れる)

・　１部

・　２部

・　１部

・　１部

・　１部

・　４部

                 ＳＸＦ形式)電子媒体（ＦＤ、ＭＯ、ＣＤ-ＲＯＭ、ＤＶＤ-ＲＯＭ）

　　　　　イ）　機器製作図　　　　　　　　　　　　 一式

工事における施工図及び完成図のため以外に使用しないこととし、貸与する場合の完成図　　 完成図等

  ほか、別紙様式により建設廃棄物処分計画書を提出して監督職員の承諾を受ける。

  FDを提出する。なお、データFDの提出が困難な場合は、監督員の承諾を得た上で、調査

  より契約されたものは、下請負業者と契約締結後、全ての下請契約書の写しを２週間以内

らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　別途工事）

事で設置する場合は図示による。

負者の負担とする。　　 その他

　　 性能証明 ４節１･４･２(b)の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略できる。但し、共

　サービス体制等を証明するに十分な資料を添付し、設計図書に規定するもの又は、これら

　の品質･性能を有することの評価を受けた機材等を使用する。

　　 の登録

の提出にあっては、ＣＡＤデータにより入力保存したものとする。

　 下記の施工図及び完成図等を監督職員に提出する。なお、貸与するＣＡＤデータは当該16　施工図及び

    施工計画書には、使用機械器具･各工種の材料･工法･日程等の内容を記載した文章の

4） 建設廃棄物等処分計画書

　票の提出とする。

    工事完了後、「再生資源利用[促進]計画書(実施書)入力システムにより、実施書のデータ

3） 再資源利用促進計画書･再資源利用計画書及びそれぞれの実施計画書

    本工事において使用する主要機器資材メーカーリスト1通を監督職員に提出する。

2） 主要機器資材メーカー報告書

1） 施工体制台帳及び施工体系図

　のとし、現場表示も併せて行うものとする。

　に監督職員に1部提出する。また、施工体制台帳及び施工体系図は工事現場に備えるも

　  本工事において、下請金額の合計が１００万円以上の場合又は、低入札価格調査制度に

 請負者は、工事を下請負に付する場合には、可能な限り地元建設業者を使用すること。

3） 請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。

　 請負者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければな

　　 ・　構外搬出適正処理（　・　本工事 (約　　　km ・ 搬出調書等を提出する　)

2） 再生資源の利用を図るもの

15　報告書

14　工事の下請負

13　発生材の処理等

12　足場･その他

11　監督職員事務所

10　工事用仮設物

 ９　工事用電力･水

 ８　技術検査

 ７　機器の品質･

 ６　機材等

 ５　電気保安技術者

 ４　電気工事士

 ３　工事写真

 ２　書類の書式等

 １　工事実績情報

　 別契約の関係請負者の定置する足場、桟橋の類は、無償で使用できるものとする。本工

　 本工事に必要な工事用電力、水、及び官公庁等への諸手続きなどの費用は、すべて請

工事施工途中における技術検査(「中間検査」)は各必要な工程で行う。

通仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

　 使用する機材が前項１)による場合は、評価書の写しをもって、共通仕様書第１編第１章第

3） 本県に本社、支店、営業所を有するメーカー製品及び可能な限り県産材を使用すること。

　と同等以上のものとし、監督職員の承諾を受ける。

2） 評価書に記載のない項目については、監督職員と協議の上、機器性能･規格･納入実績

　　　　　 ・　建築工事特記仕様書による

　　　　　ヘ） 納入仕様書　(機器完成図)

　　　　　ホ） 保全に関する資料(取扱説明書)

　　　　　ニ） 完成図を入力保存した（イメージ画像によるＴＩＦＦ形式又はCADデータによる

　　　　　ハ） 黒表紙金文字入(折りたたみ→Ａ４・学校改修工事は不要)

　　　　　ロ）　Ａ４版二つ折り製本

　　　　　イ）　二つ折り製本

２）完成図等

　　　　　ハ） 機器･配管等固定の施工図　　　一式

　　　　　ロ）　制御システム図　　　　　　　　　　 一式

１）施工図

2） 下請負者が青森県の指名競争参加資格者である場合には、指名停止期間中でないこと。

1） 請負者が、工事の施工について総合的に企画、指導及び調整するものであること。

　　 ・　構内指示の場所に敷き均し　　　・　構内指示の場所に堆積

5） 建設発生土の処理

4） 1)～3)以外の発生材の処理地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　PCB安定器　　　処理方法（　　　　　　　　　　）

3） 特別管理産業廃棄物　　　・　なし　　　・　あり(下記による)

1） 引き渡しを要するもの　　　・　なし　　　・　あり(下記による)

机・いす・書棚・衣類ロッカー・保護帽・懐中電灯・ゴム長靴・雨カッパ

監督職員事務所には次の備品等を置く。

　・　設けない　　　・　設ける(　・　1号　　　・　　号)

構内に作ることが　　　・　できる　　　・　できない

1） (社)公共建築協会が実施する「建築材料･設備機材等品質性能評価事業」によって所要

工事現場におく電気保安技術者は、電気設備工事共通仕様書１.３.２による。

　・　適用する　　　・　適用しない

最大電力５００KW以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

工事写真の撮り方　建築設備編　(建設大臣官房官庁営繕部監修　改訂第２版)　による。

　・　別途に定める書式　　　・　監督職員の指示による

　・　行う　　　・　行わない

２５年版)」(以下「標準図」という。)による。

標準仕様書(電気設備工事編・平成２５年版)」(以下「標準仕様書」という。、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設

新設一式

屋外

　　2）特記事項は、○ 印の付いたものを適用する。○ 印のない場合は ※ 印を適用する。

備工事編・平成２５年版)」(以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編・平成

　 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事

　　1）項目は、番号に ○ 印の付いたものを適用する。

２. 特記事項

工事種別　(新設･改修区分)

１. 共通事項

６. 指定部分及び施工条件　　　・　無　　　・　有

５. 主たる省エネ手法

 ・　構内通信線路

 ・　構内配電線路

 ・　エレベーター設備

 ・　中央監視制御設備

 ・　火災報知設備

 ・　入退室管理設備

 ・　監視カメラ設備

 ・　テレビ共同受信設備

 ・　呼出し設備

 ・　情報表示設備

 ・　映像･音響設備

 ・　拡声設備

 ・　構内情報通信網設備

 ・　構内交換設備

 ・　避雷設備

 ・　発電設備

 ・　静止形電源設備

 ・　受変電設備

 ・　電熱設備

 ・　動力設備

 ・　電灯設備

    別図参照

  ※  契約対象外の項目につては、

新設一式

特　記　事　項項　目章

第２揚水機場倉庫 159.25

千葉県山武郡横芝光町寺方５１５-1

１

資料倉庫

建築基準法上の
階数

２．工事場所

備考

建物別及び屋外

４．工事種目（　・　印の付いたものを適用する）

工事種目

延面積（ｍ2）
構造

仕　　様　　書

消防法施行令

別表第１の区分
建物名称

１．工事名称

Ⅱ. 工事仕様

Ⅰ. 工事概要

３．建物概要

鉄骨造

備考

章章 特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目章

1100

1500

1300

1100

1300

900

約1800

取付高（㎜）

〃

床上～中心

地上～引込点

地上～窓中心

測点

電力設備

250

150

250

2300

2100

800～1500

200

300

200

200

300

1300

1300

2300

1300

2300

2300

200

300

1500

300

200

床上～上端

天井～上端

床上～上端

床上～中心

床上～操作部

〃

床上～中心

天井～上端

〃

床上～中心

〃

床上～中心

床上～下端

天井～上端

地上～引込点

通信設備

都市ガス用検知器（重質）

都市ガス用検知器（軽質）

液化石油ガス用検知器

警報ベル

表示灯

発信機

機器収容箱

副受信機

受信機

　　　〃　　　（和室）

直列ユニット（一般）

機器収容箱

  　　　〃　   　　（和室）

壁付アウトレット（一般）

壁付インターホン（一般）

壁付押しボタン（一般）

ベル、ブザー、チャイム

壁付発信機

表示盤

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

壁付子時計

壁掛形親時計

　　〃　　　　　　 （和室）

壁付アウトレット（一般）

　　〃　（EPSなど）

端子盤（廊下、室内）

集合保安器箱

引込線引留め高

　・　工事着手前アンテナの設置予定位置における電界強度等の調査測定をし、受像の可

　・　テレビアンテナ（　・　ＡＶ-　　　　　・　ＡＵ-　　　　　・　ＢＳＡ-　　　　　・　ＣＳＡ-　　　）

スイッチ

「使用中」「施錠中」表示灯

廊下表示灯（復旧ボタン付）

　　　〃　　　（玄関子機）

壁付インターホン（親機）

呼出しボタン（便所用）

電磁開閉器用押ボタン

開閉器箱

壁掛形制御盤

引込線引留め高

取引用計器

共
通

機器

機器取付高さは、下記を標準とする。ただし、これによりがたい場合は監督員と協議する。

接地工事（　・　本工事　　　・　別途）　　　・　配管 ８　入退室管理設備

　・　白黒方式　　　・　カラー方式 ７　監視カメラ設備

　・　ＢＳ・ＣＳ用アンテナマスト（　・　壁面取付形　　　・　自立形）

　・　地上波アンテナマスト（　・　壁面取付形　　　・　自立形）

 ６　テレビ共同受信

　・　庁舎内連絡用　　　・　身体障害者用　　　・　夜間受付用　　　・　エレベーター用 ５　呼出し設備

　・　電子式チャイム組込み　　　・　プログラムタイマー組込み

　・　壁掛式　　　・　自立形

　・　親時計　　　　回線

　・　出退表示盤（　・　多線直接式　　　・　パルス伝送式） ４　情報表示設備

　・　スクリーンサイズ　　　　インチ

　・　プロジェクタ（　・　前面投写式　　　・　背面投写式）

　・　ＶＴＲ（　・　ＶＨＳ　　　・　８㎜）

 ３　映像･音響設備

　・　一般用　　　・　非常用　　　・　併用

　・　卓上形　　　・　キャビネットラック形

　・　増幅器　　　Ｗ ２　拡声設備

種類（　・　１０ＢＡＳＥ-Ｔ　　・　１０ＢＡＳＥ-５　　・　１０ＢＡＳＥ-２　　・　ＦＤＤＩ） １　構内情報通信

　 埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（２５）を１

　・　無　　　・　有（　　　　　　　　　　）　 ６　総合動作試験

図示以外は金属管接地とする。 ５　電動機等の接地

電動機などへの接続は本工事とする。 ４　機器への接続

　・　埋込連用形配線器具 ３　電磁開閉器用

　・　壁掛式（電源装置　　　・　内蔵　　　・　別置） ２　警報盤

分岐　　　三相３線式　　２００Ｖ

幹線　　　三相３線式　　２００Ｖ　　５０Ｈｚ １　電気方式

 ６　予備配管

　・　銅合金形　　　・　アルミ製

　・　飛び出し形　　　・　外部固定形 ５　ハイテンション

　・　電池内蔵形　　　・　電池別置形 ４　非常用照明器具

　・　省エネ形（　・　全部　　　・　暖房を行う部屋、廊下などに限る）　　　・　一般形 ３　蛍光ランプ

PN 516W　24W　32W　42W　36W　55W

EL1513W　18W　27Wコンパクト形のランプ

RH 540形　（避難口誘導灯を除く）　及び110形

GL1540形の避難口誘導灯

GH15上記以外のもの20形

電池内蔵形非常用照明器具及び誘導灯
GL15

防雨形器具
20形

GL1515形以下直管形のランプ

GH15環形のランプ　（ホームライトを除く）

標準図記号蛍光灯の種類

　 蛍光灯器具安定器の種別及び点灯方式、力率、定格入力電圧、周波数は図示以外は下 ２　蛍光灯

 １　電気方式

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-246/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

電気設備特記仕様書

-

 電気設備特記仕様書 
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(159.25㎡)
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ｲ
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ｲ
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移動ラック移動ラック

ｳ

下足場

(159.25㎡)

資料倉庫

Y2

Y1

X4X3X2X1

D= 98

片切りｽｲｯﾁB／防滴ﾌﾟﾚｰﾄ                 参考型番：WN5061+WN7801K

ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ(ONﾋﾟｶ)                      参考型番WN5241

2P15A×2(接地極付)                     参考型番WN113249

ｴｱｺﾝ用ｺﾝｾﾝﾄ                            参考型番WN1932

防滴ﾌﾟﾚｰﾄ付ｺﾝｾﾝﾄ                       参考型番WN11324K+WN7973

　・ ｷｰ付ﾊﾝﾄﾞﾙ

　・ 市販標準品の組替とする

※  盤注記

7

6

5

4

3

2

1

1

750

750

450

922

747

3760

予備

予備

西側ｺﾝｾﾝﾄ

東側ｺﾝｾﾝﾄ

北側ｺﾝｾﾝﾄ

移動ﾗｯｸｴﾘｱ照明

作業台ｴﾘｱ照明

ｴｱｺﾝｺﾝｾﾝﾄ

電灯主開閉器

最大可能契約8KVA

当初SB40A契約

2030

2030

2030

2030

2030

2030

2030

2030

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

2P2E

ELB

ELB

ELB

ELB

ELB

ELB

ELB

ELB

100

100

100

100

100

100

100

200

東電SBｽﾍﾟｰｽ

4060MCCB 3P2E100/200

L

BQG3462(改)

参考型番：

H=325

W=450

参考寸法：

EM-CE 8  -3C

1φ3W

屋内壁掛型

電灯盤

設置場所

形状

盤名称

主幹容量

幹線No./ｻｲｽﾞ

電気方式

単線接続図 回路

番号 （V）

電圧
種別 極数 AF AT

開閉器

制御
容量

負荷名称 備考
負荷

FRS15-322-PH

BA

ｶﾊﾞｰ：ｸﾘｰﾝｱｸﾘﾙ(乳白)

枠：ｽﾃﾝﾚｽ(ｸﾘｱ塗装)
壁付・天井直付兼用型

防湿・防雨型

FW21887Z  相当品

FHF32W×2　　埋込下面開放型（環境配慮型）FL20W×1　　ブラケット

         ﾎﾞｯｸｽを設置すること。

　　　  こと。ｺﾝｸﾘｰﾄ内打込み配管はCD管とする。

　　 ・ ｹｰﾌﾞﾙ工事において、ｹｰﾌﾞﾙと吹付け断熱材とが直接接触しない様配慮すること。

　　 ・ 配線器具取付け箇所には位置ﾎﾞｯｸｽ等のﾎﾞｯｸｽを取付けること。

　　 ・ 照明器具等で、3本以上のｹｰﾌﾞﾙが集まり、接続、分岐等を行う場合はｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ

　　 ・ 二重天井内はｹｰﾌﾞﾙのｺﾛｶﾞｼ配管とし、間仕切り壁内等はPF管等にて保護する

※　・ 特記なき配線はEM-EEF1.6-2Cとする。

2
EM-EEF2.0-3C

EM-EEF1.6-3C

床埋設／隠蔽配管配線

天井隠蔽配管配線

特記等無き配管、配線は下記による

片切りｽｲｯﾁB                            参考型番：WN5061

WP

L

WP

1φ200Vﾌﾞﾚｰｶｰ回路番号

仕様・名称／参考型番記号

100Vﾌﾞﾚｰｶｰ回路番号

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-247/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:100

A2 1:141

電気設備図

S=1:100

 1階平面図 

 1階平面図 (コンセント設備) 

 電気設備図 



新設一式

（１４）

    別図参照

  ※  契約対象外の項目につては、

給
水
設
備

 ３　配管材料

 ２　量水器桝

 １　量水器

ハ）屋外土中用

イ）親メーター用　　　・　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材６１）

ロ）小メーター用　　　・　標準図（機材６１）　　　・　水道事業者の指定品

 　　　・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

 　　　・　塩ビライニング鋼管（　・　ＶＡ　　　・　ＶＢ）

ロ）土間配管用（厨房、浴室等のシンダー内含む）

ロ）子メーター　　　・　買取り

 　　　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　 ・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

 　　　・　ポリ粉体ライニング鋼管（　・　ＰＡ　　　・　ＰＢ）

イ）親メーター　　　・　貸与品　　　・　買取り

 　　　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　   　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

イ）一般用

　　 カバー

　　 ハイタンク

　　 タンク

衛
生
器
具
設
備

自
動
制
御
設
備

法に準ずる。　　 方法

排
煙
設
備

 ９　注記板

 ８　大便器耐火

 ７　自動水栓

 ６　付属水栓

 ５　小便器洗浄管

 ４　小便器洗浄用

 ３　小便器節水装置

 ２　便器洗浄用

 １　大便器洗浄弁

　・　埋込　　　・　露出

設ける（ピット内を除く）

　・　節水装置（機能は別図による）　　　・　押しボタン式（不凍結節水弁付き）

吊こま式（節水こま式）とする。

イ）電源供給方法（　・　ＡＣ１００Ｖ　　　・　乾電池）

対象器具（　　　　　　 ）

不凍結節水弁付とする。

　・　手洗い無し　　　・　手洗い付き

　・　露出　　　・　隠ぺい

 ３　その他

 ２　計装工事の配線

 １　中央監視制御 中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

屋外・屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

室内温湿度検出器等を２個以上併設する場合は、サーモケースを使用する。

 ４　排煙風量測定

 ３　排煙口開放装置

 ２　排煙口の形式

 １　ダクト

　・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル　　　・　ダンパー形

　 建築設備定期検査業務指導書（（財）日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方

　・　亜鉛鉄板製　　　・　鋼板製（１.６㎜以上）

　・　ワイヤー式　　　・　電気式（遠隔操作機能　　・　有　　　・　無）

水抜き管を設ける。　　 ダクト

　　 フード

　　 ダクト

     用排気フード

換
気
設
備

イ）フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　　　・　取り付ける　　　・　取り付けない

 ６　塗装

 ２　開放形湯沸器

 １　準拠事項

 ５　多湿箇所の排気

 ４　厨房用排気

 ３　厨房用排気

　・　５　　　・　６　　　・　７　　　・　８　　　・　１６　　　・　１７　　　・　１８

ロ）フードコック　　　・　取り付ける　　　・　取り付けない

ハ）材質（天幕とも）　　　・　ステンレス鋼板　（ＳＵＳ３０４）　　　　　　　　　　

［　・　空気調和　　　・　冷房　　　・　暖房設備　の当該事項に準ずる。］

 　下記系統のダクトのシールは標準図（施工４３，４４）のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとし、

屋内露出裸ダクトの塗装は　　　・　行わない　　　・　行う

　・　別途　　　・　本工事

　・　亜鉛鉄板　　　・　ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）　　　（板厚は高圧ダクトによる）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　別途　　　・　本工事　

ハ）外気取り入れダクト及びチャンハ゛ーホ゛ックスの保温

　　項による。

　　 示ボックス

を付属する。

 ９　配管材料

17　保温

16　消音内貼り

15　注入口及び指

14　積算油量計

13　瞬間流量計

12　温度計

11　鋼管用伸縮継手

10　弁類

18　電気工事の範囲

19　塗装

　　屋外　　　          ・　保温化粧ケース（樹脂製）　　

　　屋内露出部　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　　・　外装なし

ホ）冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装

図示の箇所に取り付ける（熱源機器毎）。

　・　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

ニ）排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）

　     　・　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）　　　・　不要

ロ）屋外露出配管の保温は、給水設備の項（９．保温．ロ））による。

屋内露出裸ダクトの塗装は　　　・　行わない　　　・　行う

着脱可能形の指示部（ ・　　４０Ａ用　　個、 ・　　１００Ａ用　　個、 ・　　２５０Ａ用　　個）

　・　着脱可能形（　・　全数　　　・　図示による）　　　・　固定形（止水コック付）

共通仕様書、標準図による他、図示した箇所に取り付ける（配管用は円形、ダクト用は円形）。

　・　ベローズ形　　　・　スリーブ形　

ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラ等への給水管

　　　　　　　　　　　　    （土中）　　　・　ポリエチレン外面被覆鋼管

ニ）油管、油用通気管（一般）　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

　　　　　    （還水管）　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

ロ）防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配管配線

イ）地震感知器の配管配線　　　・　別途　　　・　本工事

ヘ）高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　㎜とする。

イ）施工箇所は図示による。

　・　単独形　　　・　共用形（　・　ローリーアース付）

標準図（機材６）による。

ト）冷媒管　　　・　断熱材被覆銅管（製造者標準品）　　　・　銅管

ヘ）空調用排水管　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・　ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

ハ）蒸気管（給気管）　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　

ロ）冷却水管　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

イ）冷温水管　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気弁も含む）、仕様は冷温水管の

ハ）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

ロ）内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

　　 工法

　・　図示による。

２２.０ ℃

２６.０ ℃

湿度(ＲＨ)温度(ＤＢ)湿度(ＲＨ)温度(ＤＢ)

空
気
調
和
・
冷
房
・
暖
房
設
備

４２.４％２.７ ℃

７６.７％３０.５ ℃

イ）復帰方式　　　・　遠隔式（電気式（定格入力　ＤＣ２４Ｖ　０.７Ａ以下））

取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

　・　アングルフランジ工法　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

湿度(ＲＨ)温度(ＤＢ)

外気条件

夏期

一　般　系　統

室内（調整目標値）

　・　別途　　　・　本工事（鋼板厚　　　ｍｍ、高さ　　　ｍ以上）

湿度(ＲＨ)温度(ＤＢ)

　取付箇所は図示による。

５０％

系　統一　般　系　統系　統

ロ）復帰動作　　　・　順送り　　　・　同時

低圧とする（高圧１及び高圧２の部位は図示による）。

　　（煙道径が４００㎜を超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける）

　・　煙道径３００㎜以下は鋼板厚３.２㎜、３００㎜を超えるものは４.５㎜とする

冬期

 １　設計温湿度

 ８　防煙ダンパ

 ３　煙突

 ２　ばい煙濃度計

 ７　風量測定口

 ４　煙道

 ５　ダクトの区分

 ６　長方形ダクトの

　　　　　　　　 緯。

　　　　　事においては、「機材選定表」に記載された輸入資機材又は、上記以外で、監督職

　　　　  され、かつ、国内市場で広く流通していない建築材料・設備機材とする。

　　 活用

　　 取合い

所は図示による。

　　　　　　　　　　　　・　放射線透過検査（ＲＴ）

　　 固定金具

　　 非破壊検査

　　 取付箇所

　　 管の変位吸収

　　慮し、据付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

０.６（１.０）

１.０（１.５）

１.０（１.５）

０.６（１.０）

１.５（２.０）

　　　 は有効重量）に、次に示す

（建設省住宅局建築指導課監修１９９７年版）による。

      届出書、主要機器・材料製造者一覧）

  　　版」による。

　　  改訂版」に準拠し、本建物固有の内容に整合した保全方法を写真等を用い、具体的に

　　　　　　　　　　　　　　Ａ１　　１部（３つ折りケース収納）

　 の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は発注者に移譲する。

　　 の適用

　　 納品要領（案）

ロ）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯は予備品として、２０％納入する（種別ごと最低１個）。

　・　適用する　　　・　適用しない

イ）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

５０Ｈｚとする。17　電源周波数

16　容量の表示

18　予備品等

19　営繕工事電子

　　 処理

　　 の備品等

部監修の機械設備改修工事共通仕様書（平成１３年度版）による。

請負者の負担とする。　　 水、その他

　・　熱絶縁施工（保温工事）

　　 登録

１１年）による。

     性能証明

 ２  機材等

 １  工事写真一
般
共
通
事
項

新設一式

新設一式

 ・　冷房設備

 ・　暖房設備

 ・　空気調和設備

１２４２２.３８ ㎡

特　記　事　項項　目章

　 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕

る。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

 　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとす

 　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等

が発行する資料等の写しを監督職員に提出し、承諾を受ける。

第２揚水機場倉庫 159.25

千葉県山武郡横芝光町寺方５１５-1

１

資料倉庫

    共通仕様書（平成２２年度版）及び同部設備課監修の機械設備工事標準図（平成２２年版）による。

       図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事

自動制御方式

ガス設備方式

消火設備方式

給湯方式

排水方式

給水方式

空気調和方式等

方式

 ・　し尿浄化槽設備

 ・　ガス設備

 ・　厨房機器設備

 ・　消火設備

 ・　給湯設備

 ・　排水設備

 ・　給水設備

 ・　衛生器具設備

 ・　自動制御設備

 ・　排煙設備

 ・　換気設備

 ６　概成工期

15　建設発生土の

12　監督員事務所

 ４　機材の承諾　

 ８　技能士の適用

建物内の汚水及び雑排水（　・　分流式　　　・　合流式　　　・　一部合流式）

・　水道直結方式　　　・　高置タンク方式　　　・　タンクレスブースター方式

　・　冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）

構内に作ることが　　　・　できる　　　・　できない

　・　設けない　　　・　設ける（　　号・・・建築工事共通仕様書による）

13　監督員事務所

監督員事務所には次の備品等を置く。

机、いす、書棚、衣類ロッカー、保護帽、懐中電灯、ゴム長靴、雨カッパ、安全帯

　・　構内指示の場所に敷きならす　　　・　構内指示の場所にたい積する

　・　建設副産物適正処理推進要綱に従い処理する。

　・　配管施工（配管工事）　　　・　建築板金施工（ダクト製作及び取付）

　　　　 構外搬出距離　　＊　ｋｍを越え　＊　ｋｍ以下（　ＤＩＤ地区　　・　有　　・　無）

　　　　（土の処分費用のみ別途する。）

　・　構外指示の場所に搬出する。

　　　　 受け入れ施設名・住所（ｋｍ）

　・　適用する　　　・　適用しない ７　電気保安技術者

建築基準法上の

・　屋内消火栓（　・　湿式　　　・　乾式）　　　・　連結送水管　　　・　窒素

雑排水（　・　下水道直放流　　　・　側溝　　　・　し尿浄化槽　　　・　別途桝）

放流先　　　　　　　　　汚水（　・　下水道直放流　　　・　し尿浄化槽）

・　直接暖房 ・　蒸気暖房　　　・　温水暖房

階数

１．工事場所

・　局所式　　　・　中央式

・　温風暖房

屋外

建物別及び屋外 工事種別

（完成写真　　　・　不要　　　・　必要）

 ３　機材の品質・

 　なお、共通仕様書に規定される製作図、試験成績表等を含む。

・全空気方式　　　・　ファンコイル・ダクト併用方式　　　・　パッケージ方式

・　都市ガス　種別（　　）　　ＭＪ／ｍ3（Ｎ）　（供給圧力　　　Ｐａ）　　・　液化石油ガス

・温風暖房機　　　・　全空気方式　　・　ファンコンベクター・ダクト併用方式

５．指定部分　　　・　無し　　　・有り（工期　平成　　年　　月　　日、　対象：　　　　　）

６．設備概要（　・　印の付いたものは、本工事における主要方式を示すものであり、仕様を規定するものではない。）

 　本工事に必要な工事用電力、水などの費用、及び官公署等への諸手続きなどの費用は、

４．工事種目（　・　印の付いたものを適用する）

工事種目

・　電気式　　　・　電子式　　　・　デジタル式　　　・　空気式

　・　登録を行う　　　・　登録を行わない ５　事実績情報の

設備概要

延面積（ｍ2）

２．特記仕様

　　図るものとし、処理方法等は監督職員と協議する。

ニ）現場におけて再利用を図るもの　　　　　　

　　再利用・減量化等を含めた発生材の処理費用は別途とする。　　　　　　　

ハ）上記イ）ロ）以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化等を

構造

仕　　様　　書

消防法施行令

別表第１の区分
建物名称

２．敷地面積

 ９　工事用電力、

Ⅱ. 工事仕様

　　　　 ・    印のある場合は、　・　を適用し、※ 印は適用しない。

　　　　 ・  　印のない場合は、※ を適用する。

工事期限より　　　　　日前

Ⅰ. 工事概要

11　工事用仮設物

14　発生材の処理等

ロ）特別管理産業廃棄物　　　・　なし　　　・　あり（　　　　　　　　　　）

ホ）集積場所　　　・　構内有り　　　・　構外

３．建物概要

１．共通仕様

　　２） 特記事項で、　・　　※　印のある場合の適用は下記による。

　　１） 項目は番号に○印のついたものを適用する。

10  仮設工事

　　　　 ・    印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

イ）引き渡しを要するもの　　　・　なし　　　・　あり（　　　　　　　　　　）

 　原則として、建設大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１１

鉄骨造

　　現場における分別　：　保温材は、機器・配管・ダクト等と分別する。

営繕工事写真作成標準（東北地方整備局営繕部監修　平成１３年版）による。

備考

・　スプリンクラー（　・　湿式　　　・　乾式）

・　空気調和

　・　完成図

　・　施工図

１.０（１.５）

検査の種類          ・　浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）

図示による。

既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

０.６（１.０）

　　　  提出物　　ＣＡＤデーター一式（ＣＤＲ等に内容の目録を添付する）

 　　　 提出物　 原図（原図が提出できないものは原図にかわる図でよい）

　　　　　　（３）検討結果に基づき、使用を見合わせた資機材については、その理由と検討経

　　　　　　（２）資材の調達（供給能力、納期及び経費）、品質、施工性等についての所見。

　・　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」

特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

イ）給水管　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ

ロ）ガス管　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ

　　　わかりやすく解説した図書）

　　　　　　　　　　陽画複写製本　　Ａ１　　２つ折り製本　２部

　　　　　　　　　　原図　　Ａ１　　１部（３つ折りケース収納）

　　　　 Ａ４　　製本　２部（関連工事と合本する）

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

　　  様式は建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き　改訂

一般の施設

２.０（２.０）

注２）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

イ）本工事の施設は（　・　一般の施設　　　・　特定の施設）とする。

　（１）機器の据付け及び取付け

　　仕上げとし、屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

　 耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外すべて建築設備耐震設計・施工指針

　　　　 Ａ４　　市販ファイル綴じ込み　１部

　　　　 Ａ４　　市販ファイル綴じ込み　１部

ニ）重要機器類（高置タンク、受水タンクは機器表による）

０.４（０.６）

１.５（１.５）

特定の施設

地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする

上層階、屋上及び塔屋

一般機器

　 埋設表示用テープは、下記により屋外埋設部分に布設する。なお、地中埋設標の設置場

ニ）消火管　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ

１階及び地下階

　　　　 １冊

対象配管系統　　　・　冷温水　　　・　冷却水　　　・　消火（水用）　　　・　油　　　・　ガス

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

　・　室内気流及びじんあいの測定　　　・　騒音の測定

　　　　　　（１）使用部位、工種、資材名、仕様、製品名、使用量又は個数、製造業者、製造

      （ｄ）次の事項について，監督職員に報告すること。

　　　　　ただし、これによりがたい場合は、監督職員と協議すること。

設置場所

図面に特記なき場合は、表「工事区分表」による。

      （ｃ）輸入資機材活用モデル工事の実施に伴う発注者の調査及び検討に協力すること。

　　　　　員と協議のうえ決定した輸入資機材を１品目以上）を使用する。

図示の箇所に変位吸収配管を施工する。施工方法は別図による。

イ）輸入資機材の利用

　・　本工事は、輸入資機材活用モデル工事の対象工事である。

ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

ハ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（共通仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考

　・　保守指導案内書（機器取り扱い説明書、機器製作図、機器性能試験成績表、官公署等

　・　保全の手引き（建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き

　・　完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、当該建築物の取得する施工図等

ロ）地域係数は１．０とする。

　　　　　記以外で監督職員と協議のうえ決定した輸入資機材を１品目以上（ただし、設備工

　　 （ａ）対象とする輸入資機材は、「機材選定表」に記載された輸入資機材及び海外で生産

 　　（ｂ）本工事には、「機材選定表」に記載された輸入資機材のうち１品目以上を、また、上

　　　　　設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあって

　・　屋外　　　・　居室

重要機器

　　　　　　　　 所、品質管理体制、品質評価方法、供給保証の確認方法及び納入期間等。

一般機器

設計用標準水平震度

イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物は、鋼製溶融亜鉛メッキ

　・　機器取り扱い説明書（共用部分は除く）

　　　　　　　　　　陽画複写製本　　Ａ１　　２つ折り製本　２部

　・　風量調整　　　・　水量調整　　　・　室内外空気の温湿度測定

　　　　 Ａ４　　市販ファイル綴じ込み　２部（関連工事と合本する）

　・　端末水栓の残留塩素濃度の測定　　　・　機器の絶縁抵抗の測定

１.５（２.０）

１.０（１.０）

注１）設置場所の区分は共通仕様書による。

中間階

重要機器

　・　保全台帳（本工事に関連した部分を記入したもの）

各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定表を提出する。

　・　ＣＡＤで新規作成　　　・　既存完成図の修正（ＣＡＤデーターの提出は不要）

ハ）油管　　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ

30　他工事との

　　 埋設表示テープ

27　支持金物・

20　完成図等

22　総合調整

25　絶縁フランジ

26　溶接部の

21　耐震措置

31　塗装

23　弁等のサイズ

28　地中埋設標及び

29　斫

32　輸入資機材の

24　建物導入部配

章章 特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目章

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-248/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

機械設備特記仕様書(1/2)

-

 機械設備特記仕様書(1/2) 



　　 提出

　　 排気かさ

     風機

し
尿
浄
化
槽
設
備

０．３８

18　消泡装置

17　フローシート

16　水質表示等の

15　消毒剤

14　土工事

13　装置耐荷重

12　マンホール

11　制御盤

10　ポンプ

 ９　排気管及び

 ７　流入側

 ６　ばっ気槽用送

 １　処理能力

 ８　放流側

 ５　総電気容量

 ４　主要構造

 ３　処理方式

 ２　流入負荷

　・　ユニット型（ＦＲＰ製）　　　・　現場施工型

　３０日分を納入する。

１ 相 × １００ Ｖ × ０.２５ ｋＷ

　・　小規模合併処理（告示区分第１の処理方式）

　・　合併処理（告示区分第２、第３、第６の処理方式）

対象人員　５　人　　　ＢＯＤ濃度　２０　ｍｇ／Ｌ　　　ＢＯＤ除去率　９０　％以上

汚水量　１.０　ｍ3／日　　　ＢＯＤ濃度　２００　ｍｇ／Ｌ

ト）水替え                    ・　要（　・　本工事　　　・　別途）　　　・　不要

　・　標準図（機材１）（　・　ＭＨＢ　　　・　ＭＨＡ　　　・　ＭＨＤ）

ハ）根切                     ・　本工事　　　・　別途

ニ）埋戻し                   ・　本工事　　　・　別途

イ）基礎杭　　　　　　　　 ・　要（　・　別途　　　・　本工事）　　　・　不要

ロ）基礎コンクリート　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途）　　　・　不要

ロ）浄化槽本体への流入方式（必要な場合はポンプ゜アップ方式とする）

イ）浄化槽本体よりの自然放流可能管底　　　設計 ＧＬ－　　　　ｍ

　・　製造者標準品（安全荷重　　　・　５　　　・　１５　　　・　５０　ｋＮ以上とする。）

耐荷重はマンホール安全荷重による。

イ）流入管底　　設計ＧＬ－　　　　ｍ

構造上不要な場合は設けない。

ホ）躯体（現場施工形の場合）　　　・　本工事　　　・　別途

ヘ）山止め　　　　　　　　 ・　要（　・　本工事　　　・　別途）　　　・　不要

ノズル式又は消泡剤式とする。

  （　・　漏電、過負荷、満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。）

ロ）送風機にはケーブル（ビニルキャブタイヤケーブル）を約　　　ｍを付属する。

ハ）送風機を２基設置する場合タイマーによる自動交互運転とする。

一定期間定常状態で使用後、放流水質等を記入した測定表を提出する。

合成樹脂製パネル（厚さ４㎜以上、文字は彫り込み）を取り付ける。

流入用並びに放流用ポンプは各々２台設置し、自動交互異常時同時運転とする。

　・　製造者標準品　　　・　共通仕様書による

イ）外部に設置する送風機は鉄板製カバー付とし、コンクリート基礎上に固定する。

      設置スペース　　　約　　　　Ｌ×　　　　Ｗ

ロ）浄化槽本体よりの放流方式　　　　　　　　　必要な場合はポンプアップ方式とする。

    別図参照

  ※  契約対象外の項目につては、

ロ）敷地内車両道路（　　　ｍ以上）

ガ
ス
設
備

ガ
ス
設
備

 ６　その他

 ５　埋設深さ

 ４　ガス漏れ警報器

 ３　液化石油ガス

 ２　都市ガス

 １　配管材料

 　・　銅管

イ）一般

ガスメーター　：　親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買い取りとする。

イ）ガスボンベ　・　貸与品　・　買取り( ・ １０ｋｇ　　・ ２０ｋｇ　　・ ５０ｋｇ　　２　本)

ニ）転倒防止等　　　・　標準図（施工７１）｛・（ａ）　　・（ｂ）｝

図示の箇所に取り付ける（　・　分離形　　　・　一体形）

ハ）集合装置　　　・　標準図（施工７０）による　　　本組

ロ）ガスメーター　：　親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買取りとする。

ロ）地中埋設部

 　・　ポリエチレン被覆鋼管

ハ）公道（ガス供給事業者及び道路管理者規定による）

配管工事は、原則としてガス供給事業者の責任施工とする。

供給事業者名　：

 　・　圧力配管用炭素鋼鋼管

外部出力端子（　・　有り　　　・　無し）

イ）一般敷地内（　　　ｍ以上）

 　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

 　・　塩化ビニル被覆鋼管

　 ・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　 ・　ガス用ポリエチレン管

厨
房
機
器
設
備

　　 接合

消
火
設
備

 ２　付属制御盤

 １　厨房機器類

 ５　保温

 ４　地中埋設管の

 ３　消火栓開閉弁

 ２　屋内消火栓種別

 １　配管材料 イ）一般

ロ）地中埋設部

ハ）消火配管の保温　　　屋内消火栓　　　・　施工しない　　　・　施工する

外面被覆鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。

 　・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＰＳ）

ロ）充水タンクの保温　　　・　施工しない　　　・　施工する

図示による（材質等は共通仕様書による）。ただし、機器の寸法は概略寸法とする。

　・　ＪＩＳ１０Ｋ　　　・　ＪＩＳ２０Ｋ

　 ・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　　　　　　　　　スプリンクラー　　　・　施工しない　　　・　施工する

 　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

　 ・　外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０　ＶＳ）

 　・　外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０　ＰＳ）

 　・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

器具付属の制御盤は、製造者標準品とする。

ハ）二酸化炭素用

　 ・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ８０）

　・　屋内消火栓　　　・　易操作性１号消火栓　　　・　２号消火栓

イ）屋外露出管については給水管に準ずる。

　・　被覆銅管　　　・　保温付被覆銅管

給
湯
設
備

排
水
設
備

    は呼び径２５㎜以下は５０㎜、呼び径３２㎜以上は４０㎜とする。

ロ）敷地内車両道路（ １.０　ｍ以上）

ロ）屋外（　・　耐寒水栓　　　・　一般水栓）

給
水
設
備

　　 栓ボックス

特　記　事　項項　目章 章章 特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目特　記　事　項項　目章

10　その他

 ９　保温

 ８　埋設深さ

 ７　給水栓

 ６　弁類

 ５　壁埋込形散水

 ４　不凍水栓柱

　　　 ・　ポリエチレン管

　　　 ・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

鍵付とする

イ）量水器桝内の保温を行う。

イ）水道直結部分　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

ハ）公道部分（　・　水道事業者及び道路管理者規定による）

給水管の最小口径は２０㎜とする。ただし、器具接続部分を除く。

イ）一般敷地内（ ０.６　ｍ以上）

ロ）その他の部分       ・　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　　・　合成樹脂製）

湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。

イ）屋内（　・　一般水栓　　　・　耐寒水栓）

ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）は、共通仕様書第２編（表２．３．５　ｅ３・(ハ)）とし厚さ

　　　 ・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

　　　 ・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管

　　 　・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ－６７４２）（　・　ＶＰ　　　・　ＨＩＶＰ）

    ・　ビニル管

 ４　保温

 ３　湯沸器の排気筒

 ２　弁類

 １　配管材料

 ４　その他

 ３　煙試験

 ２　満水試験継手

 １　配管材料

    ・　鉛管　　　・　ビニル管

（保温の種別は共通仕様書第２編３．１．５、表２．３．５のｈ．（イ）．　とする。）

　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　　　・　耐熱性塩ビライニング鋼管　　　・　銅管

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

　　（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

厚さ０.５㎜以上のステンレス鋼板製とする。

ロ）屋内雑排水管

ニ）通気管

イ）屋内汚水管

    ・　メカニカル形排水用鋳鉄管　　　・　コーティング鋼管　　　・　排水用塩ビライニング鋼管

    ・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）

    ・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・　ビニル管

図示の箇所に取り付ける。

衛生器具等の取付完了後に煙試験を行う。

給水設備の当該事項による。

ハ）屋外汚水、雑排水管

    ・　ビニル管　　　・　コンクリート管

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-249/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

機械設備特記仕様書(2/2)

-

 機械設備特記仕様書(2/2) 
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三菱：VD-23ZB9低騒音形

※　メーカー、型番は参考

１φ－ １００V

備　　考台　数 設　置　場　所電　源電気容量仕　　様名　　称

ﾀﾞｲｷﾝ：S71NTRXP

１５０φ　×　４３０ＣＭＨ　×　７０Ｐａ

７４　Ｗ 資料倉庫×５

資料倉庫作業スペース

５ダクト用換気扇ＶＦ　－　１

１

５５　Ｗ

７７　Ｗ

１φ－ ２００V１.９　ＫＷ

Ｆａｎ(内)

Ｆａｎ(外)

付属品　　　ワイヤレスリモコン、室外機用コンクリート製基礎×２

暖房能力　　　８．５ＫＷ

冷房能力　　　７．１ＫＷ

壁掛形

空冷ヒートポンプ式ルームエアコンＲＡＣ　－　１ Ｃｏｍｐ

記　号

付属品　　　ＳＵＳ製深形ベントキャップ

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ(亜鉛鉄板製)

(SUS製深形)(SUS製深形)(SUS製深形)(SUS製深形)(SUS製深形)

(各所共通)

VC150φVC150φVC150φVC150φ

給気口150φ(腰壁設置)

VC150φ

×5VF-1

2
00

φ

VC200φ

2
00

φ

VC200φ

2
00

φ

VC200φ

2
00

φ

VC200φ

2
00

φ

VC200φ

コンクリート製基礎

100□×500Ｌ×2本

150φ×500H

塩ビ製小口径浸透桝

RAC-1

25VP,6.4-12.7

道路境界線 16813

道路境界線　4834

下足場

(159.25㎡)

資料倉庫

Y2

Y1

X4X3X2X1

8100

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-250/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:100

A2 1:141

平面図(空調･換気設備)

S=1:100

 1階 平面図 

 機器表 

 平面図(空調･換気設備) 
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00

8100 8300 8100

24500

凡　 例

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

塩ビ製蓋共塩ビ製小口径桝

雨水排水管

備　　考

冷媒管用被覆銅管（室内外機渡り配線共巻き）Ｒ

Ｄ

冷媒管

ドレン管

記　　号 名　　称

90L-150φ×175H

塩ビ製小口径桝

90Y-150φ×200H

塩ビ製小口径桝

Ｕ字溝へ放流

ST-150φ×300H

塩ビ製小口径桝

WL-150φ×255H
塩ビ製小口径桝

90Y-150φ×175H

塩ビ製小口径桝

100
90Y-150φ×200H
塩ビ製小口径桝

WL-150φ×250H

塩ビ製小口径桝

道路境界線 16813

道路境界線　4834

90Y-150φ×200H

Ｕ字溝へ放流

10
0

10
0

10
0

100

10
0

1
00

10
010
0

100100
10

0
10

0

10
0

10
0

100 100

90L-150φ×175H
塩ビ製小口径桝

90L-150φ×180H

塩ビ製小口径桝

ST-150φ×300H
塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

Ｕ字溝

100

下足場

(159.25㎡)

資料倉庫

Y2

Y1

X4X3X2X1

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-251/319

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:100

A2 1:141

平面図(排水設備)

S=1:100

 1階 平面図 

 平面図(排水設備) 



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

第2揚水機場(0312100-1100-19)

1号排泥工

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50
8-252/319

1号排泥工 S=1:50

IP.1+2.750



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

第2揚水機場(0312100-1100-19)

1号空気弁工

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

NO
.3

+4
9.

70

8-253/319

1号空気弁工 S=1:50

No.3+49.700



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

2号空気弁工

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-254/319

2号空気弁工 S=1:50

No.12+0.300



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

3号空気弁工

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

第2揚水機場(0312100-1100-19)

N
O
.
2
0
+
3
6
.
1
9

NO.2
0+36

.19

TP9.29

TP9.29 TP9.29

TP6.89

EL5.389

TP6.89

EL5.389

平成26年 3月

8-255/319

3号空気弁工 S=1:50

No.20+36.190



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

流出入管縦断図

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200

平成26年 3月

8-256/319

流出入管縦断図 S=1:200



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

アンカーブロック工

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-257/319

アンカーブロック工



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

流出管制水弁工・4号空気弁工(1/2)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

シーリング材補修

シーリング材補修

バルブコントローラ交換

バルブコントローラ交換

シーリング材補修

8-258/319

流出管制水弁工・4号空気弁工(1/2) S=1：50



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

流出管制水弁工・4号空気弁工(2/2)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-259/319

流出管制水弁工・4号空気弁工(2/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

吐水槽工(1/9)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-260/319

吐水槽工(1/9) S=1:50



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

吐水槽工(2/9)

A1 図示

平成26年 3月

8-261/319

吐水槽工(2/9)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

吐水槽工(3/9)

A1 図示

平成26年 3月

8-262/319

吐水槽工(3/9)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

吐水槽工(4/9)

平成26年 3月

8-263/319

吐水槽工(4/9)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

吐水槽工(5/9)

平成26年 3月

8-264/319

吐水槽工(5/9)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

吐水槽工(6/9)

平成26年 3月

8-265/319

吐水槽工(6/9)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

吐水槽工(7/9)

平成26年 3月

8-266/319

吐水槽工(7/9)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

吐水槽工(8/9)

平成26年 3月

8-267/319

吐水槽工(8/9) S=1:100



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

吐水槽工(9/9)

平成26年 3月

8-268/319

吐水槽工(9/9)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

流入管制水弁工(1/2)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-269/319

流入管制水弁工(1/2) S=1:50



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

流入管制水弁工(2/2)

A1 図示

平成26年 3月

8-270/319

流入管制水弁工(2/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

通気スタンド工(1/2)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

平成26年 3月

8-271/319

通気スタンド工(1/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

通気スタンド工(2/2)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

平成26年 3月

8-272/319

通気スタンド工(2/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

余水吐工・排泥工(1/2)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

2号
排泥工

平成26年 3月

8-273/319

余水吐工・排泥工(1/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

余水吐工・排泥工(2/2)

A1 図示

平成26年 3月

8-274/319

余水吐工・排泥工(2/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

2号排泥工

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

平成26年 3月

CV2.0-2C

CVV2.0-2C

PB( 300×300×200）

電動バタフライ弁(φ400，0.74Mpa、横形） 電動バタフライ弁(φ400，0.74Mpa、横形）

8-275/319

2号排泥工



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

余水吐減勢工

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

導水管φ1200

Ａ

余水吐桝

導水管φ1200

2850

2550 300

6050

測量センター

平成26年 3月

8-276/319

余水吐減勢工



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

余水吐枡工

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

余水吐工

平成26年 3月

8-277/319

余水吐桝工



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

放流末端導水管路工

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-278/319

放流末端導水管路工



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

放流末端導水管路工

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-278/319

放流末端導水管路工



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

制御線保護工

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-279/319

制御線保護工



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

吐水槽平面図

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:283

A1 1:200
8-280/319

（
法
枠
ブ
ロ
ッ
ク
）

A
=
3
7
0
M
2

門 扉

B = 5 0 0 0

吐水槽平面図 S=1:200



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

吐水槽横断図(1/4)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-281/319

 吐水槽横断図(1/4) S=1:100



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

吐水槽横断図(2/4)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-282/319

 吐水槽横断図(2/4) S=1:100



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

吐水槽横断図(3/4)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-283/319

 吐水槽横断図(3/4) S=1:100



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

吐水槽横断図(4/4)

A2 1:141

A1 1:100

平成26年 3月

8-284/319

 吐水槽横断図(4/4) S=1:100



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

場内整備工(1/3)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

平成26年 3月

8-285/319

場内整備工(1/3)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

場内整備工(2/3)

平成26年 3月

8-286/319

場内整備工(2/3)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

場内整備工(3/3)

平成26年 3月

8-287/319

場内整備工(3/3)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

2号排泥工配線図

埋設管詳細図

再生密粒度アスコン13　 t=4cm

粒度調整砕石　 M30　 t=5cm

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　 RC 40　 t=10cm

S=1:10

350

7
0
06
0
0

FEP 50

8-288/319

機側操作盤

記号 負荷名称

配線仕様

配　　線

工事区分 配管仕様 工事区分

配　　管

1 電源3φ200Ｖ

電源1φ100Ｖ

ＣＶ　５．５－３Ｃ

ＣＶ　３．５－２Ｃ

本工事 FEP50 本工事

2
電動弁（動力）

電動弁（制御）

ＣＶ　３．５－２Ｃ

ＣＶＶ　２－２Ｃ

本工事 FEP 50 本工事

2

機側操作盤（既設）

1

３
電動弁（動力）

電動弁（制御）

ＣＶ　３．５－２Ｃ

ＣＶＶ　２－２Ｃ

本工事 G28 本工事

３

G28

S=1：200

2号排泥工配線図

平面図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

NP1

NP.NO

1

2

63

315

370

400

700

1
0
0
0

5
0

4
0

1
0
0

8
0
0

1
0
0

30

中扉

10
40

開度

電流

ZI

A〃

〃

〃

PB2ランプテスト

PB1故障復帰

閉　引いて停止　開

〃

V動力電源電圧

CS

OFF R-S S-T T-R OFF

３０φ

56 VS

12.5
40

10

記号名称形式

9

8

7

5

3

2

1

NP.NO

5

Y B

8 9

FISI

31

7

2

過トルク
閉

予備

Ａ

過トルク
開

漏電

Ａ Ａ

予備

Ａ

ＦＩ記入文字

過負荷

Ａ Ａ

全開

Ｗ

開中電源
電灯

Ｗ ＷＷ

全閉

Ｗ

閉中

ＳＩ記入文字

予備

Ｗ ＷＷ

THスペースヒータ〃

26

F8.9電灯電源表示灯〃

25

F6.7電灯用アレスタ〃

24

F4.5電圧計〃

23

F1-F3動力用アレスタ〃

22

MCCB10盤内コンセント〃

21

MCCB9盤内スペースヒータ〃

20

MCCB8盤内照明〃

19

MCCB7盤内機器〃

18

MCCB6予備電源〃

17

MCCB5

MCCB4

MCCB3

計装電源〃

制御電源〃

24232221

1

ISO

1

L

A

2

LA

1

LA

CON
OX

77

SX

MC

OX

MC

NX

CE

CX

LO

SX

33

OX

33

SX

77

X

49

BX

ELC

X

RB

SE

20

CC

SC STX

21

Ａ－Ａ矢視

Ｂ－Ｂ矢視

正面

9

F

8

F

7

F

6

F

5

F

4

F

3

F

2

F
10

MCCB

9

MCCB

19

8

MCCB

18

7

MCCB

17

6

MCCB

16

5

MCCB

15

4

MCCB

1411

1

MCCB

1
0
0
0

700

BA

BA

SH

25

SX

21
MCO MCS

TH

DSFL

OX

21

電灯主幹

操作電源

〃

〃

MCCB2

MCCB1

ELCB1

動力主幹

〃 制水弁電動機

16

15

14

13

12

11

TB1

3

MCCB

13

2

MCCB

1210

1

F

1

ELCB

TB2

　　④ 予備品箱　　　　　１個

　　③ 保守点検工具　　　１式

　　② ランプ、ヒューズ　現用の100％（LEDは20％）

　　① リレー類　　現用の各種ごとに１個

　　② 計器類及び表示等は外部より見やすい位置に配置するものとする。

　　① 状態表示及び故障表示はランプテストができるものとする。

　　③ 耐雷対策として高速避雷器（電源・計装）を実装すること。

　３) 予備品及び付属品

　２) 指示計及び表示灯

　　② スペースヒーターはサーモスタットにより、入・切する。

　　を基本とする。

　　① バルブ設備の主回路及び制御回路を内蔵し、かつ簡単な回路設計

　１) 回路構成等

２．機側操作盤仕様

　２００V（単相２線、５０Hz）で受電する予定である。

１．本設備の電気設備は、東京電力会社２００V（３相３線、５０Hz）及び

備　　考

6
0
0

1
6
5
0

30mA

10AT

1

ELCB

30AF2P

3AT2P
4
CP

AC100V
100W

SH
1

スペースヒータ

DS

1

C

NC

制水弁操作盤
T M 開 閉 機

開閉機
TMバルブ操作盤

制水弁操作盤
T M 操 作 盤

操作盤
TMバルブ操作盤

制水弁

0.2kW

1

M

1 5 μ F

1

SC

5/5A
5VA

CT
1

k

l

操作回路

開閉機

セパレータ
0 ～ 5 A / 5 A

3倍延長
赤指針付

A
1

予備
AC100V
10W

FL
1

盤内照明
計装回路

制水弁操作盤
T M操 作 盤

操作盤
TMバルブ操作盤

制水弁操作盤
T M 操 作 盤

操作盤
TMバルブ操作盤

A C 2 0 0 V  3 φ  3 W  5 0 H z

1
MCF

30AF3P
5AT

1
MCCB

1
LA

3 φ

1
ZCT

操作盤

EF
R,S,T

2
ZCT

3AT2P
1
CP

30AF2P
10AT

2
MCCB

1
MCR

1ELR

100mA
AC200V

1
LA

1 φ

EF
R,S

3AT2P
2
CP

2ELR

30mA
AC100V

3AT2P
3
CP

A C 1 0 0 V  1 φ  2 W  5 0 H z

進相コンデンサ

制水弁操作盤
T C開 閉 機

開閉機
TCバルブ操作盤

制水弁操作盤
T C 操 作 盤

操作盤
TCバルブ操作盤

AC125V
15A

1
CON

コンセント

制水弁開度（R/I変換器）

D C 4 ～ 2 0 m A

26

1-1
LAS

その他機器

コンセント

蛍光灯または
スペースヒータ

広角度計器

サーマルリレー

5AT2P
6
CP

3AT2P
5
CP

PI

k

サーキットプロテクタ
配線用遮断器または 電磁接触器

避雷器

漏電遮断器

ヒューズ

凡例

２Ｅ

予備

予備

2号排泥工操作盤外形図及び単線結線図

8-289/319

2号排泥工操作盤外形図及び単線結線図



電気防食工(1/6)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-290/319

 電気防食工(1/6) 
IP.0-4.150



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

第2揚水機場(0312100-1100-19)

電気防食工(2/6)

関東農政局　両総農業水利事業所

平成26年 3月

A1 図示 8-291/319

No.2+40.050

 電気防食工(2/6) 



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

電気防食工(3/6)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-292/319

No.8+0.000

 電気防食工(3/6) 



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

電気防食工(4/6)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-293/319

No.13+0.000

 電気防食工(4/6) 



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

電気防食工(5/6)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-294/319

No.20+35.000

 電気防食工(5/6) 



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

電気防食工(6/6)

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 図示

平成26年 3月

8-295/319

 電気防食工(6/6) 



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

管理用道路(1/4)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

1 7 9 6 0 0

平成26年 3月

8-296/319

管理用道路(1/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

管理用道路(2/4)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-297/319

管理用道路(2/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

管理用道路(3/4)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-298/319

管理用道路(3/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

管理用道路(4/4)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-299/319

管理用道路(4/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

橋梁工(1/4)

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:141

A1 1:100

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-300/319

橋梁工(1/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

橋梁工(2/4)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-301/319

橋梁工(2/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

橋梁工(3/4)

A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-302/319

橋梁工(3/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

橋梁工(4/4)

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

8-303/319

橋梁工(4/4)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

平成26年 3月

水管理システム構成図

TM/TC親局装置

中央管理所（両総第2揚水機場操作室）

0

データ処理盤
FL-net

Webサーバ装置

モニタ

FA-LAN

＜端末＞ ＜端末＞

汎用パソコン

プロバイダー

インターネット網
（ＦＡパソコン）

警報盤

入出力処理装置

表示記録端末装置1･2

モニタ

（ＦＡパソコン）

ルータ

映像監視端末装置

ルータ

モニタ

ルーター

TM/TC子局装置

横芝堰

フレッツ光回線

3

光ケーブル

監視端末装置

（第１揚水機場監視）

モニタ

TM/TC子局装置

山武東部支線機場

5

TM子局装置

栗山川統合機場

対孫局中継装置

TM孫局装置

入出力中継装置

篠本堰

ゲート

制御盤

W

分電盤Tr

×5

4a

4

NTT

専用回線

(符号品目)

フレッツ光回線（VPNﾜｲﾄﾞ）

モニタ

TM子局装置

NTT回線

TM親局装置

FA-LAN

FL-net

ポンプコントローラ盤 ルーター
FL-net

Ethernet

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀｰ

光ケーブル

ゲート制御盤

第1制水門

2

※注）破線は別途工事又は既設を表す

FL-net

ポンプ

制御盤

W Q

×2

Z

入出力中継装置

水位自動制御盤 ※FL-NETﾕﾆｯﾄ、ＨＵＢ

×2

W

入出力中継装置

ポンプ

制御盤

分電盤Tr
分電盤Tr

監視操作端末1･2

（第1揚水機場）

水資源公団房総用水管理事務所

-

第1揚水機場

W Z

×2 ×2

分電盤Tr

分電盤Tr

分電盤Tr

監視操作端末1･2

（第1排水機場）

モニタ

FA-LAN

W Q

×2

Z

Z

1

第1揚水機場操作室

フレッツ

VPNワイド
山武東部機場 調圧水槽

Webカメラ

フレッツ・ADSL回線

Z

×2

×3

入出力処理装置

TM親局装置盤

（ＦＡパソコン） （ＯＡパソコン）

映像監視端末装置

（第1制水門ｶﾒﾗ）

モニタ

（ＯＡパソコン）

入出力処理装置盤

既設・別途工事

新　設

改　造

監視端末装置

（第２揚水機場監視・操作）

モニタ

FA-LAN

（ＦＡパソコン）

※改造

FL-NETﾕﾆｯﾄ、通信用避雷器

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀｰ

webｶﾒﾗ

ＨＵＢ

FL-NETﾕﾆｯﾄ

ＴＭ子局装置

監視操作卓

NTT専用回線

(帯域品目)

NTT専用回線

(帯域品目)

山武東部機場Webカメラ
フレッツ・ADSL回線

第2揚水機場(0312100-1100-19)
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水管理システム構成図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

中央管理所（第2揚水機場）操作室配置図
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監視操作卓

ITV監視操作卓

4

3

2

1

アナウンスメントプリンタ

ポンプ設備/入出力制御装置1

データ処理盤

TM親局装置盤

TM・TC親局装置盤

入出力処理盤

監視操作卓/入出力制御装置

画像警報制御盤

無停電電源装置

カラ－ハ－ドコピ－

表示記録端末卓

・第３機場画像監視端末

大型ディスプレイ （2台）
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既　設

既　設

既　設

既　設

・ AC 100V電気室

  A 低圧照明用変圧器盤より

12

既　設電話端子箱

21

A 低圧照明用 変圧器盤 既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設
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23 映像監視端末

監視端末

A + C
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1
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分電盤

データ処理盤

CE3.5sg-2C

FL-Netケーブル

1

1

区分
ケ　　ー　　ブ　　ル　　諸　　元

対　象　設　備　名 種　別
番号

動力

通信

延長(m)

A

B

C 通信 - LANケーブル(カテゴリー7） 1

本数

10.5

1.7

8.2

A1 1:50

A2 1:70

H25年度

H25年度

H25年度

H25年度

H25年度

H25年度更新

11 H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

H25年度更新

1

11

D

E

映像監視端末装置 1LANケーブル(カテゴリー7） 2.5通信

Webサーバ装置 1LANケーブル(カテゴリー7） 1.6通信

D

E

24

25

大型表示装置（50型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）

Webサーバ装置

25

24
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8-305/319

中央管理所（第2揚水機場）操作室配線図 S=1:50
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)

A1 1:10

A2 1:14

中央管理所(第2揚水機場)機器外形図(1/2)

参考図

正 面 図 側 面 図

800 40 550
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鋼板製屋内自立形形　式

鋼板製

扉2.3t以上、その他1.6t以上

防錆処理後焼付塗装

内面　5Ｙ/1

外面　5Ｙ/1

LED

鍵付ハンドル

鋼　板

塗　装

表示灯

ﾊﾝﾄﾞﾙ

（仕　様）

800

LS

PB

RS

PB

正 面 図 側 面 図

600 40 700

19
50

情報伝送系機器

TM親局装置

(屋内鋼製自立形)

鋼板製屋内自立形形　式

鋼板製

扉2.3t以上、その他1.6t以上

防錆処理後焼付塗装

内面　5Ｙ/1

外面　5Ｙ/1

LED

鍵付ハンドル

鋼　板

塗　装

表示灯

ﾊﾝﾄﾞﾙ

（仕　様）

40

入出力制御装置

40

8-306/319

中央管理所(第2揚水機場)機器外形図(1/2) S=1:10



　施設名　
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作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

第2揚水機場(0312100-1100-19)
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ディスプレイ
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タッチパネル

A1 1:10

A2 1:14

中央管理所(第2揚水機場)機器外形図(2/2)

正 面 図 側 面 図

1920

1
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0

液晶ディスプレイ

Ｒ

監視制御系機器

監視端末

(FAﾊﾟｿｺﾝ)

参考図

監視操作卓 大型液晶ディスプレイ

カラープリンタ

8-307/319

中央管理所(第2揚水機場)機器外形図(2/2) S=1:10



第2揚水機場(0312100-1100-19)　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号
A2 1:141

A1 1:100

関東農政局　両総農業水利事業所

平成26年 3月

8-308/319

小堤寺方揚水機場平面図

小堤寺方揚水機場平面図 S=1：100



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-309/319

小堤寺方揚水機場一般図

第2揚水機場(0312100-1100-19)

小堤寺方揚水機場一般図 S=1：50



制御盤図
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図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:14

A1 1:10

平成26年 3月

8-310/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



単線結線図
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作成者
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関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:14

A1 1:10

平成26年 3月

8-311/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



スクリーン詳細図
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縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 図示

平成26年 3月

8-312/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



吸水槽工・階段工・フェンス工
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図面名
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作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

平成26年 3月

8-313/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)

吸水槽工 ネットフェンス工階段工



建築特記仕様書
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作成者
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関東農政局　両総農業水利事業所

平成26年 3月
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第2揚水機場(0312100-1100-19)

-



建築一般図
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 図示

平成26年 3月

8-315/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



建築詳細図(1/2)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 図示

平成26年 3月

8-316/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



建築詳細図(2/2)
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 図示

平成26年 3月

8-317/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



建築軸組図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 図示

平成26年 3月

8-318/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



建築電気図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:42

A1 1:30

平成26年 3月

8-319/319

第2揚水機場(0312100-1100-19)



横断図
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

9-1/6図面番号
A2 1:141
A1 1:100

関東農政局　両総農業水利事業所

その3工事
No.3～No.5

第2揚水機場(0312100-1100-19)

平成26年 3月

NO.4+6.00
（管理用道路）

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

9-2/6図面番号
A2 1:141
A1 1:100

関東農政局　両総農業水利事業所

その3工事
No.6～No.9

第2揚水機場(0312100-1100-19)

横断図

平成26年 3月

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00
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図面名
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縮尺

作成者

9-3/6図面番号
A2 1:141
A1 1:100

関東農政局　両総農業水利事業所

その5工事
No.10～No.13

第2揚水機場(0312100-1100-19)

横断図

平成26年 3月

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00

GH=　　0.09
FH=　　0.893

ＮＯ.　１３
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図面名
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縮尺

作成者

9-4/6図面番号
A2 1:141
A1 1:100

関東農政局　両総農業水利事業所

その4工事
No.14～No.17

第2揚水機場(0312100-1100-19)

横断図

平成26年 3月

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00
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図面名
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作成者
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A1 1:100

関東農政局　両総農業水利事業所
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第2揚水機場(0312100-1100-19)

横断図

平成26年 3月

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00

DL=0.00

GH=　　-0.01
FH=　　2.723

（ ＮＯ.　１９ ）
ＮＯ.　１９+６．１６２

（ 推 進 工 ）
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作成者
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関東農政局　両総農業水利事業所

IP.8～No.22+38.516
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第2揚水機場(0312100-1100-19)

横断図

平成26年 3月

DL=16.00

DL=8.00

DL=6.00

DL=5.00

DL=28.00

DL=19.00

DL=18.00

DL=28.00
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